
－ 1 － 

決算審査特別委員会 

                            平成１９年９月１１日 

                            午前９時００分 開会 

                            於 斑鳩町第一会議室 

 

議   長 

   中 川 靖 広 

委 員 長 

   里 川 宜志子 

副 委 員 長 

   辻   善 次 

出 席 委 員 

   吉 野 俊 明      伴   吉 晴      紀   良 治 

   西 谷 剛 周 

 

理 事 者 出 席 

   町 長  小 城 利 重   副 町 長  芳 村   是 

   教 育 長  栗 本 裕 美   総 務 部 長  池 田 善 紀 

   総 務 課 長  清 水 建 也   総 務 課 参 事   田 昌 敬 

   企 画 財 政 課 長  西 巻 昭 男   税 務 課 長  山 﨑 善 之 

   住 民 生 活 部 長  西 本 喜 一   福 祉 課 長  西 川   肇 

   健 康 推 進 課 長  植 村 俊 彦   環 境 対 策 課 長  乾   善 亮 

   住 民 課 長  清 水 昭 男   都 市 建 設 部 長  藤 本 宗 司 

   建 設 課 長  加 藤 保 幸   観 光 産 業 課 長  佃 田 眞 規 

   都 市 整 備 課 長  藤 川 岳 志   都市整備課参事  今 西 弘 至 

   教 委 総 務 課 長  野 﨑 一 也   生 涯 学 習 課 長  清 水 修 一 

   上 下 水 道 部 長  谷 口 裕 司   上 水 道 課 長  植 嶋 滋 継 

   会 計 管 理 者  浦 口      会 計 室 長  清 水 孝 悦 

   監 査 委 員 書 記  佐 藤 滋 生 



－ 2 － 

 

議会事務局職員 

   議 会 事 務 局 長  藤 原 伸 宏   係 長  峯 川 敏 明 

 

 

 



－ 3 － 

（午前 ９時００分 開会） 

○里川委員長 皆さんおはようございます。 

  それでは、昨日に引き続きまして、決算審査特別委員会の会議を開会させていただき

ます。 

  昨日は、第４款衛生費について説明を受けたところで終わっております。本日は成果

報告書の１７１ページから２１５ページまでにわたります第４款衛生費について、委員

皆さんの質疑から進めていきたいと思います。委員の皆さん、質疑がございましたらど

うぞ。 

  西谷委員。 

○西谷委員 ちょっとお尋ねしたいと思うんですが、１９９ページ、町としてはＩＳＯ１

４００１で環境への負荷の軽減を図るということで、成果を掲げておられるんですが、

この前の一般質問でもさせてもらったように、事業系のごみの回収を見る限りでは、片

方では町民に対してはごみの分別というのは徹底をしろということでＰＲされています

が、実際事業系のごみについては、そういうことがなされていないということを見ます

と、ちょっと政策としておかしいのかなと思うんですが、そこで素朴に思うんですが、

町がこれまでにごみの分別について、可燃ごみ、あるいは缶、ビン、ペットボトルとい

う形で、年間のごみの分類をされた数字が出ているんですが、事業系のごみというのは、

この中では、実際どういう形で分類の中に入っているんですか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 一般質問でも答弁させていただきましたけれども、総ごみ量というの

が家庭系のごみと、それから事業系のごみ、それから公共施設からのごみを含んで全体

の数字で報告をさせていただきました。それと、家庭系は家庭系で数字、平成１４年か

ら１８年度までの数字、それから事業系と、それから公共施設合わせた数字を報告させ

ていただいたということでございます。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 事業系の中のごみの分類して報告してもらえました。事業系のごみで例えば

可燃、あるいは不燃という形での。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 事業系のごみにつきましては、事業系一般廃棄物ということで市町村
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が処理できるのは、可燃ごみのみとなっておりますので、事業系のごみにつきましては、

可燃ごみということでその数字を報告させていただきました。ただし、公共施設につき

ましては、当然、不燃ごみが出てまいりますので、公共施設につきましては、可燃ごみ

と不燃ごみという形で数字を合わせて報告させていただいたところでございます。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 今、事業系のごみは可燃ごみしかとらないということですが、実際にはその

中でとっているごみの中で可燃ごみ以外にまざっているということはないんですか。い

やね、ちょっとそういう業者のごみの車がトラブルを起こしたとか、そんな事例はなか

ったですか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 過去には、その可燃ごみの中に例えば缶、ビンとか、ペットボトルが

混じっておったということもございましたけれども、まとめの検査、あるいは目視検査、

あるいは展開検査をする中で、当然入っておりましたら、搬入は拒否いたしております

し、各お店から出るごみでございますので、各お店の方にお願いいたしまして、当然、

分別やっていただく、リサイクルできるものはリサイクルやっていただくということで、

店の方にもお願い指導しております。そういったことから搬入していただくのは現在は

可燃ごみのみとなっております。以上でございます。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 今、課長、可燃ごみだとおっしゃいましたが、実際に事業系のごみ、私自身

は議員になったときに、素朴にこういうごみの業者から、斑鳩町のごみを集めているの

で斑鳩町の焼却場で処理させてもらえないかということを頼んでくれと聞かれたことが

あって、私はそういうことはできませんと、業者のごみが入るということは、それは斑

鳩町のごみかどうかも判断できへんから断った経緯、私議員になってすぐでしたから、

非常に鮮明に覚えているんですが、実際こういうこと自身、事業系のごみ、町の焼却場

で処理するということなんかは何年からで、それで実際、どういう形でこういうのが町

の焼却場で処理受け入れるということだったのか、その辺の最初の経過教えていただけ

ませんか。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 これはこういう法律というか、町内にある事業所等については、持ち込み等
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については、必ず町でそのごみを受けなければいけないと。ただ私の方は、当初からそ

ういう業としている方々については、その事業系のごみであっても、やっぱりそこの会

社の車等で搬入していただかなかったら許可をしないということで大分断ってきたんで

すが、ここのとこ４～５年の間にですね、いつの間にかそういうパッカー車等が入って

きたということで、これはもう当然、私自身が当初から言うていたのが、そういうこと

になってしまうともう必ず混乱が起こるということで大分指示したんですけれども、現

状とにかく事業系のごみについては、その事業所の車で必ず搬入をしてほしいというこ

とをまず呼びかけることが大事やろと、そういうことをしていく中で、そういうふうな

現状が起こっているわけですから、できるだけ事業所のごみであるということで、そこ

でごみを出していただいて、乾課長申し上げたように、できるだけその中に空き缶、ペ

ットボトルとかそういうものが入っていることがわかったら、その事業所にとれません

よということで通告せよと、そして今、私どもの事業系のごみにステッカーを貼って、

そのステッカーを貼ってなかったら、それは持ち込めないということをやっとるわけで

すけれども、そこら十二分に今、職員と副町長とも相談を申し上げてですね、何とかこ

の対策についてはやっぱり十分検討せないかん、そういう関係等について、いろいろと

議論をする中で、できるだけ事業系のごみはやっぱり事業所の車で持ち込むことが一番

ベターであると、そういうことと、やっぱ当然、地元にそういう業をなさっている方も

ございますから、当然、持ち込まれたら、やっぱり受けることは当然だと思います。た

だ今、西谷委員の御質問の中で、やっぱりパッカー車等が入ってきているということに

ついては、我々としてもやっぱりそういうことを相手方に申出をして、いつまでもこれ

どんどん、どんどんふえていくばっかりですから、そういうことも踏まえて、今後十分

検討することで、副町長を筆頭に、検討を重ねておる次第で、その検討等について、今

後、どうあるべきかということについて、今、慎重に討議をいたしております。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 今、町長が検討しているんだということをおっしゃったんですが、実際に私

が何でこういう質問をせないかんかというのは、町内歩いていて、実際のその事業系の

ごみを出されておられる人が、働いておられるんですが、働いて家庭のごみについては

きちんと我々は分別で出していると、ところが事業系のごみについては、何でも一緒に

出してええんやということで出しているんやと、同じ焼却場でされるのに、どうも我々
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だけ、町民の家庭ごみだけは分別して、事業系のごみは一緒にまぜて出してええんやっ

たら、これおかしい違うかなということを言われました。私自身も、だからそのために

ちょっと確認させてもらったんですが、そのときに、１２月に同じように同僚の木田議

員が質問されていると、議事録も読ませてもうたし、その実情もわかったし、結局、町

民が言われているというのはそれは事実やなと、非常に私自身はショックやし、片方で

やっぱりＩＳＯ１４００１という形で打ち上げたんやから、徹底してやっぱり細部にわ

たってやっぱりそういうことをやってほしいなというふうに思います。 

  それと、廃油の部分で２００ページの中で、廃食用油のバイオ燃料化に向けて調査を

行ったということになっているんですけれども、現実的には石けんという形でされてい

るんやと思うんですが、それと内容からしますと、説明の中では、竜田川流域で７，０

００リットルで、斑鳩町が３，２５０だと、ほとんど半分が斑鳩町で、廃食用油の回収

ができているということは、町としての成果はしては非常にええと思うんですが、実際、

そのバイオ燃料化に向けて調査を行った結果、実際どうなんですか。これぐらいの量で

は採算がとれんということで、現実、実現化になってないんですか。それとも何か、そ

ういうのはやる方向で検討されているんですか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 これにつきましては、竜田川の流域生活排水対策協議、これは竜田川

流域の生駒市、平群町、斑鳩町、１市２町で構成いたしますその会議の方で、一応研修

ということで、奈良市内にあります業者の方に視察ということで研修をさせていただい

たんですけれども、この会社では、一応奈良県内ではこの会社しかないということで、

こちらの方に行かせていただいて視察をしたんですけれども、この中で処理能力、この

会社で置いておられる機械の処理能力は１日５，０００リットルであるということで、

処理費については無料であるけれども、障害者の就労支援の関係でやっておられるとい

うことで、処理料については無料だけれども、ただし障害者の就労の関係で、ほかの業

務もいただきたいというのが、そういう会社でございますので、今、こちらの方調査さ

せていただいたんですけれども、ほかに例えばいろいろな業者が出てきたときには、こ

ういったバイオディーゼル燃料も検討していかなければならないというふうに考えてお

りますし、まだ今、３，２５０リッターですか、斑鳩町で集めておるんですけれども、

まだまだ家庭からの廃食用油もまだまだ出てくるのではないかというふうに思っており
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ますので、そういった量も関係してくるんですけれども、こういったバイオディーゼル

燃料を精製していただく会社もたくさん出てきて、処理料もかなり安くできるというこ

とであれば、またそちらの方に移行していきたいという考えは持っております。以上で

ございます。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 ありがとうございます。 

  それともう１点なんですが、以前、町の指定ごみ袋の作成費が非常に高いということ

について、私が質問した中では、実際に斑鳩町の指定ごみ袋が高いというのは、これは

特許をとった水酸化アルミニウムの入ったダイオキシンを減らすという、そういう袋を

使っているんだということで答弁されたと思うんですが、それの袋については、今も同

じような袋を使っているのかどうか、ちょっと確認しておきたいと思います。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 今現在もダイオキシンの排出を抑制する、ダイオキシンを吸着する素

材であります水酸化アルミニウムを含有した可燃ごみの指定袋を使用しております。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 その袋というのは、以前に私が聞いたときには、ほとんど斑鳩町以外にそう

いう公共団体では使用されなかったんですが、今は相当数そういう利用がされています

か。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 ほかの市町村でも使っておられるというのは聞いておりますが、何団

体かというのはちょっと把握しておりません。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 私、実際にそういうところがあったら、ぜひあとで結構なんで、ちょっと教

えていただきたいんですが、ただ私が先ほどの事業系のごみとかかわって考えますとで

すね、町はダイオキシンを吸着するための通常の袋というのは、大体近隣のごみ袋の作

成費を聞いたんですが、大体６円ぐらい、うちが１２円ですから倍以上しているんです

が、それで高いごみ袋をつくっている。ダイオキシンを吸着するからということでつく

っておるんですが、方や事業系のごみというのは、黒い袋とか、水色の袋とか、僕らご

み持ち込んだとき見るんですが、そういう袋が入っていると。どうも聞いたら、中も分



－ 8 － 

別もなかなかされてないような内容できていたら、町が建前を出している部分と、実際

の炉の中で燃えている部分というのは、ちょっとこれは矛盾あるの違うかなと。片方で、

ダイオキシン減らすんやと言いながら、事業系のごみを受けることによって、片一方の

政策も全く生かされてない、この辺のギャップみたいなもの、担当としてどう思われま

すか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 確かにおっしゃっていただくことになってくるということでは大変な

ことでございますので、これにつきましては当然、各家庭から出ますごみについては、

皆様方に御協力を求めているわけでございますので、当然、事業系についても、昨年か

らちょっと量がふえてきている、分別もきっちりやっていただくということで、当然、

中身がわかるような透明の袋にも切り替えをしていただくということでお願いをしてお

りますし、そういうことで、当然、事業系のごみについても、これから各店舗に指導を

強化してまいりたいというふうに考えております。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 結局ね僕、確かにごみ問題は非常に難しいとは思うんですが、結構、先進地

で全国の画期的なことをやっているところというのは、結局、町指定ごみ袋をつくると

か、つくらんとかやのうて、実際の住民の意識に訴えて、結局、町がコンテナとかとい

う形で、非常にきめ細かい形で分別をして、結果として、できるだけごみとして出さな

いような工夫をされているんですね。例えば徳島県の上勝町みたいなところを見たら、

割りばしや、トイレットペーパーの芯までちゃんとリサイクルに回すみたいな、そうい

うのは、結局、僕もＴＶでたまたま録画して見ていたんですが、町が本当にその地域を

回ってきめ細かくやって、町の職員があそこまでするから我々手伝おうかみたいな、何

かそういう部分が非常に番組見ていて見えましたし、水俣市についても、結局集めるの

はコンテナでそれぞれが持ってきて、コンテナでビンやらビンを色分けして出す、ある

いは缶やったら出す、ペットボトル出すという形で、基本的には袋使わへんような形で

回収しているというのは、ほんまに進んでいるごみ分別の地域なんですよ。だから、斑

鳩町も７年たって、実際には私ら回りますと、ごみの分別については、ほとんど定着し

ている、そら一部にはまだまだの、よそから来られてなかなかそういうことがわかって

ない方もおられますけれども、相当数、やっぱりそういうのは身についてきているとし
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たら、やっぱりぼちぼちこの辺でごみ収集のごみ行政そのものを、僕は一編見直す時期

かなという感じがするんですが、その辺はどうでしょうか。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 これはもうごみというのは、なかなかやっぱりすぐにはいかないですから、

やっぱり日進月歩というのか、いろいろな関係等にございます。ただ、問題は、やっぱ

り今おっしゃった上勝町とか、水俣、私はもう乾課長と、上勝の町長とも十分議論をさ

せていただいたことあるんですけれども、やっぱり上勝町の土地柄と人口、それからそ

ういうこと考えますと、上勝町とか、あるいは高島市とかいう海東さんの市長しておら

れるああいうとこは、やっぱりそういうものについて、やっぱり住民が徹底されている

わけです。だから、そういうことが我々の斑鳩でもそういうことがある、徹底していた

だいているわけですけれども、今おっしゃったように、部分的にやっぱりよそから住み

にこられた、あるいは外国人の方にそういう趣旨徹底ができない、あるいは自治会に入

らない人はどうしていくかといういろいろな問題等は、もう我々十分聞かさせていただ

いて、そういうことの議論もしているわけですけれども、そうしたらこの出てまいりま

す集団回収でも、その自治会に入ってない人は集めているやないかと、そのことについ

てはおかしいやないかということもございますように、やっぱりそういう自治会も入っ

てない人も集団回収のとこに入れていただくとかいうこともやっぱりやっていかなかっ

たら、なかなかそう簡単にはいかないと、私は思っていますし、確かにこの１２年にこ

ういうものを従量制にした、ごみ袋の有料化についてやってまいったわけですけれども、

私はやっぱり１年、１年がやっぱりそういうものについて、検討をしていくこと、担当

と十分議論をしながら、やっぱり新聞等にも出てまいりますと、こういうことでどこの

まちがどうこうされるということは、これ十分コピーしながら、担当と十分協議し、副

町長とも十分協議をしているわけですけれども、当然おっしゃるように、これはごみの

問題ですから、やっぱり住民の方々に、できるだけ行政がこういうことをやるというこ

とをやっぱり住民が納得いただく、やっぱり協力をしていただかなかったらできません

から、やっぱり住民に対する協力があってこそ我々のこの行政がおしあがっていくんで

すから、ごみの問題については、おっしゃるように、これから問題は私は何もごみをど

うかというよりも、ごみを出さないということを考えていかなかったら、私はごみ焼却

場は、今後、仮に高安、高安西、睦、幸前この方々が反対をされたら、恐らく斑鳩町で
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はできない、できないときの対策をどうしていくかということも考えていかなかったら、

私はいつまでも延命を図ってどうかということもなかなか立っていかない。そういうと

こに私はやっぱり焦点を当てていかなかったら、ごみそのものよりも、結局やっぱりで

きるだけごみは少なくするけれども、ごみ焼却場をどうあるべきかということをこれか

ら議論しなかったら、私は原点に返っていかないのではないかなと。やっぱりごみの収

集等については、非常に斑鳩町の場合は、住民の方々が徹底いただいていると、やっぱ

りそういうことについては感謝を申し上げ、そういうことについて今後やっぱり、西谷

委員おっしゃるように、検討というのか、一つの方向というのか、やっぱりそういうも

のについては、絶えず検討しながら、いい方向に向くこともやっぱり我々としては住民

に仕向けていかなかったら、今こうやっていますよ、次はこうかわりますよということ

はなかなか住民に、ここまでやっていて何やというようなそういう点では、皆さん方に

ビン、缶の場合は、ビンももう一遍リサイクルするためにラベルをはがしていただいて、

そして箱にちゃんと詰めていただいて出していただいたわけです。それがいつの間にか、

荷崩れしてしもて、ビンもそんなんもとらへん、回収しない、そういうことなっていた

らもう結局パッカーで持っていかれる、そんなことおかしいやないかというような議論

の中では、缶とビンと一緒に混ぜることはどうかというような議論もいろいろございま

す。やっぱりそういうことを経てきてやってきているわけですから、我々としても、行

政として、ある程度、そういうものがどうあるべきかということの検討を十分重ねて、

今後またやっぱり、いいものはいいものとして取り入れていくということを研究をして

いくということが一番大事だと思っています。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 私はごみの中で、確かに今の焼却場の現状からみて、あるいは実際ごみとし

て出さないという方法、ごみを減らすということは、リサイクルという形で出していく

しか最終的にはならへんのかなと思うし、斑鳩町ぐらいの規模やったら、まだまだそう

いうのができるのか、あるいは溶融炉みたいものは、やっぱり斑鳩町には、住民の皆さ

ん、物すごい便利なように思うけど、なかなか斑鳩町の実態として合わないのかなとい

うことを考えますと、やっぱりごみをできるだけリサイクルに回すような、そんな仕組

みをつくっていくこと以外にないのかなと思いますので、今後そういう検討をしていた

だきたい。要望にしておきます。 
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○里川委員長 ほかに。 

  吉野委員。 

○吉野委員 実は私どもの町内会で、いかるがホールの何周年でしたっけ、そのときに午

前中に環境について出前寄席をしていただきまして、お二人さんが役場から来られて、

大変丁寧な上手な、きちんと時間内に収まるような、本当にベテランのいろいろ小物を

持ってきていただきまして、本当にわかるように説明していただきまして、住民もよく

わかったということで解散したんですけれども。そのときに、住民には前から疑問に思

っているということがありまして、我々がきちっとごみを分別しても、先ほどの西谷委

員がおっしゃるように、業者が持ち込むごみが、黒い袋に入れて、焼却場に持っていく

のではないかと、それは分別も何もされていないのではないかと、こういうような疑問

が出まして、それに対して、町の方の説明は、現在は、黒いごみで持ち込むということ

はないと、しかも透明で時々、課の者が焼却場へ行って検査をしているので問題はない

んだと、こういう説明がありました。住民もそれで一応安心したわけなんですけれども、

実際にはどうかと言いますと、今、町長がおっしゃったように、まだまだいろいろなこ

とが問題があると。ごみの関係については、大和高田市で一頃大変問題になりまして、

大和高田市で全部解決したかというと、それがまた周辺の方に流れていくと、弱いとこ、

弱いところと、業者さんは必死ですから、当然そういうことになると思うんですよ。斑

鳩町はそういうことでガードされているだろうと思います。 

  私が提案したいのは、店に出す前、店の状態でどんなふうに分別されているか、そこ

をチェックしないことには解決しないのではないかな。店というか、例えばジャスコと

か、万代とかですね。その辺のチェックは町の方ではされているでしょうか。どうなっ

ていますか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 ことしの２月ぐらいからですね、事業系のごみがふえてきているとい

う中で、各お店の方に、９１店舗でございますが、そのごみ分別、あるいはリサイクル、

ごみの出し方の関係につきまして調査いたしまして、一応確認はしておりますが、なか

なか店舗の中でも、チェーン店なんかでしたら、若い店長もおりますし、そういった意

識が薄いという方もおられます。本部の方からも指導もきておるんですけれども、なか

なか各お店の方では、なかなかそういうふうに守られてないというところもございまし
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たので、その辺のところはやはりきっちり分別していただいて、リサイクルもしていた

だくという形で指導したところでございます。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 それから、持ち込まれたごみを焼却炉で役場の者が点検しているんだと。そ

れ本当にそのように行われているとしても、事前に通告してこの日に点検しますよとい

うのでは恐らく何の効果もなくて、状況かわらないだろうと思うんです。抜き打ちにや

ると、そういう業者にはペナルティとしてもう持ち込ませないぐらいのことをやらない

と、この問題は業務系のごみがどんどんふえてきて、住民のごみが減ってくるという状

況で、ここはやっぱり一つのネックであると思うんです。そこをきちっと排出する、店

でチェックする、それから、焼却場でチェックすると、これをきちっと人が少なくなっ

ているところでしょうけれどもやっていただきたいと思います。 

それから、もう一つ、ごみ袋の件なんです。ごみ袋の件で、私どもの地区では、記名

をしてない、名前を書いてないのが３割から４割いると、これ意外だったんですけれど

も、後で住民が話し合いをしましたら、ごみ袋に名前書く必要ないよと、おれらを信用

せえへんのかということで、それぐらい徹底されて分別されているんだろうと私は思っ

ております。ですから、私らの地区、よその地区もそうでしょうけれども、ごみ袋に記

名ということは、それは確かにその抑止効果もあるかもしれませんけれども、今の状態

では、だんだんなくなってきつつある住民を信用して、せっかくごみ袋をああいう形で

出しているわけですから、それでもういいのではないかなと思います。 

ごみについてはそれだけなんですけれども、私どもかなり環境については、町内会で

出前講座を要求してやっているんですけれども、環境と言いましたので、ほかの住民は

ごみだけではなくて、ほかのいろいろな環境、緑とかそういうことと思って、いつもた

くさん質問したんですけれども、担当の方は、それはまた別の課の問題で、我々ではち

ょっと回答できないと、こういうお話でした。それでもなおうちの地区の住民がいろい

ろ言いましたんですけど、私としましても、いやそこまではちょっと役場の機構とかい

うことで、答えにくいやないかということで収めていったんですけども、役場の中で自

由に課を越えて自由に討論しあえるような雰囲気があるんでしょうか、それ一つ。 

○里川委員長 ただいまの質問、ごみの関係については担当課から、そして、横断的な取

り組み、環境問題が重要であるということでの横断的な取り組みについての考え方につ
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いては、小城町長。 

○小城町長 吉野委員おっしゃるように、今、ごみ袋の記名の関係等については、私はや

っぱりこういう関係等については、やっぱり自治会、その方々が信頼されているといっ

たところで、そういう一つの関係等について決まった以上はやはりそれに従っていくこ

とが一番大事だと、やはり自分のものについては自分がそういうことでごみを出します

よと、確認というのは当然のことで、書いてない人が多いから止めたらよいということ

には私はならんなと。やっぱり守ることは守っていかなかったら、これはだれでも、も

う別に書かないからいいんだということにはなっていかないと思っています。できるだ

けそういう協力することによって、その地域がきれいになっていくというのか、そうし

てマナーがよくなっていくということになっていくのではと思っています。 

  そしてまた、横断的ないう形でいわれたんですけど、私は恐らく自治会長さんが出前

講座で、ごみの問題等についてされたのか、そういうことについてやっぱり種目をやっ

ぱりこの関係等についても、これ緑の関係、環境ですからという、環境というのは範囲

が広いですからね、やっぱりこれ横断的になってもなかなかそういうことで精通した人

が果たしているのかということになってまいります。そういう点については、自治会さ

ん等がこういうものについて出前講座をしてほしいいうことの御要望の中で、町として

も行った。横断的にということになってきたら、最近よく言われている対話集会、町民

対の対話集会をしていくことが一番大事ではないか、生駒市とか、あるいは平群町がや

っておられるように対話集会をやることが一番いいのではないかな。ただ出前講座で限

定されて、特に私どもの方は、農業用の水路がどうなっているかということについて出

前をしてほしいとおっしゃられたら、そういう関係の担当の人がいますから、やっぱり

そういう横断的な関係になりますと、私が出ていって、あるいは職員が出ていくのは対

話集会になっていくのではないかと、そういう御要望があったら、どんどん町としても

行かせていただきたいと思っています。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 それから、毎年行われるクリーンキャンペーンの件なんですけども、これは

環境課さんの方へ行って、私も以前から申し上げているんですけれども、クリーンキャ

ンペーンの日には、住民の代表というたらいいんでしょうか、私ども地区でしたら役員

の中から何名、４名とかいう形で動員されるわけです。その中には、きょうは仕事が、
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土日だけの仕事があるという人もたくさんおりまして、１時間ちょっとおくれるという

ことを会社に言って出てきているんだと。それから、ことしは７００何名か全町で出席

されたそうなんですけれども、役場の方もたくさん出ておられると思います。これも役

場の方も恐らく、無料報酬だろうと思います。遠く斑鳩町以外の遠くの地区から当然役

場の方も役場職員でありますので参加しているんだということであります。私どもの地

区は、ちょうどその日に毎年続けてクリーンキャンペーンにあわせて地区のクリーンキ

ャンペーンやっておりまして、神南とか、昭和町とか、私ども笠町とかやるものですか

ら、朝早くからそれぞれ自分の家の前をきれいにして、ごみ一つなくしているわけです。

キャンペーンじゃなくてもいつもきれいにしているだろうと思いますが、そこへまたク

リーンキャンペーンで何十名とか、何百名とか集まりまして、ビニール袋持って、火ば

し持って、ぞろぞろと歩くと、実際にごみがあるかいうたらほとんどないですよね。た

ばこの吸いがらだとか、無理やり探して大きなごみ袋に、下の方にちょっと入っている

のぐらい、これ参加した人もそうですけれども、住民さんもぞろぞろ歩いていましたけ

ど何してましたんとか聞かれて、キャンペーンで歩いていましたと回答するわけなんで

すけど、これも結構、恐らく人件費は別として、ごみ袋代とか、いろいろな対策でお金

がかかっているのではないかな、もしかしたらこのセレモニーに近いようなことになっ

ているのではないかなと思います。そしたら、住民の方の日にちを変えればいいのでは

ないかとおっしゃるかもしれませんけれども、ほとんどみんなでぞろぞろ歩いて回るほ

ど、どこの町内会もそれほどごみがあるというような状況ではないんだろうと思います。

ですから、そこらを考えてもらって、これ職員さんの方からなかなかこういう発議でき

ないのではないかなと思いますよ。我々、議員とか、町内会の者ですと、これむだやな

いかなということであれば、そういうふうに議員さんひとつ言ってくださいと言われま

して、きょうの発言になったわけでありますけども、それについてはどうでしょうか。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 こういう種の問題は、今、吉野委員がおっしゃったように、役員だけが出て

いくんだというのではなしに、私はこういう方向、ことしのクリーンキャンペーンから

申し上げていることは、来年度はもうとにかくそういう役員さんというよりも、やっぱ

り斑鳩町、仮に３，０００人クリーンキャンペーンとか、５，０００人クリーンキャン

ペーンというそういう方向づけをしていかなかったら、いつまでも役員さんが出て、も
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うとにかくそういう一つの儀式、セレモニーしたら終わりやというのではなしに、本当

に真にごみをひろって、そういうまちをきれいにしていこうという姿勢を示さなかった

ら、私は当然これはなかなか難しい問題であろうと。そして今、吉野委員がおっしゃる

ように、クリーンキャンペーンでいいから金ばさみと袋を持って、町のお金がかかって

いるのではないかとおっしゃいますけれども、私はやっぱりできるだけ経費のかからな

い、そして効果があるような実態をしていくことが大事なことですから、そういうこと

にやっぱり今、皆さん方おっしゃっているように検討に検討を加えて、やっぱり新しい

方向づけができるものについてしていなかったら、いつまでも同じことを繰り返してい

たら、いつまでも担当の役員さんが毎年、これ役員替わられたら、その方々がまた今度、

私は行かんならんということになってくるし、私は笠町の実態でもよくいろいろと聞か

せていただいて、以前もごみ収集については、いつも月曜日が休みになるから、祝日は

回収しないということについても祝日も回収しているように、すべてそういう意見を聞

かせていただいてやってきたわけです。そういう点について、これからもやっぱりそう

いうボランティアというのか、そういうものについて、できるだけ伸ばしていかなかっ

たら、口ではボランティア、ボランティア言いながら、片一方では経費がかかる、経費

がかかるということになってまいりますから、やっぱりそういうことについて、十二分

に検討をしていくことが大事だと思います。職員についても、私は大いにやっぱりそう

いう地域の方を守っていくためにも、職員が出て、こういう場所が危ないということを

知っていかなかったら、私はいざ何か起こったときには、そういうことがなかなかでき

ない。そのために土曜日に職員のボランティアとして清掃とか、いろいろなことを今、

職員側から提案をいただいて、職員の方々が出てきていただいて、副町長はじめ皆さん

ともにボランティアとしてごみ清掃をやっていただいている。各地区を決めながら、竜

田川とか、あるいは三代川とか、あるいはそういう地域を決めながら、職員ボランティ

アがごみ清掃をやっているという現状もありますから、それが芽生えていけばこれから

また斑鳩町としても、みんながそういう気持ちになっていただいて、これからも大いに、

多数の参加を求めなかったら、一部分だけだったら、もう毎年同じことやってないかと

こうなりますから、そういうことを今後かえていくことが一番大事やと思っています。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 納得したようなしないような、前向きに考えるということで、それはいいだ
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ろうと思います。根本はいわゆる動員なんでしょうね、動員をかけるというのか、例え

ば選挙であれば自民党がこの地区から何名出せと同じように、啓発の講演があればここ

から何名出せと、動員ということは、学徒動員とはまた違いますけれども、動員という

のはちょっと、動員されているという気持ちがあるわけですよね。実際に行った結果が

大変よかった、あるいは役に立ったというなら、それはお互いに納得するんでしょうけ

れども、もうひとつ、今、町長おっしゃったように、前向きに、前向きにという形でい

きまして、またお互いに検討を加えまして、この方向でいくと決めたからにはそれでい

くんじゃなくて、途中からいろいろ方向を考えたりしてかえていくというのも一つのい

い方法だろうと思います。 

  もう一つ、１９７ページの野良猫の対策なんですよ。私どもの地区にも、確信犯とい

うような人がおりまして、地区の人じゃないです。他地区、あるいは他町から来られて

いるんだろうということです。一定の時間に単車に乗りまして、ペットフードをたくさ

ん積みましてやって来ます。夜例えば１０時とかに来ますと、その辺の野良猫やなんか、

みんな単車の音を覚えてましてですね、寄ってくるわけなんですよ。一定の場所へ行き

まして、何カ所かでペットフードを紙の上に乗せて、それから水をそれぞれ与えて、そ

こへ住民も何年かもう３年も４年も前から同じ状況でして、そこへ言って注意すると、

もうこれ怖いような、傷害事件になりそうなぐらい振り払ってでもエサをやっていくと。

やった後、朝片づけるかというとそうじゃなくて、そのままにしていくわけですから、

水の入ったビニールとか、エサをのせた紙とかが散らばっていると、大変苦労しており

まして、そのことを環境対策課の方に言ったのですけれども、何ともならないというこ

となんですね。１軒の家でですよ、自分の敷地内でイーデス・ハンソンさんみたいに猫

や犬を飼っているというのはまだあれなんですけど、巡回してエサをまいて歩く、これ

は何とか取り締まりというか、注意して、注意したぐらいではだめなんですよね、何と

か方法ないでしょうか、ちょっとそれをお願いいたします。以上です。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 その件でございますが、神南地区、あるいは昭和町の地区の方からも

そういった、多分同じ方だと思うんですけれども、御連絡いただいて、町としても保健

所と連携をとりながら、その方にも何度か指導はさせていただいたところでございます。

ただ、その方については動物愛護ということで、かわいそうだということで、そういう
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エサを与えておられるということで、それが周辺の方に大変な御迷惑になっているとい

うことをやはり保健所とも一緒に行く中で指導したところでございますけれども、最近

はやめられたような形で少なくなってきているというんだと思いますけれども、また苦

情がありましたら、保健所と一緒に対応させていただくということで要望はしたいと思

います。 

○里川委員長 ただいまの吉野委員の質問の中にございましたクリーンキャンペーンの件

なんですが、吉野委員もいろいろな角度から御心配いただいての質問があったように思

うんですが、私自身もクリーンキャンペーン出ておりまして思いますのは、実は私いつ

も法隆寺の地域の方で出させていただくんです。今言われるように、民家のある自治会

として組織なさって民家のある周辺では、やはりきれいですが、逆に観光で通る民家の

ないところというのは、クリーンキャンペーンで相当にごみがあって、私たちかなりひ

らっていまして、出て効果があるなと。やっぱりこれはみんなでやった方がいいなとい

うふうに感じています。ですから、今いろいろな御心配もある中で、コースなどについ

て、クリーンキャンペーンで行うコースについて検討した方がいいのではないというこ

とについては、私も前から感じておりまして、以前に住宅内を通ったときに、やっぱり

今、吉野委員がおっしゃるような状況が見られる地域がございました。私もたまにコー

ス変えて出させていただくんですけど、コースの検討、できるだけ民家のないところで、

日常的に目が行き届かないところなどを中心にコースをきちっとつくって、クリーンキ

ャンペーンをやっていくという形をとっていただけたらなというふうに、私も感じてお

りましたので、一応、申し添えさせていただきたいと思います。 

  ほかに委員の方。伴委員。 

○伴委員 １８７ページなんですが、乳がん検診、子宮がん検診、私ちょっとこの経緯が

わかりませんねんけど、１８年度でしたら乳がん検診の場合、５名の方が受診結果でが

んやというようなことをここに書かれているんですが、これなぜ２年に１回になったの

か、ちょっと御説明お願いしたいんですが、よろしくお願いします。 

○里川委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 まず、乳がん検診ですけれども、近年乳房Ｘ線検査、いわゆるマン

モグラフィーといわれるもので、乳房を直接Ｘ線で撮影するという検査方法が導入され

ました。そのことによりまして、これまでの視診、触診というんですけれども、医師が
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直接診たり、触って乳房のしこりとかを確認するというよりもはるかに直接そういうレ

ントゲンを撮るということになりましたもので、その精度が高まったと、検査の精度が

高まったということで、乳がん検診につきましては２年１回というふうにかわりました。 

  また、子宮がん検診につきましても、対象年齢が２０歳以上まで引き上げになりまし

た。それで子宮がんにつきましては、がんの進行度が他のがんに比べて緩やかだと言う

ことでありまして２年に１回になったということでございます。 

○里川委員長 伴委員。 

○伴委員 今ちょっと御説明いただいたの、これここでは子宮がん検診は４０歳以上が対

象者やとちょっと書かれていること。それとがんというのはやっぱり早期発見というこ

とが非常に大事なように思うんですが、確かに精度が上がったということは非常にいい

ことやと思うんですけど、そのあたり２年に一度で本当にいいのかなという気がするん

ですが、よろしくお願いします。 

○里川委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 まず申しわけございません。１８７ページ、子宮がん検診の注釈※

平成１７年度で対象者が４０歳となりというところは、２０歳以上でございます。まこ

とに申しわけございません。乳がんは４０歳です。子宮がんは２０歳以上ということで

ございます。 

  まず一つは、このがん検診も国や県の一つの指針の中で行わせていただきましてその

中で２年に１回ということが示されているわけですけれども、委員おっしゃいますよう

に、がんというのは早期発見が大切であります。まずは確かにこの二つの種類について

は、２年ごとに診せていただくということではしておりますけれども、とりあえずは対

象年齢になれば、早く受けていただく。なかなかがん検診にもかなりお歳をとられない

と受けられないという傾向にもございます。ですから、２０歳なり、４０歳になれば、

速やかに受けていただくということで、若い時期から年齢の早い、浅い段階から受けて

いただくということで、保健センターの方からいろいろと住民の皆様に啓発をしていき

たいというふうに思っております。 

○里川委員長 伴委員。 

○伴委員 それでしたらこれ乳がん検診も２０歳からという形にお願いしたいですし、ま

た間隔も２年に一度、できるだけ前のように１年に１回とかいう形で要望させていただ
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きたいと思います。 

  あと、２００ページなんですが、もう一つ、公害指導の実施で、雑草除去ですね、こ

れは遊休宅地の雑草除去に対して草刈とか指導していただいていると思うんですが、こ

れ地主さんが指導に従われなかった場合、どのような形になっていくのか、ちょっとそ

の辺御説明お願いしたいんですが。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 この件につきましては、斑鳩町環境保全条例第２９条で、空き地の管

理ということで、所有者に対しまして空き地等の措置をとるように指導するという形に

なっておりますので、一応こちらの方も、その遊休地の管理している台帳ございますの

で、毎年その場所を確認をさせていただく中で、草が繁茂しているという状況であれば、

所有者に対しまして文書で草刈をしていただくように指導しているという形でございま

すが、あくまでもこれは罰則規定ございませんし、あくまでもお願いというか、指導の

範囲を超えないんですけれども、当然、近所の方が、また役場の方に指導してくれと再

三そういうのがございます。ほとんどはそういう形で刈っていただいていると、時期が

おくれたりすることありますけれども、刈っていただいているという状況でございます。

以上でございます。 

○里川委員長 伴委員。 

○伴委員 地主さんにいつも刈ってくれと言っても刈っていただけない地主さんって必ず

あると思うんですね。同じ方というような形で、その場合、何か代執行と言いますか、

そういうような形でこちらの方から業者さんに刈っていただいて、それを請求するとい

う形はやっぱりとれないわけですかね、よろしくお願いします。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 あくまでも所有者、土地を所有される方が管理をしていただくという

ことでございますので、町の方でかわりに刈ってその費用を請求するという形は今のと

ころとっておりません。 

○里川委員長 伴委員。 

○伴委員 厳しい指導のほどよろしくお願いします。私の質問は終わります。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方でございますでしょうか。 

  辻委員。 
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○辻委員 １８５ページの基本健康診査の実施ということになっています。その対象者が

７，８３１人、受診者３，０２２人、このほとんどが異常なしが５６７人、ほとんどが

異常あり、要指導とか、要医療、次のページこちらに書いていただいていますけれども、

ほとんどの人が何か異常あるような数値があげられているんですけれども、受診される

方、例えば病院行ったついでに何か受診されるのか、その辺の受診者、どういう人が対

象者のほとんど何かの病気持ちかなというふうな思われがちですので、その辺の表し方、

何かええ方法ないのかなというと、ほとんどの人が何か異常な人が５６７人で、１０

何％しか異常ない、ほとんどの人が異常があるということで、この辺受けられる方はど

ういう格好で受けられるのか。ちょっと思うのは、何か病気か、異常ちょっと病院いこ

かということで、この健康診断を受けられるのか、その辺の実態を教えていただきたい。 

○里川委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 現在、町の基本健診につきましては、斑鳩町医師会と契約をしてお

りまして、各医院で個別で健診を受けていただくということでございます。したがいま

して、対象者の方が直接、場合によってはかかりつけ医もございますでしょうし、医院

に行って健診を受けられるということになります。そのことから言いますと、既にある

病気でかかりつけになっている医院で、ついでいうたらおかしいですけど基本健診を受

けられるというケースもままあるかと思います。ただ、この基本健診につきましては、

４０歳以上が対象になっておりますが、実際のところはやはり高齢者の方が非常に受診

率は多いです。４０歳、５０代になりますと１０％受けていただけるかどうかというと

ころで、やはり６０代、７０代の方が受診としては受けられる方としては多いと思って

おります。そういうことで要指導や、要医療というところの数字があがってきているの

かなというふうに思っております。ただ、要指導と申しますのは、高脂血症、高血圧、

糖尿などは兆候としては見受けられるものの、治療の必要はないということで、日常生

活上の指導が必要というレベルが要指導ということでございます。要医療ということに

なりますと、主に医師の管理のもとで内服薬の投与を受けながら、定期的な検査が必要

だというのが要医療ということでございます。したがいまして、確かに件数としては異

常なしという方比べると多いんですけれども、ただ要指導とされた方は、一般的に病気

を発症しているというレベルではないということは御理解をいただきたいと思います。 

○里川委員長 辻委員。 
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○辻委員 そうかいなと思っていているけどね、こない書いていたら、例えばパッと見た

ときに、何て病気の人が多いのかなというふうな感じにも思うやろ。半分以上が要医療

となっていますので、これしかしゃあないのかなという気もしますねんけど、何か表見

た限りでは、ほとんどの人が何か病気持ちかなというふうな気もしますので、やむを得

ないのかなと思いますけども、パッと見たらそういう感じしましたので、これよろしく

お願いします。 

○里川委員長 委員の皆さんの方からございませんか。 

  西谷委員。 

○西谷委員 もう１点だけちょっとお尋ねしておきたいと思って、２０９ページのところ

で、古紙・繊維リサイクルの回収の中で、少子化で集団回収実施できない自治会に対し

て町が直接回収を行い再資源化を図ったということで、売上が１４万円、１２自治会と

いうことになっているんですが、それは町が直接されるのか、それとも回収業者に委託

してされたんですか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 このモニター回収事業につきましては、自治会、あるいは子ども会さ

んで資源物の集団回収できないという自治会に対しまして、町が直接収集を行っており

ます。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 その売上の金額というのは、この費用はそしたら町へ収入として雑収入とし

て入っているということですか。 

○里川委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 この売却の金額につきましては、町の方に歳入として入っております。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 あのね、実際に私自身は、集団回収について、集団回収やめよやなくて、助

成金やめたらいいというので私は主張しているんですが、ただ現実的に見て、もともと

の助成金という自身が、集団回収やっても、全く古紙とか雑誌が売れへんかったときの

施策として始まったものですから、実際に今はもう当然、市場に売れるわけですから、

あえて私はそういう集団回収の助成金いらへんの違うかなというのと。 

それと、現実的に、町長も子どものそういう教育のためとかという形で、こういう集
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団回収の制度というふうにおっしゃるんですが、現実問題として、町内の中であちこち

聞いたり、見たりしていますと、稲葉でもそうですけれども、集団回収とはいっても、

実際に何月何日の何時までにどこそこへ古紙とか、雑誌持って来てくださいと回覧が回

るだけですね。よそで聞いてもやっぱり同じような形でした。だから、実際に子どもが

多くてきちっとそういうことをされているところもあるんでしょうけれども、町民がや

っているようなところもあるし、例えば南服部みたいに自治会がやられていて、どない

されているのかなと見ていたら、全部、自分とこの玄関に出されていて、業者がざあっ

と回収に回っているという形なんですね。だから、それから見ていると、一つの集団回

収の意義とかというものよりは、私はもう廃止した方がええん違うかなと僕は率直に思

います。実際に補助金をやめよということで、集団回収をやめよということではないん

で、その辺は誤解のないようにしてほしいですけど。ただ私はこういうのを見ていると、

実際には住民がごみについての関心とか持ってもらうというのは、ある意味で、前にも

言いましたけど、王寺町みたいに、町内で自分とこで自由にされるところはいいんです

が、それ以外のところについては、別に町で回収やっていて、毎月皆さんの出されたご

みが、今月はこれぐらいたまりました、来月はこれぐらいたまりました、その基金でよ

その例を見ていますと、乳幼児の無料を９歳まであげたとか、何か目に見える形で住民

が何かしたことによって、それが広報なんかでその成果を広報で発表し、その皆さんが

集めたお金がこういう形で使われている、目に見えた形で使われる、そういう私は仕組

みをつくった方が、ごみについての関心とか、町行政に対する関心みたいなものは、逆

にふえるのではないかなというような素朴に思うんですが、その辺はどうでしょうか。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 いつもこういう問題が議論になってくるのは、今、古紙が高いから、そうい

う状況になっては、結局何もかも補助金出さんでもええやないかというような、当初は

その問題等については、古紙は値崩れしたんです。雑誌とかいうたら有償で逆に業者へ

渡したんですよ。だから今は中国でもペットボトルが売れるからペットボトルにいくと

したら、仮に今はいいですけれども、今、ペットボトル協会は、その業者は今度もう一

切とられないよと、だからそういうことでお宅が抜けるんだったら今度とれませんよと

いうこともやっぱり約束されとるわけですね。だからそういうことも十分議論をしてい

かなかったら、私は何も、回覧板で何曜日のとこに雑誌あるいは新聞紙を置いてくださ
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いということよりも、私はやっぱり子ども、あるいは婦人会ではそういう、自治会の皆

さん方がこうしてやっぱり焼却したらこれだけの分が大変なんですよと、そういうこと

については皆さん方はやっぱりごみを減らそうということが一つの目的としてやってい

るわけですから、何も値段が上がっているからそういうことは補助金はやらなくてもい

いということには私はあいならない。やっぱりこうして努力をいただくことについて、

できるたけやっぱり今、５円をやっている中で、やっぱりその中で運営をされているわ

けですから、やっぱりそういうことについて、ごみの問題についても、子ども会にエコ

クラブがあったり、そういうことで、どんどん子どもでも、ごみをできるだけ減らさな

いといけないと、あるいは川をきれいにせないかんというそういう意識って、親からそ

ういう子どもに対しての教育というのを、我々としても十分していかないといけない。

ただ回覧板一つであるいは業者がきたから、そしてもう業者が集めたから、そしてもう

それはよろしいと、私は集団回収そのものについては何も反対しませんよというんじゃ

なしに、やっぱりそういう延々と続いていく中で、私はいつまでもこういう古紙が高く

売れるという時代は必ずくるということは、当面やっぱり中国でも、あるいはもうオリ

ンピックが終わったら大変なことになるというようなことも言われているので、経済市

場というのは非常に激しいわけですから、そういうことも十分考えていかなかったら、

そのときに今度慌てて、その関係等についてはどこへ持っていくんだと、もう業者どん

どん、どんどん減ってきたと、減ってきたけれども、その業者が今度どないしとるいう

たら、高い金出さないきませんとかこうなってくるわけですから、やっぱりそこらをも

う少し十分に、こういうことはやった以上はそういうものを継続しながら、そういう子

供会、あるいは自治会、あるいはそういうものについて、できるだけ町に対する協力を

していくということをこれからも植えつけていかなかったらいけないなと思っています

し、私はそういう関係で補助金はゼロにせえとかいう問題の議論じゃないと私は思って

います。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 いや私はね、斑鳩町のまちづくりについて、住民が町のために、あるいは自

分たちが環境のためにすることについて、基本的にはボランティアでやられているとい

うことに、やったから金をもらうというのは、そういう習慣というのは、僕はやっぱり

余りよくないの違うかな。純粋にそういうことをすることが大事であるし、今、町長が
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古紙がまた下がった、下がったときに要は助成金はじめたときと同じような形でまた対

応されたらいいの違うかな。斑鳩町にふんだんにお金が余っているわけでもなく、やっ

ぱり実際に、多分キロ当たり４円にしたら、今、売れているのもそれぐらいの、それ以

上の値段で業者に売れているのかなということを考えますと、結局、町が出す助成金と

ほぼ同額のものが売れているという、そういうお金があるのやったら、私はほかの方へ

回した方がええんかなという形で、意見をいわしてもらった。ただこれは見解が違いま

すから、これは結構です。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方でございませんでしょうか。 

  大変申しわけないんですが、どうしても私聞きたいことがございますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  成果報告書の１８０ページに妊婦一般健康診査の実施というのがございます。これに

つきましては、事業主体と、それとその妊娠周期の間に何回という形でこの実施をして

いただいているのか、まずお尋ねしたいと思います。 

  植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 事業主体といいますか、これは実際に健診をしているところという

こと。事務主体は斑鳩町でございます。 

○里川委員長 お金出ているとことか、県事業なのか、町単事業なのか。 

  植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 これは町の事業、町で出す事業でございますけれども、費用の一部

が地方交付税算入されているということでございます。 

  それと、基本的に現在健診につきましては、町としては今無料健診につきましては１

回でございます。 

○里川委員長 今お尋ねしたのはなぜかと言うと、お察しがついておられると思いますが、

昨年大淀病院の不幸な事故があって、周産期医療について奈良県は力を入れていこうと

いうことでありましたが、先般、また妊婦の方が救急を呼ばれて１時間３０分収容先が

決まらないというようなこともあった中で、驚いたことに、その妊婦の方が、全くそこ

まで健診を受けておられなかったということに私も驚いております。当初、流産という

報道であったのが、後には死産となりました。流産と死産の意味は担当も御存じのよう

に月数が違うと思います。それぐらいの月数になっていながら、健診を受けておられな
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かったという事態について、私自身もすごく世間でいろいろ若い方たちとの労働条件の

問題とかいろいろなことが言われています。生活の格差だとか、いろいろなことを言わ

れている中で、子育て支援といって各市町村や、県や国も言いながら、妊婦さんが健診

も受けておられない状態で月数が進んでいてこういう事故が起こっているということに

ついて、とても深く考えるところとなってしまいました。このことでいろいろ調べてお

りますと、政令指定都市なんかでしたら、独自に健診の回数ふやしておられるとかそん

なことがありましたので、ちょっと事業主体とお金の出どこについて確認をした上で、

町の方につきましても、今後の今聞きましたら事業主体は町で、一部交付税算入をされ

ているという中にありまして、これ確か３５歳以上の受診者の方には２回かなと思うん

です。３５歳未満は１回で、３５歳以上になりますと２回の無料健診を受けられるよう

にされているんかなと思うんですけれども、ただ、健診って４週に１回と思っておりま

したら、その方の体の状況や、胎児の状況によっては、妊娠初期でも４週に１回ではな

くて、２週に１回きなさいと言われはって、１カ月に２回健診行かなあかんというよう

な状況も多々あります。若い世代の方にとっては、非常にその健診、御承知のように医

療行為ではございませんので、健診の費用というのは結構します。非常に大変な思いを

して健診をきちっと受けていただいているような状況があります。また、健診を受けて

いただかないと先日のような不幸な状態も招くということの中で、この妊婦の一般健康

診査につきまして、何とか３５歳未満１回ということですが、その方の状況によりまし

て、回数を交付税算入も見込めるのであればふやすという方向にはならないのかどうか

というところ、先日の事件なども受けまして、担当の方もいろいろなことをお考えいた

だいているとは思うんですが、町としての考え方お聞きしておきたいというふうに思い

ます。 

  小城町長。 

○小城町長 この現状を踏まえる中では、もう今、県が積極的に毎日ほど会議開いてやっ

ていただいています。先立っても荒井知事とお会いしたら、荒井知事、男というのはな

かなかそういうことはわからなかったけれども、結果的に今おっしゃったように６カ月

までは流産と、７カ月、６カ月以上たってまいりますと死産ということがはじめて私も

わかりましたということ知事申されてました。ということがやっぱりわかってくると、

そういうことについて県としても、昨年の大淀の問題、あるいは今回の問題は今おっし
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ゃったように、患者さんが一定かかりつけの医者がないということで今大きな問題があ

ったということですけれども、しかし救急車が１０何カ所もたらい回しということで事

故が起こった、その事故によって流産したん違うかというようなことも報道された、報

道が早かったかどうかわかりませんけれども、医大としては、先生は私はオペしていた

けれども、少し待っていただいたら、そういうことを申し上げたけれども、連絡の行き

違いとかどうか知らんけども、医大は無理だということで断られたということになって

いますけれども、いろいろとそごがあったと思います。やっぱりそういう点について、

県も十分これ検討されて、町で１回、あるいは３５歳２回やっている無料健診について

も今後はそういう点については、そういう方が今現実におられたわけですから、そうい

うことも踏まえて、早急にそういう対策が講じられるのではないか、また町としてもそ

ういうことも十分検討しながら、来年どうしていくか、そういうことについて検討を加

えていくことが大事やと思います。 

○里川委員長 真の子育て支援に向けまして、斑鳩町にも努力をしていただきたいという

ことをお願いをしておきたいと思います。 

それともう１点、ちょっと気になる点がございますので、質問をさせていただきたい

と思います。 

成果報告書の１７４ページの方に、高齢者インフルエンザ予防接種の実施ということ

であげていただいております。実はこのインフルエンザにつきましても、以前から単価

の問題について、いろいろ私も申し上げてきた経過がございます。少し、単価が高いの

ではないか、もうちょっと何とかならないのかというようなことで、多くの方に受けて

いただくこと、そして町の負担も少しでも軽くなるようにということで、単価の問題に

ついてはふれてきた経過もございますが、単価の考え方について、この１８年度を終わ

られる時点でも、もう既に後期高齢者医療の関係も出てきておりましたので、後期高齢

者７５歳以上の方を全県での広域連合としての医療をしていくという中で、現在、斑鳩

町このインフルエンザの単価につきましては、７町の医師会で単価を決めておられると

いうようなことなんですが、このあたりについて、今後の見通しも含めまして、１８年

度決算終わられた中で、インフルエンザの単価についてどのように内部で議論をされて

きているのか。また、その動向について、お聞かせをいただきたいなというふうに思っ

ております。 
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小城町長。 

○小城町長 その関係は、７町の広域医師会と広域圏の今、会長している秋田町長とまた

副会長の杉田町長との間で、いろいろと話されるのですけれど。実態等を把握をして医

師会等に御要望しとる、これまたいろいろと７カ町で５，０２０円ということで契約を

しております。中には一般でいきゃ３年間もつというとこもあるわけですね。医師会と

の合議でございますから、７カ町としてどうあるべきかという問題。それと一番問題は、

今、各町においても三郷町は１，０００円の負担をとっているとか、あるいはそういう

ところもございました。私どもは無料でやっていますけれども、そこらのことも十分考

える中で、ことし、また医師会との協議で三郷の会長あるいは上牧町の副会長がどうい

う対応をしていただくのか、５，０２０円になるのか、あるいは安くなるのか、そうい

うことは十分承知をされていますから、やっぱり医師会の出方次第であります。我々と

しては、やっぱり医師会というのは共存共栄というのか、小学校あるいは校医ですから、

なかなかそう簡単にむげに、そしたら校医やめますよといわれたらこれまでですから、

我々、地域も眼科なかったら眼科の先生もやっぱりそういう方を生駒から呼んでいただ

くとか、いろいろなこともしてますから、そういう背景の中で進んでいますから、でき

るだけ安いことには越したことないですよ。そういう医師会との協議でございますから、

その点について努力はしますものの、現状５，０２０円になっていくのかどうかわかり

ませんけれども、そういう点は十分、会長、副会長が含んで話をされると思っています。 

○里川委員長 ただいま町長から御答弁いただきましたように、斑鳩町では相当な努力を

する中で個人負担をいただかない形でお年寄りの健康、そして予防ということに力を入

れてやっていただいていることについては評価をさせていただきますが、ただやはり斑

鳩町も財政も厳しいおりですし、そしてまた７５歳以上の広域連合での医療制度という

ことになってきたときに、このあたりの関連、整合どうなっていくのかということは非

常に私自身も関心かあるところでございます。また、今後も十分に県下の医療機関、そ

してまた、広域７町での医療機関どんなふうにこの辺を調整をとっていっていただける

のかわかりませんが、斑鳩町のお年寄りのための努力を重ねてやっていただけるようお

願いをしておきたいと思います。 

  ほかに委員さんの方でございませんでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○里川委員長 以上をもちまして、第４款衛生費についての審査を終わります。 

  １０時３０分まで休憩といたします。 

（午前 １０時１６分 休憩） 

（午前 １０時３０分 再開） 

○里川委員長 時間がまいりましたので、再開させていただきます。 

  続きまして、第５款農林水産業費について説明を求めます。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 それでは、第５款農林水産業費について説明をさせていただきます。

主要な施策の成果報告書の２１６ページから２２７ページでございます。座って説明さ

せていただきます。 

  農林水産業費全体といたしましては、決算書１３２ページに記載のありますように、

予算現額１億２，６４３万３，０００円、決算額１億２，０５５万５，０３９円で執行

率は９５．４％であります。 

  まず、２１６ページ、第１項農業費、第１目農業委員会費でありますが、予算現額７

９０万８，０００円に対しまして、決算額７４８万４，３３０円で執行率９４．６％と

なっています。毎月委員会を開催をし、通常の農地転用及び農地利用にかかる案件を審

議し処理を行ってまいりました。 

  次に、農業委員会が重要課題として位置づけて取り組んでおります遊休農地解消対策

でありますが、農業委員会における農政特別委員会において現地調査及び所有者への意

向調査を行い、その結果の取りまとめて行ったところであります。今後において、その

調査結果をもとに解消対策について具体的な方策の検討を進めていくことといたしてお

ります。また、遊休農地解消対策についての先進地であります高知県江南市の農地パト

ロールと、所有者の意向把握で遊休農地対策ということ、そして香川県高松市のそばに

よる地産地消で耕作放棄地の荒廃防止を目指すということの取り組みについて、先進事

例の視察研修を行い、今後の農業委員会が取り組んでいく遊休農地解消対策の参考とい

たしております。なお、県等の主催による研修を受けるなど、委員としての資質向上に

も努めていただいたところでございます。 

  次に、２１７ページ、第２目農業総務費でありますが、予算現額４，１２３万６，０

００円に対しまして、決算額４，０９４万４，１５９円で執行率は９９．３％でありま
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す。主に農林関係に従事する職員の人件費等でございます。 

  次に、２１８ページをお願いいたします。第３目農業振興費でありますが、予算現額

３７８万３，０００円に対しまして、決算額３４２万６，６１３円で、執行率９０．

６％であります。斑鳩町の農業を取り巻く環境は、農家の高齢化、後継者不足、不在地

主の増加に伴う農地の遊休化など、依然として厳しい状況が続いています。また、この

ような状況下でも、農家が自主的に直販所の開設などにより、農業の活性化を図ってい

こうという兆しも見えています。斑鳩町としても、農業が活性化することにより、環境

の保全を考えるうえでも、ますます重要な施策になると考えているところであります。

今後とも農業の活性化を図る施策を展開してまいる所存でございます。このような状況

の中、斑鳩町内で活動している農業関係団体への支援や、集落営農への助言、指導を引

き続き行ってまいります。 

また、農業をはじめとする町内産業の従事者と住民との交流の場を提供することによ

り、町内産業への理解と認識を深めていただくため、斑鳩町産業フェスティバルを１１

月２５日から２日間実施したところであります。 

次に、２１９ページから２２０ページ、第４目土地改良事業費でありますが、予算現

額６，４４４万３，０００円に対しまして決算額６，１１２万９，７６４円で、執行率

９４．９％であります。農業を行ううえでの土地基盤の整備として、高安、幸前、三井

地区の農道及び水路整備を実施しました。また、守谷池の整備事業は土地改良施設維持

管理適正化事業として、３カ年事業の３年目の改修工事を実施いたしました。さらに土

地改良事業の支援といたしまして、農業経営の合理化と、農業振興を促進するため水路

改修や、水門の整備など、水利組合等が行う５件の土地改良事業に対し助成したもので

あります。 

  次に、２２１ページから２２２ページでございます。第５目生産調整推進対策費であ

りますが、予算現額５３７万５，０００円に対しまして決算額４２３万５，０２１円で、

執行率７８．１％であります。生産調整の円滑な推進を図るため、国の助成の対象とな

る生産調整実施水田の４９．１５ヘクタールに対し、１０アール当たり６，０００円の

助成を行いました。 

また、転作田団地化の促進といたしまして、生産調整の円滑な推進と、転作営農の安

定化を推進するため、助成要件を満たした生産調整実施水田の１３．６３ヘクタールに
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対し、１０アール当たり３，０００円の助成も行っております。なお、転作実施状況に

つきましては、農家の皆様の御理解と御協力によりまして、生産調整目標も達成ができ

ております。また、生産調整推進対策も国の改革により変化しつつありますが、米の受

給均衡化の対策としては重要な施策であります。町としても県、農協、農業者等の関係

者と協議を行いながら進めてまいりたいと考えております。 

次に、２２３ページ、第６目有害鳥獣駆除対策事業費でありますが、予算現額３０万

円に対しまして決算額３０万円で執行率１００％であります。農作物への被害をもたら

す有害鳥獣を駆除するために地元猟友会に委託し、ドバト等１８９羽を駆除しておりま

す。駆除実施に際しましては、猟友会と安全対策には十分な協議を行い実施いたしてお

ります。 

次に、２２４ページ、第７目地域農政推進対策事業費でありますが、予算現額５８万

７，０００円に対しまして、決算額３６万７，２９６円で執行率６２．６％であります。

斑鳩町における望ましい営農の実現を図るため、奈良県農協の協力のもと、合同での研

修を各地区の農家組合長と関係者の参加を得て実施したところでございます。また、都

市住民と農業のふれあいの機会づくりといたしまして農地を活用したレクリェーション

農園の開設を引き続き行ったものであります。 

次に２２５ページ、第８目遊休農地解消総合対策事業費でありますが、予算現額８５

万５，０００円に対しまして、決算額８５万１，０４８円で執行率９９．５％です。遊

休農地の解消を図るため、平成１８年度から国の支援を受け実施いたしました新規事業

でございます。農業委員会の全面的な協力を得て、遊休農地の現地調査、耕作放棄地意

向調査、遊休農地を活用して実証展示ほのそばと菜の花栽培などを実施しております。 

次に、２２６ページ、第２項林業費、第１目林業振興費でありますが、予算現額１４

３万円に対しまして決算額１３０万５，９８０円で執行率９１．３％であります。景観

保全及び災害防止など、すぐれた機能を持つ森林を被害から守るために実施いたしてお

ります。松くい虫防除事業が主なものでございます。被害の状況を把握しながら、被害

木の伐倒駆除を引き続き実施いたしております。 

次に、２２７ページ、第２目里山林機能回復整備事業費で予算現額５１万６，０００

円に対しまして、決算額５１万８２８円で、執行率９９％であります。森林環境税を使

った事業として、平成１８年度から実施している新規事業となっております。里山林の
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機能回復を図るため、山林所有者の協力を得て、町内のボランティア団体により実用木

の除去や、下草刈りの整備を進めております。 

以上が第５款農林水産業費の概要でございます。よろしくお願いをいたします。 

○里川委員長 説明が終わりましたので、第５款農林水産業費について、委員の皆さんか

らの質疑をお受けいたします。 

  西谷委員。 

○西谷委員 まず２１６ページの農業委員会の運営の中で、７２５万７，５３０円とある

んですが、この中で、農業委員会の先進地の調査研究の費用というのは、この中でどれ

ぐらい使われているんですかということと。 

それと２１７ページのいきいきファームの充実ということで８００万円の事業が行わ

れているんですが、これは具体的にどういう事業の内容なのと、その内訳ですね。 

（「８，０００円」と呼ぶ者あり） 

  それはけっこうです。 

  それと２２５ページの遊休農地再生活動のそばと菜の花ということで、実際つくって

その後どうされたのかという。それと、今後、この事業について、どのように今後展開

されるのか、その辺のところをちょっと聞かせてください。 

○里川委員長 佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 まず、１番目の農業委員会の研修にかかる費用でございますが、２

１６ページのとこに４１万６，０４０円というのがございますが、このうちの農業委員

会の参加１５名と、それから事務局３名の旅費の費用、それとバスの使用料及び賃借料、

バス借上げ料が１３万１，２５０円と、通行料等で５万８，０００円でございます。 

  それから、そばと菜の花の栽培でございますが、そばにつきましては、イツボ川の東

側の農地で遊休農地を利用して去年栽培していただきまして、産業フェスティバルの中

でそばチップ等として販売するなど、またそば道場ということで手打ちのそばを実証し

ていただいて、そのそばの住民の方にも少しでも取り組んでいただけるような試みをさ

れております。それと、菜の花につきましては、ことしに種を収穫いたしまして、今、

採油を業者委託しておりまして、今度また産業フェスティバル等で販売とか、展示とか

させていただく予定でおります。 

○里川委員長 ほかに委員の方からの御質疑はございませんでしょうか。 
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  伴委員。 

○伴委員 ２２７ページの里山機能の回復、１８年度から行われたと今説明お聞きしたん

ですが、これ実質、ボランティア団体での事業の内容をもう少し詳しくご説明いただけ

ませんでしょうか。どれぐらい今回これやられて、効果が見られたのかも含めてちょっ

とお願いします。 

○里川委員長 佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 里山林の機能回復でございますが、県によりまして山林を守るとい

うことで、森林環境税を１８年度からされております。それを利用して、その補助金を

もって、斑鳩町としては毛無池から松尾山へ行く山林といいますか、その両サイド２．

５メートルずつ、幅５メートルですね、両サイド合わせて、それの雑木林とか、下草刈

りをしていただいて日が当たるようにして明るくする、木の育ちもよくするという事業

を取り組んでいただいたところでございます。 

○里川委員長 伴委員。 

○伴委員 今事業内容を聞かせていただきまして、非常に山が荒れているというのはもう

日本全国各地で非常に言われている問題ですので、これは今後とも継続してやっていか

れるということなんですね。 

○里川委員長 佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 この事業につきましては、まだ５年間の事業でありますので、それ

で今、今回は２００メートルやりまして、次４００メートルずつをやっていくというこ

とで、毛無から松尾山へ行く道、その道から白石畑の方へ抜ける道をそういう感じで両

サイド２．５メートルずつ計５メートルの間伐とか、下草刈りをする予定で計画してお

ります。 

○里川委員長 ほかに委員の方からの御質疑ございませんでしょうか。 

  ないようでしたら、１点私からちょっとお尋ねさせていただきたいんですが、生産調

整ということで、これまで名前がかわっていますけど、昔は減反というような言い方を

してきたと思うんですが、生産調整やる中で、私も農業委員会の方行かせていただいて

遊休農地の調査をして、相当遊休農地、斑鳩町でもふえているのに、現状ある田んぼで

まだ調整をしなければならないのかということの中では、遊休農地と、それから生産調

整しなければならない田んぼの面積との関係の中では、今どのように動いてきているの
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かなと、昔でいう減反、昔やったら相当せなあかんかったんかな、今、遊休農地これだ

けふえてきたら減反する面積は随分減ってきているのかなとか、そういうこともいろい

ろ考えながら調査をさせていただいたところなんですが、その辺の動きについては、担

当課の方どのようにお考えになられていますか。 

  佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 今、御指摘の生産調整でございますが、まだまだ国全体として米の

受給調整が必要な状況がありまして、遊休農地につきましては、そういう今、斑鳩町の

農業の実態が都市化が進んでおりまして、担い手不足等という状況で耕作されないとい

うような状況で、遊休農地がふえているという状況であります。そうした中で、減反面

積につきましては、それも今までから含まれた中での実績となっておりますので、それ

も含めて、今まで減反のカウントをしていたということでございます。 

○里川委員長 そしたら、実質的な減反をしなければならない面積というのは、実質的に

は以前よりは少なくなってきているのかなというふうに感じるんですけれども、それと

地産地消の問題でいえば、小・中学校の給食にも米飯給食取り入れていますが、この米

飯給食の中では、斑鳩町のお米というのは、どういうふうになっているのでしょうか。 

  佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 地産地消につきましては、今のところ米まではやっていただいてな

い状況だと思います。ただし野菜等につきましては、地元の野菜を全部地元に利用して

いただくということで、農家の方と連絡をとり合って実施している状況でございます。 

○里川委員長 生産調整までしながら、つくれるところをつくらずに、でも学校の米飯給

食に地元のお米を使えないというような、何か非常に残念な状況にあるのかなというふ

うに考えます。今後の農政におかれましても、さらなる地産地消、そしてまた地元の、

農家さんにもいろいろ農家の体験とかいうことで小学生の方たちもいろいろ利用させて

いただいたり、体験させていただいたり、見学させていただいたりとか、出前で学校へ

来ていただいたりとか、いろいろな交流をしていただいているとは思いますが、今後も

やっぱり地産地消に向けて、米というのは一番の農作物の中での主食になるとても重要

な部分ですので、またさらにできる限り御利用いただけるような方向を見出していって

いただけたらというふうに思います。 

  佃田観光産業課長。 
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○佃田観光産業課長 米のつくりにつきましては、一部学校でも農家の方に指導を受けら

れて、実際にやっておられるところもありますので、今後ともそういう野菜だけではな

しに、米も利用していただくように調整は検討してまいりたいと考えております。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方で。 

  吉野委員。 

○吉野委員 大分前に、確か村中議員さんがおられたころに、今の地産地消で斑鳩町でで

きた米を斑鳩町の学校に使えないかと、こういうお話ししたところが、地元の農家の方

が、こんな悪水でつくった米はうちの孫に食わせられないと言ったと。こういう悪水と

かいう状況は、今どのようになっているのでしょうか。 

  それからもう一つ、うちの近く、住民さん方が畑があったらつくりたいという人が結

構たくさんおりまして、サラリーマンさんとか、サラリーマンやめた人とかが、１回畑

やりたいなというような結構おるんですよ。そういう人たちの需要というんですか、そ

れを満たすような遊休農地があればですね、町の方で斡せんするような方法はないのか

なということと。 

  もう一つ、竹林の小道というのが北庄の方にありまして、そこは私どももボランティ

アでウォーキングなんかで一緒に歩くんですけれども、東側の方から小道に入っていく

ところに、大きな小屋がボコボコとできておりまして、これがどうもちょっと景観よく

ないなという話も出ているので、これは農業委員会とかそういうとこに関係があるので

しょうか。以上３点。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 米飯給食の関係で、地元の米を使ったらと、ただまあ今の吉野委員の発言の

中で、悪水というのは、これは農業者等がこういう発言というのは謹んでいただかなか

ったら。せっかく斑鳩町で農業をしておられる方、そういう方々が、やっぱり悪水がや

っぱり家庭雑排水が出てくるわけですから、それを管理をいたしますから、法隆寺東部

土地改良区、あるいはまた改良区等が、そういう人たちは努力をされているんですから、

そういうことについて、ああいう悪水の米を町の給食に使ってはどうかという問題より

も、みんながそういうふうに食べられるという、おいしい米を斑鳩がつくっていくんだ

という米のＰＲをしていくことに今の発言ですけれども、そういうことに改めていただ

いた方が、私は斑鳩町からこうして皆さん方が、小学生にお米を、農家から出てきた米
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を食べてもらっているという誇りと自信を与えることが大事やなと思っております。そ

ういう点については、以前からもそういう話ですから、学校給食会において、そういう

点については米飯給食の中で、今、東洋ベーカリーさんが入れていますけれども、その

米については、斑鳩町の米を使っているというか、一応今、県産の米を東洋ベーカリー

に配布をしてやっているということですから、そこらは一遍また教育委員会として検討

を加えていただいて、なるのかならへんのかこれはまた県で一括購入ですから、そこら

はやっぱり改善をするということにもなってくるわけですけれども、そういう点にひと

つよろしくお願いします。 

○里川委員長 引き続きまして、畑があったらつくりたいというような方の問題について。 

  佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 一般住民の方で、また畑をつくりたいということでございますが、

いきいきファームとして、稲葉地区と、今現在、阿波地区で１００区画やっております

が、今現在では満杯の状況で、まだ町といたしましても、ふやす計画ではおりますので、

今、適地を探しているところでございますので、また適地が見つかりましたら、また区

画をふやしていきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○里川委員長 三つ目については。 

  藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 おっしゃいました北庄の小屋ということですけれども、現在、その

小屋ちょっと私ども確認をできておりません。土地がどういう土地であって、用途がど

うであるかということを踏まえて判断をする必要があると思っておりますので、現地の

方を確認をしたいと思っております。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 先ほど、町長からお話がありました悪水の件なんですけど、以前はそういう

状況であったけれども、今はどうなのかと聞いたことであって、私が斑鳩町の悪いこと

をいっているわけじゃなくて、そういうことでございますのでひとつよろしくお願いし

ます。 

○里川委員長 それでよろしいですか。 

  ただいま吉野委員の御質問の中の畑があったらつくりたいという問題につきまして、

これから団塊の世代の方たちが、現役を退かれる中においては、そういった方々の要望
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もふえてくるのではないかというふうに私自身も感じておりました。いきいきファーム

がいっぱいの状態である中で、適地というのをどのようにお考えいただいているのかわ

かりませんが、地域的なバランスなども十分お考えをいただきまして、適地を見つけて

供給できるように御努力をお願いしたいとお願いしておきます。 

  ほかに委員さんの方で、よろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 それでは、これをもって第５款農林水産業費についての審査を終わります。 

  続きまして、第６款商工費について説明を求めます。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 それでは、商工費について御説明申し上げます。主要な施策の成果

報告書の２２８ページから２３７ページでございます。座って説明させていただきます。 

  商工費全体といたしましては決算書１３８ページに記載されておりますように、予算

現額１億６０３万４，０００円、決算額９，９３２万４，６９１円で執行率９３．７％

であります。まず、 

２２８ページ、第１項商工費、第１目商工総務費でありますが、予算現額３，３９２

万９，０００円に対しまして、決算額３，３５７万９，２５４円で、執行率９９％であ

ります。社会参加の促進、支援を目的に高齢者の方の豊かな知識と経験、技能を生かし

た就業機会を提供いたしております、斑鳩町シルバー人材センターの運営や活動に対す

る助成及び商工事業や、観光事業の推進に要した人件費等でございます。 

次に、２２９ページ、第２目商工業振興費でありますが、予算現額１，５３２万８，

０００円に対しまして、決算額１，５２９万５，２２１円で、執行率９９．８％であり

ます。我が国の経済の先行きについては、緩やかに景気回復は続くと見込まれています

が、斑鳩町においては、小規模事業者が中心であることから、依然として厳しい経営環

境が続いているものと思われます。また、商業を見ましても、大規模店舗や、郊外店の

進出により、地元商店街が寂れるなど厳しい状況が依然として続いております。このよ

うな状況の中、斑鳩町の商工業者に対しての支援を行っている商工会の活動に対し、引

き続き補助を行うとともに、町内商工業者の経営の安定を図るための融資に対しての債

務保証料の助成を行ったものでございます。 

次に、２３０ページから２３１ページ、第３目観光費でありますが、予算現額１，２
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０６万１，０００円に対しまして、決算額８５８万９，３６９円で、執行率７１．２％

であります。世界遺産に登録されている法隆寺を観光資源とした観光であります。斑鳩

町の観光も観光客のニーズの変化により、修学旅行を中心に減少傾向になりました厳し

い状況となっている中ＪＲ東海の「うまし うるわし」がキャンペーンの効果もあって、

本年度は観光客の増加をみたところでございます。このように目まぐるしく変わる観光

客の動向を、このための調査に協力するとともに、インターネットによる観光情報の発

信など、多種多様な宣伝誘致事業を展開しております。３月よりＪＲ法隆寺駅の案内所

においても案内業務を行っている観光協会への支援をしてまいりました。また、外国人

観光客の誘致を図るべく、木造の世界遺産の所在する市町村による木造の世界遺産市町

村連絡協議会により、ビジット・ジャパン・キャンペーンの一環として、国とともに積

極的な誘致活動を行い、外国人観光客の増加に取り組んでまいりました。 

次に、２３２ページ、第４目観光会館費でありますが、予算現額３９万円に対しまし

て、決算額３２万５，４０７円で執行率８３．４％であります。観光会館の維持管理費

であります。現在では主に地域住民の交流の場として活用されている状況でございます。

これらの方々が安全で快適に利用していただけますよう維持管理に努めているところで

ございます。 

次に、２３３ページ、第５目消費者対策費でありますが、予算現額４９万２，０００

円に対しまして、決算額４６万６，５４８円で、執行率は９４．８％であります。消費

者保護対策の充実といたしまして、消費者相談窓口を毎週木曜日に開設し、住民の方々

からの相談への対応に努めます。相談件数は６６件でございます。昨年度比４件の減と

なっていますが、相談内容は複雑多様化し、悪質業者の手口も巧妙になり、国民生活セ

ンターの法律の専門家に協力を得る中、相談体制の充実に努めております。 

また、生活設計学習会の開催でありますが、本年度も金融商品の利用方法や、安心な

暮らしのための生活設計、知っておきたい暮らしの税等、生活の合理化に資する知識を

取得することを目的に学習会を開催をいたしました。 

次に、２３４ページから２３５ページにかけてでございます。第６目歴史街道ネット

ワーク事業費でございますが、予算現額８６０万７，０００円に対しまして、決算額８

１３万２，４８８円で、執行率９４．５％であります。１３回目となる太子ロマン斑鳩

の里観月祭を９月２２日に奈良金剛会の協力を得まして、聖徳太子縁の斑鳩の里を発祥
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の地とする能楽金剛流による講演を行いました。 

また、毎年開催される伝統的行事であります秋祭りの太鼓台を中心としたイベント斑

鳩の里ふるさと秋祭りを引き続き、住民の主導による実行委員会の企画により実施をい

たしました。多くの住民の方々の参加を得て、盛大に開催をすることができました。ま

た、斑鳩の里を訪れる観光客をＪＲ法隆寺駅から法隆寺まで安全に誘導するための案内

サインの整備も行いました。 

次に、２３６ページ、第７目法隆寺ｉセンター管理費でありますが、予算現額２，０

９３万３，０００円に対しまして、決算額１，９３３万９，７３８円で、執行率９２．

４％であります。本年度より法隆寺ｉセンターに指定管理者制度を導入いたしました。

指定管理者には案内業務が主な業務となることから、町内をはじめ、広域的な案内業務

をこなす職員を有し、実績もある斑鳩町観光協会を指定をいたしました。管理運営に努

めているところであります。法隆寺ｉセンターは歴史街道構想の拠点施設として位置づ

けられており、斑鳩町及び周辺地域の観光情報の提供、案内を観光協会を中心に観光ボ

ランティアの方々の協力を得て行っていただいています。観光客の皆さんには、大変御

好評をいただいており、来館者並びに利用状況につきましては、記載のとおりでござい

ます。 

次に、２３７ページであります。第８目観光自動車駐車場運営費でありますが、予算

現額１，４２９万４，０００円に対しまして決算額１，３５９万６，６６６円で執行率

９５．１％であります。観光自動車駐車場においても、指定管理者制度を導入し、斑鳩

町観光協会を指定管理者として管理運営をお願いしています。指定管理者であります観

光協会においては、観光シーズン等の駐車予想台数を的確に把握するなかで、職員の配

置などを調整し運営に努めてまいります。また、観光自動車駐車場内のトイレにつきま

しても、バリアフリー化や、外国人観光客にもゆったりと利用していただけるよう改修

を行ってところでございます。 

以上が、第６款商工費の説明でございます。よろしくお願いをいたします。 

○里川委員長 説明が終わりましたので、第６款商工費について、委員皆さんより質疑を

お受けしてまいりたいと思います。 

  西谷委員。 

○西谷委員 ２３６ページの法隆寺ｉセンターの委託料が平成１７年から１８年にかけて
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４２８万８，１０１円ですか、４００万円ほど上がっているんですが、これは何か理由

あるんですか。 

○里川委員長 佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 １８年度から指定管理者制度を導入いたしましたことによりまして、

今まで１７年度までは、観光協会さんの方へ委託料として払っていた分につきまして、

それの上乗せとしまして、エレベーターの点検委託料とか、浄化槽の設備の、そういっ

た整備の委託料がふえてきておりますので、それも一括で指定管理者の委託料の中へ入

っているということで増額になっております。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 ということは今まではそういう費用というのは、町から出していた分を全部

指定管理者にするから、込みで委託したということですか。 

○里川委員長 佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 そういうことでございます。ただ、光熱水費と修繕費につきまして

は、最終をもって精算するということになっております。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方で。 

  伴委員。 

○伴委員 ２３３ページお願いします。消費者相談の実施の件なんですが、今御説明をお

聞きすると、週１回木曜日行われているということなんですが、実際のところ一般的に

消費者問題で大きく取り上げた、クーリングオフいうのは８日間の期間しかないという

ようなことから考えれば、週１回というのは非常に難しい、実質消費者相談に来られた

方が、もう手おくれになっているような事案があるのではないかなとこう思うんですが、

そのあたりのことはどのようになっているのでしょうか。 

○里川委員長 清水住民課長。 

○清水住民課長 週１回の相談でございますけれども、斑鳩町では週１回ございますけれ

ども、奈良県の方で、奈良と高田に消費生活相談の窓口がございますので朝の９時から

１２時までと、１時から４時の間にございますので、電話でも相談できますし、行って

もできますので、それでこちらの木曜日以外でしたら、それを紹介させてもらっており

ます。あと、それを行ってもらって相談、もしもだめでしたらまた木曜日に来ていただ

くことになりますので、クーリングオフとか日が決まっておりますので、あとは県の方
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で対応できるようには紹介させていただいています。以上です。 

○里川委員長 伴委員。 

○伴委員 今、御説明お聞きしたんですが、みぢかな窓口と考える場合、町のこの相談窓

口というのは非常に皆さん有効に考えておられると思うんです。そのあたりからもこれ、

週２回とか、結局１日やるのでなく、回数、週のあたり回数をふやしていただきたいと

いうことをちょっと御要望させていただきます。以上です。 

○里川委員長 ほかに委員の皆さんの方から何かございませんでしょうか。 

  申しわけないんですが、私１点だけお尋ねをしておきたいことがございます。実は、

各都道府県の労働局の方で、再就職などを支援するセミナーとかやられる中でですね、

就職の面接の際に、給料や、休日などの質問をひかえるようというような指導する内容

のテキストを採用しているということが言われておりまして、これが２００５年度から

始まった再就職支援セミナーで使用されている経過があるというようなことがございま

した。そして、私たちは、若者につきましても、一たん就職したけれども、なかなか自

分あわないと、違うことがしたいということで再就職、そしてまたリストラにあわれた

方たちの再就職とか、そういう多方面から就職に関しても町としては意識を持ってほし

いということで、若者に関しましても、ジョブカフェのこととか、これまでいろいろ提

案、広報の提案などもしてまいりました。この面接必勝の秘訣などといわれるようなセ

ミナーでのテキストの存在について、奈良県はどうなっているでしょうか。これは労働

局、都道府県の各労働局で行われていたものであるということなので、これに関しまし

て、私も奈良県ではどうだったのかということについて非常に気になりますし、担当と

してもこういうことについて、やっぱりきちっと認識を持っていただいておきたいとい

うこともございまして、あえてお尋ねをしておきたいというふうに思います。 

  佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 労働局でそういう給料や、休日を面接のときに聞くなという行動に

つきましてはお聞きはしておりますけれども、奈良県の状況につきましては、そこまで

ちょっと今、はっきりしておりませんので、また後日ちょっと確認させていただいて御

報告させていただきたいと思います。 

○里川委員長 働く人たちにとって、休日がどうなっているのか、給料がどうなっている

のかというのは大変大きな問題です。その質問をひかえよと、その質問はするなという
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ようなテキストを労働局がつくっているとしたら大きな問題だというふうに私自身も考

えましたので、これについてはやはり奈良県の労働局の問題について、斑鳩町は県のし

ていることやから知らんということではなく、町としてもこの辺の動向についてはきち

っとつかんでおいていただきたいということをお願いしておきたいと思います。 

そして、いけないことであれば県に対しても、こんなんしたらあかんの違うかという

ことは市町村からも当然声をあげていっていただきたいということをお願いしておきま

す。 

ほかに委員の皆さんの方からございませんでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 それでは、これをもって第６款商工費についての審査を終わらせていただ

きます。 

  次に、第７款土木費について説明を求めます。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 それでは土木費について御説明を申し上げます。 

主要な施策の成果報告書の２３８ページから２５８ページでございます。座って説明

をさせていただきます。 

土木費全体といたしましては、決算書１４２ページに記載のように予算現額２７億８

３２万８，０００円、決算額２３億７，１６９万２，２０６円で、執行率８７．６％で

あります。次年度へ１億９，８７７万２，０００円を繰り越しをいたしております。内

訳といたしましては、道路新設改良費１，８００万円、都市計画総務費の法隆寺線整備

事業費及びいかるがパークウェイ関連整備事業費で１億８２０万８，０００円、ＪＲ法

隆寺駅周辺整備事業費７，２５６万４，０００円でございます。 

まず２３８ページ、第１項土木管理費、第１目土木総務費でありますが、予算現額９，

１８９万円、決算額９，０３４万５，８８０円で執行率９８．３％であります。主に人

件費関係でありますが、そのほかには使用料及び賃借料で土木工事にかかる設計及び積

算を迅速に行うためのパソコン活用の経費や、道路や河川などの整備促進などを促すた

めに設けられている各種協議会等への負担金であります。 

  次に、２３９ページから２４１ページでございます。第２項道路橋梁費、第１目道路

維持費であります。予算現額６，３５５万９，０００円、決算額６，１７０万６，７３



－ 42 － 

０円で、執行率９７．１％であります。安全で快適に道路を利用していただけるよう維

持管理に努めており、それに要する経費であります。定期的に巡回を行う中で確認した

ものや、住民からの連絡によるものなどで、把握できた舗装の路面が悪い箇所における

舗装、補修工事や、道路排水施設などの道路構造物の補修にかかる工事請負費、また路

肩の草刈や、道路敷地の権利整備に伴う委託料などであります。未登記道路敷地の整理

につきましては、既に地域の生活道路になっている道路の底地整理ができたものや、土

地利用等の機会をとらえ、地権者と協議し理解を得たものの８８筆の所有権移転を行っ

たところであります。今後も引き続き、道路の適正管理に努めるため整備に努めてまい

りたいと考えています。 

  次に、２４２ページから２４５ページでございます。第２目道路新設改良費でありま

すが、予算現額２億９，６５８万５，０００円、決算額１億７，４６０万４，７６３円

で執行率５８．９％であります。岡本の林間道路、町道１５２号線等の用地協力が難航

いたしておりまして、予算の執行率が低くなっております。なお、用地整備が難航して

おりました町道２０５号線改良事業について、昨年度末までに用地協力が得られたこと

から、この整備にかかる経費１，８００万円を翌年度へ繰り越しをいたしております。

円滑な利用ができるように町内道路をネットワーク化を進めるために、道路整備５カ年

計画や、主要幹線であります６メートル計画道路等の改良工事等でございます。内容と

いたしましては、５カ年計画道路として３路線で改良延長４００メートル、舗装面積２，

３６１平方メートル、用地買収面積９４９．０２平方メートルであります。６メートル

計画道路としては２路線で改良延長５９メートル、歩道面積２８５平方メートル、用地

買収面積８９．５３平方メートルでございます。 

  なお、その他道路として５路線で改良１０１メートル、舗装面積１，１２６平方メー

トル、用地買収面積３０７．８３平方メートルでございます。 

  続きまして、２４６から２４７ページでございます。第３項河川費、第１目河川総務

費なんですが、予算現額６３３万６，０００円、決算額５８５万６，５２０円で、執行

率９２．４％であります。毎年春に実施していただいております地元における水路清掃

に伴う土砂の処理を行ったものでありまして、４６地区において実施していただき、処

理土砂量が１１４．１トンでございます。また、住環境の改善を図るため受益者が自発

的に施行された水路改修工事１地区及び水路浚せつ工事地区に対し、その経費の一部を
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支援したものが主なものでございます。 

  続きまして、２４８ページでございます。第２目河川改良費でありますが、予算現額

３，７６４万３，０００円、決算額２，９５９万９，５００円で、執行率７８．６％で

あります。内水排除として排水機能を高めるために必要改修工事５カ所を行い、環境整

備に努めたところでございますが、今後も引き続きまして、内水排除のために水路整備

等を行ってまいりたいと考えております。 

  続いて、２４９ページから２５０ページでございます。第４項都市計画費、第１目都

市計画総務費では予算現額１億９，０６０万６，０００円に対しまして、決算額８，１

８１万８，７３０円で執行率４２．９％となっております。人件費以外の主な執行につ

いては、町内の幹線道路となる都市計画道路の整備に要する経費であります。国の直轄

事業となっております、いかるがパークウェイにつきましては、小吉田モデル区間から

西側へ、竜田川稲葉車瀬区間の約６００メートルにおいて計画的に事業が進められてお

ります。引き続き、用地取得に重点的に取り組まれ、当該区間の面積にして９９％を現

在までに取得されたところであります。さらには、道路本体工事の準備作業として地元

協議等を行いながら、詳細設計の実施や、部分的な発掘調査なども行われてまいりまし

た。なお、今年秋の渇水期以降には、竜田川にかかる岩瀬橋梁の橋脚の工事から着手さ

れる見込みとなっています。また、モデル区間東側から県道大和高田斑鳩線までの区間

の約８２０メートルでは計画的に進めていっていただけることとなり、今年１月には、

当該区間の関係者の方々を対象に、地元説明会を開催をいたしました。説明会後におい

て、巾杭設置が完了いたしております。 

また、県道大和高田斑鳩線と、本線パークウェイの交差点計画を具体的に検討するた

めの地形測量調査も実施いたしております。今年度からは当該区間全体として用地買収

に向けて準備を進めるため、土地の境界の立ち合いや、用地測量等の諸作業も予定され

ております。町といたしましても、国との連携を図りながら、調整に進めてまいりたい

と考えています。 

また、稲葉車瀬区間から西の三室交差点に至る区間でございますが、国としても稲葉

車瀬区間の進捗状況から三室交差点の現国道２５号へ、早期に接続することにより、早

期に事業効果が推計できるように考えられているところであり、今後地域の皆様方にも

御意見をいただき、計画をまとめていくために道路計画の整備を行う作業を進められる
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予定でございます。 

次に、法隆寺線の整備であります。国道２５号から南へ約６８０メートルの区間での

整備でございます。事業の進捗といたしましては、用地の面積で９０％の取得率となっ

ております。これまで２用地のまとまったところから工事に着手し２０６．６メートル

の供用を行っているところでございます。残っております用地は、引き続き地権者との

取得用地交渉に努めておりまして、小吉田区間では一部用地取得をいたしました。近々

に残りの買収地の取得ができる見込みとなっております。なお龍田地区において、交渉

が難航しておりますが、できるだけ早く地権者の御理解が得られるよう努力をしてまい

りたいと考えております。早期に全線の供用ができますよう、なお一層の事業推進に努

めてまいりたいと考えています。 

続いて、２５１ページでございます。 

第２目公共下水道費でありますが、決算額の３億４，１２７万２，０００円につきま

しては、特別会計への繰出金で、詳細につきましては公共下水道事業特別会計におきま

して説明をさせていただきます。 

次に、２５２ページであります。第３目都市下水路費につきましては、予算額１９０

万円に対し決算額１５０万４，６５０円、執行率７９．１％となり、都市下水路５路瀬

の浚せつ改良と、２路線の用地整備を実施し、都市下水道の適正な維持管理を行ってお

ります。 

次に、２５３ページ、第４目公園費でありますが、予算現額９２２万１，０００円に

対して決算額７８１万１，３３６円で、執行率は８４．７％であります。主に公園の管

理費用であります。上宮遺跡公園や、大和川第一緑地をはじめとする公園広場施設の維

持管理を行うと伴に自治会が管理する公園についての遊具等の補修にかかる費用に対し

助成したもので、特に近年は公園遊具による重大な事故等の発生が生じておりますこと

から、町といたしましても、公園内の遊具等管理に細心の注意をはらいながら、地域住

民の憩の場として、安全で快適に御利用いただけるよう、さらに適切な維持管理に努め

なければならない、このように考えております。 

次に２５４ページ、第５目都市計画審議会費であります。予算現額３１万６，０００

円に対して決算額１３万９，５００円で、執行率４４．１％となっております。審議会

を１回開催をいたしました。委員報酬を執行いたしております。 
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次に、２５５ページ、第６目開発指導調整費で予算現額８８万２，０００円に対して、

決算額８０万４，８８２円で執行率は９１．３％となっております。都市計画法と、関

係諸法令及び町開発指導要綱に基づきまして、より良好のまちづくりの推進に努めてま

いったところであります。また、屋外広告物に関する事務につきましても、広告物の撤

去、また屋外広告物とか、申請にかかる事務処理を行い、町の美観維持に努めてまいり

ました。なお、違反広告物の撤去におきましては、住民の皆さん方に違反広告物の除却

作業を行っていただける制度として、斑鳩町違反広告物を出さないまちづくり推進団体

制度の制度要綱を策定をいたしました。本年４月から運動を開始した状況でございます。

現在までの任意団体が推進団体として申請され認定をしたところでございます。またこ

れまでに同様に環境保全推進委員、皆さん方には、違反広告物の掲出状況の報告の御協

力を求めまして、パトロールの強化にも一役を担っていただいております。こうして住

民、行政が一体となり斑鳩町における違反広告を迅速かつ確実な撤去のなお一層の推進

に努めてまいりたいと考えております。 

次に、第７目景観保全対策事業費であります。予算現額３６６万１，０００円に対し

まして、決算額３３５万６，９７８円で、執行率９１．７％となっております。まず、

身近な緑化の推進として、小学校の入学記念樹として町の花「サザンカ」、そして産業

フェスティバルでは「さくらんぼ」の苗木をそれぞれ配布し、町内における緑化推進と、

住民意識の高陽に努めてまいりました。 

また、法起寺や法輪寺周辺などの自然景観や歴史的景観が一体となった地域において、

潤いと安らぎが感じられる風景や景観の形成を図るために取り組んでおります景観形成

作物「コスモス」の栽培につきましては、５地区の方々の協力を得まして２万８，８８

５平方メートルにおいて実施しています。 

次に、２５７ページ、第８目ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業費であります。予算現額１６

億４，２１９万８，０００円に対して、決算額１５億６，８０６万４，５４１円で執行

率９５．４％となっております。ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業では、当町の玄関口にふさ

わしい魅力ある交通拠点として、住民や来訪者が安全に安心して鉄道を利用していただ

きますように、バリアフリー化や、駅前広場、駅へのアクセス道路など、駅周辺を一体

的に整備するものとして事業を推進いたしております。まず、駅周辺整備の用途事業の

一つであります駅舎橋上化事業については、今後の急激な高齢化社会に対応した人に優
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しい駅づくりを念頭に、だれもが安心して利用できる駅づくりにしようと事業推進に取

り組んできたところであります。平成１６年度から３カ年事業として、本年３月１０日

に橋上駅舎、南北自由通路が開通したところであります。長年の懸案でありましたバリ

アフリー設備などが整った駅として、また世界文化遺産法隆寺があるまちの表玄関にふ

さわしいシンボル性を有する斑鳩らしいデザインとして、ふるさと斑鳩の駅に誇りと愛

着を持てるよう創意工夫を凝らしてまいりました。今後、住民共有の財産として、いつ

までも後世に受け継がれることを期待しているところでございます。以下、駅前広場整

備につきましては、現在までに１８年度繰越事業として、まず駅南口広場の歩道と自由

通路の取り合い工事を完了いたしました。現在は駅北口から踏切方面への道路整備工事

を行っているところで、本年度は駅南口広場の全体の整備工事を実施し、年度内に完成

する計画となっています。計画しておりますその他駅周辺道路につきましては、一部の

路線では用地の取得も行ってきたところでございます。今年度以降におきまして、新し

くできた自由通路が完成いたしましたことから、駅に通じるアクセス道路について、計

画に沿って、関係機関等々の協議、あるいは周辺地域の方々との調整を進めながら、地

権者の皆様方に御理解と御協力をいただけるよう取り組んでまいりたいと考えておりま

す。早期に駅周辺の整備の充実による、安全性、利便性の向上に向けて努力してまいり

たいと考えているところであります。 

続きまして、２５８ページであります。第５項住宅費、第１目住宅管理費であります

が、予算現額４９２万５，０００円、決算額４８０万６，１９６円で執行率９７．６％

であります。快適な居住環境を確保するための維持管理に要するものが主なものであり

ます。今後も入居者が快適に安心して暮らせるよう維持管理に努めてまいりたいと考え

ております。以上が、第７款土木費の概要でございます。よろしくお願いをいたします。 

○里川委員長 説明が終わりましたので、第７款土木費について、主要な施策の成果報告

書２３８ページから２５８ページについて、質疑をお受けしたいと思います。 

  委員の皆さんどうぞ。ございませんか。 

  紀委員。 

○紀委員 河川の維持管理で費用使っておられるんですけれども、竜田川なんかでクリー

ンキャンペーンをされた後に草刈されて、草刈のあとに空缶が落ちているというような

状態で、クリーンキャンペーンのときには草ぼうぼうの状態なんですけど、この時期い
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うのは、この時期しかできないんですかね。 

○里川委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 クリーンキャンペーンにつきましては春と秋に実施をさせていただいて

おりますけれども、そういった草刈等の時期が多少ずれたりして、そうした空き缶等目

立つ時期がありますけれども、できるだけそういったものについては調整をしてやって

いきたいというふうには思います。 

○紀委員 できるだけ注意してお願いいたします。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 公営住宅の件ですけれども、これ予算額ではなくて、住民から斑鳩町が少子

高齢化になってきていると、公営住宅で子どもさんのいる家庭に配慮したような公営住

宅を建て、そこで子ども、小中学校ぐらいまでは斑鳩町に必ずいるというような縛りを

つけてですね、そういう住宅をつくったらどうかなとこういうお話があったんですけれ

ども、これに関しては、今の公営住宅にはそういう配慮はないわけですね。子どもがい

るとかいないとかないわけですね。 

○里川委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 公営住宅の種別につきましては、そういった家庭に入っていただく方、

それから、高齢者向き、それから、単身者といいますか、そういった間取りの違いは、

そういった工夫はしております。ただ、今後のことでございますけれども、前々回の議

会の時の一般質問でもございましたように、公営住宅のストック計画につきまして見直

しを行っていきたいということを申し上げておりましたように、現状の財政状況の中で、

新しく建ててやっていくというのは非常に困難な状況になってきている中で、民間の住

宅等を借り上げてできないかといった方法も、今、県の方とも協議をさせていただいて

いるという状況でございますので、そういった中で、そういった家庭の方が入っていた

だけるところが確保できればいいかなというふうに考えております。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 はい、わかりました。 

○里川委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 それと本来の住居の目的であります所得、これはもう制限がありますの

で、そういったところもクリアされた方で入っていただくということになろうかと思い
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ます。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方からございませんでしょうか。 

  すみません、一つ私、以前問題にしておりました件なんですが、成果報告書の２４９

ページにございます既存木造住宅耐震診断の支援、この事業をやっていただくときに、

ちょっと私の方も担当課の方に考え方を聞かせていただいた経過はございますが、改め

まして、この診断をする、支援をする事業の内容ですね、予算がどういうふうについて

いるのか、町が単独でやっているのか、それともほかからの補助金があるのかというこ

とと。 

  それと、この補助件数２０となっていますが、この１８年度で申し込みが何人あった

のかということ、その辺につきまして、この事業の内容についての御説明をお尋ねして

おきたいと思います。 

  藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 既存木造住宅耐震診断支援事業でございます。これにつきましては、

基本的には国の事業がございます。国の補助、それと県の補助、それと町の補助、それ

に個人さんの負担ということで、事業にはあたっております。１軒当たり３万円の診断

料がかかるわけですけれども、個人さんの負担が１万円、国の負担が１万円、県及び町

の負担がそれぞれ５，０００円ということでつけてございます。 

それで、１８年度におきます事業ですけれども、町といたしましては２０件の予算を

組み立てております。それで申し込みが２８件ございまして、最終的には抽せんに来ら

れましたのが２７件、そのうち７件が抽せんにもられましたので、１８年度では実施を

できてなかった方が７件おられたということになってございます。なお、本年度につき

まして、去年もれられた７件につきましても、本年度対応させていただいて、最後は申

し込まれた方につきましては、本年の診断を受けていただくということになっておりま

す。 

○里川委員長 昨年度ですね、この事業をされたときに、隣の平群町では２０を超えて申

し込みがあったときに、県の方の補助金５，０００円出しているということですので、

これは超えても県の方も出してくれるのかという問い合わせをされたところ、県は出す

ということだったので、平群町では２０名を超えたところについても補正をして診断を

行ったという結果が１８年度にあったと思います。そのことについて、私も担当の方に
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も申し上げてきましたが、今後もこれらの住民の皆さんの財産を守るということの中で、

町が単独の事業でない場合、国や県からの補助金がある場合ですね、ましてやこうやっ

て県なども融通をきかせてくれるということであれば、積極的にやっぱり町は、町民の

皆さんの財産を守る立場で取り組んでいっていただきたいなということを思いましたの

で、特に１８年度予算の中では、この点について、私はその当時からちょっと気になっ

ておりましたので、また今後、前向きに取り組んでいただきたいということをお願いし

ておきたいと思います。 

それと、もう１点なんですが、これ県道の斑鳩高田線のことなんです。先日の大雨の

ときは私経験しなかって、ちょっとそこ通っていませんでしたが、２カ月ほど前に、す

ごい突発的な雨が、その道路を走っているときにきたんです。北から南向いて走ってお

りましたところですね、急に大雨が降ってきまして、ちょっとこっちもハンドルを心配

するぐらいの大雨がきたときに、いかるがホールに近づきましたら、そのあたり一体が

非常に水たまり状態、大きな水たまり状態になっておりまして、水がはけていない状況

でした。すごくハンドルはとられる、ところどころで水しぶきがすごく上がるというよ

うな状況が見られました。これはちょっと県の方へも要望あげなあかんなと思いながら

も、町の方へ一ぺん聞かなあかんと思いつつ、ちょっと私もそのことについて、町の担

当の方に申し上げておりませんでしたので、いい機会ですのでお尋ねをしたいと思うん

ですが、あの辺の排水の関係ですね、どうもそのときに思ったのは、排水口が余りなく

て、その周辺に、一時に降ってきた雨がうまく道路から排水されないという中では、ち

ょっとこれは事故とかにもつながるかな、また南中の生徒さんたちもあの道、歩道は通

って行かれる中で、ちょっとこの道路問題があるのではないかなというふうに心配をし

ながら通った経験がございます。それらについて、町の方について、住民の方から問い

合わせなどはなかったかどうか。 

それと、町の方はご認識どの程度していただけているのかということについてお尋ね

をしたいと思います。 

加藤建設課長。 

○加藤建設課長 今おっしゃられる県道大和高田斑鳩線のいかるがホールの道路排水につ

いてでございますけれども、先日の８月２９日、３０日にも大雨が降りましたけれども、

大体１時間雨量３０ミリという大雨で、ゲリラ的な集中豪雨でございました。その辺に
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ついては、やはりその一時水について、なかなか側溝にのまないという状況があったこ

とかというふうに思っております。今聞かせていただくのはじめてでございますので、

そういったことは県の方に確認等をお願いするなりしてみたいと。 

それから、そういった側溝の清掃等も含めて申し上げていきたいと思っています。た

だ、県道大和斑鳩線の子どもの議会におきまして、その北側になりますけどわだちがで

きていると、こういったことはお聞きさせていただいておりますので、すぐに県の方に

報告しまして整備がされているということでございます。 

○里川委員長 道路パトロールなども行っていただいているとのことでございますが、Ｊ

Ｒの高架を通って、またこっちの川の方からも若干いかるがホールの少し手前が一番低

くなっているのかなというふうに思っているんですけどね、また今後、排水につきまし

ても、交通事故などにもつながるような心配もあるかとは思いますので、またぜひよく

調査の方しといていただきたいと思います。 

  ほかに委員さんの方からございますか。 

吉野委員。 

○吉野委員 このごろアメリカとかあっちこっちで橋梁が座屈したりするような事故が起

きておりますが、斑鳩町内の橋梁の関係のそういう心配とかはないものでしょうか。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 今、御質問等の関係等につきましては、先立っても国土交通省が昨年九州で

起こりました飲酒運転の事故で３人の子どもが亡くなった、その関係で欄干等の関係等

について、そういう危険性等、十二分に配慮した中で、国土交通省は全国的に今調査を

されて、竜田川の関係の龍田大橋の橋の関係についても、一部補修をしなければいけな

いということで、こういうこともいわれていますように、今、国土交通省はそういう橋

の関係等について、非常に重視をされて、今、全国点検に回って、そういう保護的な、

あるいはそういうものについては取りかえていこうということで今されています。そう

いうことが身近で起こったとそういうこともございますけれども、やはりそういう問題

等については、速やかに国土交通省は今調査をされて、龍田大橋の関係についてもそう

いうことで、架けかえをしていきたいということで、我々もそういうことも十分調査さ

れるということです。 

○里川委員長 吉野委員。 
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○吉野委員 竜田公園の中に赤い観光橋というのですけども、確か当時宇野重工とハロー

鉄鋼が請け負った大分前の橋があります。あれ欄干は大変人がちょっとよろけたりした

ら落ちるぐらいの欄干低いものでありますし、歩くところ床版がちょっとぼろぼろにな

ってきているなと、ああいうところにつまずいたりして、欄干を越えたり、欄干の間す

り抜けたりして、観光に来た人とか、観光する人が落ちる可能性もあるなと思ったりし

ているんですけれども、この補修に関しては県の方でやられるのでしょうか。 

○里川委員長 小城町長。 

○小城町長 今、申し上げられてる関係等については、やっぱり委員、あるいはまた皆さ

んの方から御指摘があった中で、やっぱり県に要望しながら早くそういう手だてをして

いくことが大事だろうと思います。そういう点については、県に十二分に申し上げてま

いりたいと思います。できるだけそういう点があれば、今、こういう委員会ではなしに、

そういう気づいたら連絡をしていくことによって、早かったことによって事故がなくな

った、あるいはそれがおそかったために事故があったということになりますから、気づ

いたときに、私は一番大事なのは、そのときに職員でも、ここへ来る途中で何かあった

らそれをいうと、いうてその措置をせんと、見ていましていんけど、いつかはなおるや

というような感じでほっときましたということでは済まされない。起こってしまったら

大変なことですから、皆様方がそういう点で気づかれたときには相談をいただいて、町

としても速やかに県に、あるいは町でできる範囲は町でやっていかんと、起こってしま

ったら、私は一番大事な人命、あるいはけがそういうことが起こったら、必ず行政とい

うのは、一番何をしてたんということになりますから、そういうことの連携を密にして

いくことが大事だと思います。 

○里川委員長 よろしいですか。 

  ほかに委員さんの方で、質疑はございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 これをもちまして第７款土木費についての審査を終わります。 

  続きまして、第８款消防費についての説明を求めます。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 それでは、第８款消防費につきまして御説明を申し上げます。 

  成果報告書の２５９ページからであります。歳入歳出決算書では１５４ページからで
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ございます。それでは、座って御説明させていただきます。 

  第８款消防費、第１項消防費では、予算現額３億３，５２８万３，０００円に対しま

して、決算額は３億３，００９万３，３２１円で執行率は９８．４％であります。まず、

第１目常備消防費でありますが、予算現額２億９，０４３万４，０００円を全額執行し

ております。総合的な防災、消防体制の充実として、西和消防組合との連携とあります

が、広域７町で設置いたしております西和消防組合に負担金を支出し、消防力の充実に

努めたところでございます。 

  次に、２６０ページであります。第２目非常備消防費では予算現額２，６２０万８，

０００円に対しまして、決算額２，３５１万１３０円で、執行率は８９．７％でありま

す。自主防災体制の充実では、まず消防団の運営でありますが、非常備消防組織の充実

と活動支援のための必要な経費の支出であり、消防団員とは年度末で８５名となってい

ます。また、消防技術力向上のために、各種防災訓練及び研修等に参加し、団員の士気

高揚と非常時における緊急体制の強化に努めてまいりました。 

次に、１６１ページでありますように、平成１８年度の出動状況は、火災出動が１４

回、行方不明者の捜索は延べ４回、有事に備えての防災訓練、機械点検、その他訓練に

かかる訓練等で延べ４３回の出動をしていただいております。 

次に、同じく２６１ページの消防車両の管理でありますが、消防団においては、平素

は定期的に消防自動車や、消防器具などの機器点検整備、町内における防火水槽の点検

等を行っていただいております。なお、その他の活動といたしましては、火災予防週間

には予防啓発を行うとともに、年末には年末警戒活動、年はじめには出初式、文化財防

火デーの防火訓練などに出動をしていただいております。 

次に、防災無線の管理でありますが、災害時等における的確な情報伝達がされるよう

町防災行政無線の維持管理を行いました。 

次に、県防災ヘリコプター運営協議会の運営及び県防災無線の運用についてでありま

すが、災害の未然防止、被害の拡大防止及び災害の復旧等に活動するため、県との共同

事業として行っているもので、その維持管理にかかる本町の負担金を支出をいたしてお

ります。また、自営の消防団の支援につきましては、自衛消防団１８団体に対し、管理

運営の充実を図るための補助金を交付し、育成に努めたところでございます。 

次に、２６２ページです。第３目消防施設費では、予算現額１，１４８万９，０００
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円に対しまして、決算額９８９万１１３円で執行率は８６．０％であります。消防施設

設備の充実としまして、まず消防設備の維持管理につきましては、法隆寺消防センター

の土地にかかります借地料のほか、消防団詰所音声サイレン遠隔装置の維持管理等、既

存の消防設備の維持管理に要します経費の執行であり、消防設備のより一層の充実を図

り、災害時に備えてまいったところでございます。 

次に、消防水利の充実につきましては、消火栓３基が自治会により設置され、年度末

の設置数は防火水槽で１０３基、消火栓で５７６基となっています。 

次に、２６３ページ、消防施設整備の支援としまして、自治会における初期消防体制

の強化を図るため、消防器具等の設置に対して補助金を交付するなど、地域における消

防体制の充実にも努めてまいりました。平成１８年度では、消火栓３基、ホース７３本、

筒先１４本、スタンドパイプ１２本、開栓キー１４本、器具格納箱２０箱の設置に対し

補助金等の交付を行っております。 

次に、２６４ページ、第４目水防費では、予算現額１９万８，０００円に対しまして、

決算額５万円で執行率は２５．２％でございます。危機管理体制の充実として、洪水時

期等における貯水機能の確保のため、斑鳩ため池にて水利の調整をいただいておりまし

て、そのための報償費を支払ったところであります。 

次に、２６５ページ、第５目災害対策費では、予算現額６９５万４，０００円に対し

まして、６２０万９，０７８円で執行率は８９．２％であります。まず、総合的な防災、

消防体制の充実では、避難所施設の充実といたしまして、災害が発生した際の被災住民

の円滑な対応を図るため、簡易組立トイレ１０台、発電機、投光機等といった照明器具

１０セットを購入し、町が指定しています避難所５施設に配置を行いました。 

次に、２６６ページの危機管理体制の充実では、災害物資の備蓄といたしまして、非

常食であるアルファー米３，６００食を購入し、そのうちいわゆる食べ物アレルギー対

応として３００食を購入いたしました。その他、保存用ビスケット１，８４０食、毛布

７００枚を購入いたしまして、災害に備えたところであります。 

また、自主防災体制の充実では、平成９年度から小学校区別防災訓練、総合防災訓練、

生駒郡総合防災訓練を実施してまいりましたが、平成１３年度からは災害発生時に地域

住民の皆様方が連携を保ち、初動体制をはじめとした応急対策活動ができるよう、地域

密着型の地区別防災訓練を実施してまいりました。平成１８年度では、町内２地区にお
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いて地区別防災訓練を実施し、防災意識の普及、高陽を図ったところであります。 

次に、治水対策の充実では、平成１７年７月の水防法の一部改正により、集中豪雨や、

台風の上陸による水害や土砂災害に的確な避難誘導ができるよう浸水想定区域や、避難

場所を示した洪水ハザードマップの作成を行い、風水害時の被害軽減、災害発生時の対

策について充実を図ったところでございます。 

以上で、第８款消防費につきましての御説明とさせていただきます。御審査のほどよ

ろしくお願いを申し上げます。 

○里川委員長 ただいま第８款消防費についての説明が終わりましたが、委員皆様からの

質疑につきましては、午後から受けていきたいと考えます。 

  ただいまから１３時まで休憩といたします。 

（午前 １１時５５分 休憩） 

（午後  １時００分 再開） 

○里川委員長 それでは、再開させていただきます。 

  先ほど商工費の中で、再就職セミナーに関する労働局の対応に対しての答弁の申出が

ございますので、それをお受けしたいと思います。 

  佃田観光産業課長。 

○佃田観光産業課長 労働者の再就職を支援するセミナーで、就職面接の際に、給料や、

休日などの質問をひかえるよう指導する内容のテキストを受講者に配布していたことに

つきまして、奈良県ではどうであったのかという御質問でありましたが、奈良の労働局

に確認しましたところ、奈良県でのセミナーで配布したテキストにつきましても、確認

されたところ、同様の記載があるとのことでありました。それで、今はその部分は削除

しているということでありました。また、委員御指摘のありました労働者にとっては、

給料や休日には労働条件として大事なことであるとのことから、今後は、慎重に対応し

ていただくよう要望もいたしたところであります。 

○里川委員長 はい、ありがとうございました。 

  それでは、午前中に引き続きまして、第８款消防費につきましての各委員皆さんから

の質疑をお受けしてまいりたいと思います。委員の皆さんどうぞ。 

  いかがでしょうか。委員皆さんの方からございませんでしょうか。 

  大変申しわけございませんが、それでは、この間に私の方からちょっと１点質問した
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いんですが。 

実は先日、新聞報道で国立教育政策研究所が調査をした結果というのがまとめられて

おりまして、これ学校にかかわることなんですが、公立学校９割が避難所に指定されて

いると、ところがこの避難所の設備ですね、水を確保するための浄水設備、また自家発

電、こういうものが設備されているかどうかというような調査がなされまして、今全国

的に耐震性ということが言われておりまして、それがまだ十分に対応ができていない状

況も含めまして、防災機能面での課題が明らかになったというふうになっております。

私は、学校施設だけではなく、斑鳩町でも、災害が起こったときに、避難所を指定して

いると思うんですけれども、この急にこういう設備をせよといっても、そんなん急に財

政も伴いますので、急にはなかなか大変な問題であろうと思うんですが、この研究所が

いうには、避難所の機能をきちんと考慮した災害対策マニュアルが策定されているかど

うか、その市町村でね、ということが重要であると。ところがこれも自治体の全体の３

分の１程度だったと、だから自分ところのまちの避難所などの能力、どこまで対応でき

るかということなどをきちんと視野に入れた災害対策マニュアルが策定されているのか

どうかということが、やっぱりこの新聞報道を見て、私は重要なことだなと思ったとこ

ろなんです。それにあわせまして、いろいろな今回も避難所施設の充実ということなど

でも簡易トイレや、照明器具、発電機など、新たに１８年度は設けていただいたりはし

ているものの、そういう避難所に指定されているところの独自の機能、そしてまた、そ

れらが持つ能力にみあったマニュアルがつくられているのかどうかということを総合的

にきちっと判断して、斑鳩町としては対策がとられているかどうかということについて、

非常に気になりましたので、その点について、今回、お聞かせいただきたいなというふ

うに思っております。 

清水総務課長。 

○清水総務課長 今、委員長から御指摘の先般の報道等、御心配でございますけれども、

なるほどその資料によると、当町におきます避難所すべてがそういった完全な機能を備

えているかというと、疑問が残るところがございます。しかしながら、現在の当町が所

有する施設の中で、避難所として一番ベストな状況はどこだといった中での判断がまず

は前提であると思います。それと、あと阪神淡路大震災のように、ライフラインがすべ

て断たれた場合を想定した場合の避難所をつくるといった場合、どれだけの費用がいる
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か、ふだんの維持管理はどうかかるかといったことも総合的に勘案しながら、そういっ

たマニュアル等も研究をしていくべきであろうというふうには考えております。今現在

のところ、そういったことも含めまして、主要施策の成果書の２５６ページにもござい

ますように、各避難所における万が一を考えて、トイレでありますとか、照明器具であ

りますとか、発電機でありますとか、こういったものをこれから逐次予算を勘案しなが

ら整備してまいりたいというふうに考えているところでございます。その点、御理解を

賜りたいと思います。 

○里川委員長 ただいま課長の方から御答弁いただきました。私も財政伴いますのでね、

急激にいろいろなことをするというのは難しいけれども、避難所にある公共施設などの、

その機能を考慮したマニュアル化というのは非常に重要なことだというふうに思いまし

たので、また今後も総合的に検討しながら進めていっていただきたいということをお願

いをしておきます。 

  そのほか、委員さんの方から御質問なりございましたらお受けしていきたいと思いま

すけれども。 

  吉野委員。 

○吉野委員 ６月議会で質問させていただいた項目の中に、耐震の検査が斑鳩町内の公共

施設、特に学校関係、幼稚園関係てきちっと審査が行われているかというところまで私

きちっと詰めなかったものですから、今、再度、耐震の調査が行われているかというこ

とをもう一度、質問させていただきます。 

○里川委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 教育委員会関係で答弁させていただきますけれども、まず、小学校、

中学校の耐震補強工事の計画でございます。これにつきましても、年次計画を立てて随

時実施してまいっているところでございます。当初、平成９年から実施をいたしており

まして、平成９年度につきましては、斑鳩小学校の南館の方で二次診断、それから平成

１０年度につきましては、同じく斑鳩小学校の南館での補強設計、それから、本館の二

次診断、それから、１５年度におきましては、同じく斑鳩小学校の南館の地震の補強工

事でございます。それと、平成１６年につきましては、斑鳩中学校の一次診断、これが

本館でございます。それと、１７年におきましては、斑鳩小学校の中館の二次診断、そ

れから、平成１８年度につきましては、斑鳩小学校の北館の地震補強工事並びに中館の
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補強設計、それから、斑鳩中学校につきましては、本館の二次診断、それから、北館の

東につきましても二次診断ということで、今現在実施しているところでございます。 

○里川委員長 よろしいですか。 

  ほかに、委員の方から質疑の方はございませんでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 それでは、これをもちまして第８款消防費についての審査を終わります。 

  続きまして、第９款教育費について説明を求めます。 

  栗本教育長。 

○栗本教育長 私の方から、教育委員に関係します決算の状況について説明をさせていた

だきます。座らせていただきます。 

  施策の成果の２６８ページから３２１ページまでとなってございます。 

  第９款教育費全体でございますが、決算書の１５８ページに記載されているとおりで

ございます。予算現額９億８，９２１万３，０００円に対しまして、決算額は９億５，

２４６万９，３００円で執行率は９６．２％となっております。この執行額は前年度と

比較いたしますと、１億７，４７３万７，０００円の減となっておりました。その主な

原因といたしまして、史跡中宮寺跡史跡用地の公有化事業にかかります取得面積の減に

よるものでございます。 

  それでは、２６８ページをごらんいただきたいと思います。 

  第１項の教育総務費でございます。第１目教育委員会費でございます。予算現額１９

１万５，０００円に対しまして決算額は１８０万８，８８０円で執行率は９４．４％と

なっています。この経費は教育委員会の運営にかかるものでございまして、活動状況と

いたしましては、時代の変化に適切に対応しながら、町民の期待にこたえることができ

るように、教育行政の一層の活性化を図るため、委員会を毎月１回定期的に開催いたし

ております。 

  また、市町村教育委員を対象とした各種研修に参加するとともに、町独自の委員研修

として長野県飯島町へおもむき、斑鳩町との友好姉妹都市であります飯島町の教育行政

全般につきまして研修をさせていただいたところでございます。 

  続きまして、２６９ページでございます。第２目事務局費でございます。予算現額８，

８７７万５，０００円に対しまして、決算額は８，６１３万４１２円で、執行率は９
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７％となっています。市町村立学校における教員の配置につきましては、本来は県教育

委員会の教員配置基準によりまして配置されることになっておりますが、学校教育活動

を円滑に行いますために、また特別支援教育の充実や、教科補充を図りますために、小

学校に３名、中学校に５名の町費講師を配置いたしました。これにより特別支援学級と、

普通学級の交流と共同学習を促進するとともに、少人数指導や、チームティーチングの

機会をふやし、基礎、基本の定着及び問題解決能力の育成を図ったところでございます。 

次に、学校教育指導主事の設置についてでございますが、学校教育にかかります生徒

指導等、専門的な教育指導が求められていることから、学校教育指導主事を配置いたし

まして、学校教育の充実向上に努めたところでございます。また、特別な支援を必要と

する児童、生徒の適正な就学を図るため、就学指導委員会を３回、また各児童の状況調

査等を行いますために、小委員会を１３回開催いたしました。この委員会活動を通じま

して、特別支援を必要とする児童、生徒の教育相談を行うとともに、適正な就学指導を

図ったところでございます。 

次に、本年度も子どもの体験学習の一環として、町議会の御協力を得ながら、子ども

模擬議会を８月１０日に開催いたしました。各小学校６年生と中学校１年生の１６名が

町議会議場において、町長をはじめとする町行政担当者に対する一般質問を行いました。

子どもたちには、議会や行政により関心を持ち、意識を高める体験の場となり、また、

この１日議員として体験したことを学校、あるいは学級活動で報告をしたことにより、

他の児童生徒の学習機会の場にもなったと考えております。 

続きまして、２７０ページの夜間中学校の運営でございますが、教育機会の提供とい

たしまして、諸般の事情により中学校を卒業していない方で、向学心が旺盛で、夜間中

学に就学を希望する方に、その就学に要する経費の負担を行いました。平成１８年度は

斑鳩町から春日中学校に１名の方が就学されているところでございます。また、正確な

発音ができないことなど、特に言語指導を必要とする子どもたちに対しまして、専門的

な指導を行うことばの教室が、平群東小学校に設置されております。平成１８年度は５

人の小学生が通級し、この学級運営にかかる負担金を支払っております。言語障害に精

通した教員による指導を受け、それぞれの子どもたちの言語能力の向上を図っていると

ころでございます。 

次に、２７１ページの外国人英語指導助手の配置でございます。学校教育や、社会教
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育の場におきまして、英語や異文化に対する興味、関心を高めるため、外国人英語指導

助手を配置し、国際理解教育の一環として両中学校において、生徒の英語によるコミュ

ニケーション能力の育成に努めました。また、公民館の英会話教室や、幼稚園、小学校

にも派遣し、町民の英語によるコミュニケーション能力の育成を図るとともに、外国の

生活やゲームを通して、小さいころから日本に親しみ、関心を高める国際理解教育の推

進に努めました。小学校や幼稚園においても、英語にふれあうことの楽しさを感じ、英

語に対する興味を示し始めているところでございます。 

次に、斑鳩町小中連携教育の取り組みについてでございますが、主に３分野の内容で

各小・中学校において取り組んでいるところでございます。一つ目は、小・中学校の９

年間を一貫して、郷土斑鳩への誇りや愛情をはぐくむため、斑鳩の地域を学び、聖徳太

子の和の精神を大切にしながら、人としての生き方を考えさせる教育でございます。二

つ目は英語によるコミュニケーション能力の育成を目指した英会話学習です。小学校４

年生から英会話学習を斑鳩町独自の指導案により実施していきます。英語を母国語とす

る講師により、小・中学校とも１クラス当たり年１０時間展開しております。英語を音

から学習することで、子どもたちが英語を楽しく感じることができ、中学校で楽しい科

目となる英語への不安なり、そして英語への不安が減少するとともに、英語学習への意

欲を向上させる効果があったと考えているところでございます。三つ目は、中学校入学

をひかえた児童の環境の変化に対する不安や、戸惑いを少なくするため、交流活動を実

施いたしました。中学１年生がここをたずね、中学校生活について、小学校６年生に話

す機会を設け、小学６年生が中学校に行き、模擬授業や部活動の体験をするなど、小学

校、中学校の児童生徒の交流活動を実施いたしました。小中連携教育の実施により、小

学校から中学校の移行期における学習、人間関係等のつまずきを防ぎ、不登校の減少に

つなげております。また、郷土を愛する心をはぐくむとともに、子どもたちの自立化な

どの育成を図っているところであります。 

また、教師間交流を通して、小学校の教員が中学校の授業参観をするなど、参観交流

も起こってきているところでございます。さらに、子どもの安全確保を図るため、保護

者なり、町内の不審者情報を携帯電話メールで迅速に伝える子ども安全・安心メールを

導入しているところでございます。 

次に、２７４ページでございます。第３目私立学校振興費でございますが、予算現額
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１，１２７万円に対しまして、決算額は１，０２７万４，２００円で、執行率は９１．

１％となっています。 

私立幼稚園就園奨励事業につきましては、国の補助金制度によりまして保護者の経済

的負担を軽減し、幼児教育の充実を図るために本年度も法隆寺幼稚園ほか、４園に対し

まして９９７万４，２００円の支援を行ったところでございます。また、法隆寺幼稚園

に対しましては、私立学校助成金として年額３０万円を助成し、幼児教育の充実と私学

振興に努めたところでございます。 

次に、２５７ページでございます。第４目スクールカウンセラー事業費でございます

が、予算現額５１万６，０００円に対しまして、決算額４８万２，４９５円で執行率は

９３．５％となっています。いじめや不登校、非行の問題や、児童生徒の心の問題に適

切に対処するため、奈良県教育委員会より臨床心理士によるスクールカウンセラーの派

遣を受け、週１回、それは中学校でスクールカウンセラーによる相談を実施していると

ころであります。スクールカウンセラーは心理学にかかる専門的な立場から、町内各

小・中学校の児童生徒のみならび、保護者や町に対してアドバイスを行うものでありま

した。相談者の精神的不安を軽減するという効果があったものと考えております。なお、

相談件数として、教員の相談が多いことにつきましては、この背景には、各学校におい

て、自発的に相談を受けたがらない児童生徒もおり、教員がスクールカウンセラーに相

談し、心理学的な対応について教員が参考とし、より個々の状況に対応するよう努めて

いるところでございます。 

友達関係や、家庭での親子関係、また教室に入れないなど、悩みを持つ生徒が気軽に

話せる相手として相談に応じ、ストレスを和らげることによって、心のゆとりを持てる

ようにと、心の教室相談員を斑鳩南中学校に配置しているところでございます。小学校

における不登校などの早期発見、早期対応や、未然防止を図るため、県から付託を受け、

研究指定事業として斑鳩小学校に子どもと親の相談員を配置しているところでございま

す。 

続きまして、２７７ページからでございますが、第２項小学校費でございます。第１

目学校管理費から説明させていただきます。予算現額１億５６５万９，０００円に対し

まして決算額は１億３９９万２０２円で、執行利は９８．４％となってございます。小

学校の学校施設の整備、維持管理につきましては、斑鳩小学校の北館校舎耐震補強工事
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と、中館校舎耐震補強実施設計委託、また人に優しい安全で快適な教育環境づくりの一

環として、斑鳩西小学校の変受電設備の改修工事を実施いたしました。 

小学校の新規格の机、いすの導入につきましては、１６年度より年次計画を立て、順

次新しい新規格によります机、いすを平成１８年度は小学４年生に対し２５８セット導

入いたしました。今後も良好な施設環境の維持に努めていきたいと考えております。ま

た、１８年度からは、各小学校に心肺停止状況の人への応急処置の機器でありますＡＥ

Ｄ（自動体外式除細動器）を各校１台ずつ設置したところでございます。学校教育にお

きましては、安全で快適な環境づくりを行うとともに、教員の人格形成も含んだ資質の

向上が重要なことであると考えており、このことから教職員に必要とされます基礎的な

要素はもちろん、それはもちろん実践的な指導力を身につけるため、各学校、あるいは

まちで研修を実施するとともに、各関係機関が実施いたします研修にも積極的に参加を

いたしております。 

続きまして、２７９ページからでございますが、第２目教育振興費でございます。予

算現額２，３６１万１，０００円に対しまして決算額は２，３３１万７，２９２円で、

執行率は９８．７％となっています。この内容といたしましては、国際理解、情報処理、

環境との共生、福祉への理解等、時代潮流に対応した教育の展開を図ったところでござ

います。また、特別支援教育を充実されるために、それぞれの子どもが必要とする支援

を適切に把握し、支援を進める一方、児童全員がお互いの人権を正しく理解、認識し、

よりよい人間関係を育成し、ともに生きる力を育てるよう努めたところでございます。

児童がみずから学び、みずから考える能力や、社会に主体的に対応できる能力の育成を

図りますために、総合的な学習の時間や、特別活動の推進、文化活動、クラブ活動等に

対しまして助成を行ったところでございます。 

今年度は伝統文化の学習ということで、当町が発祥の地であります金剛流の能楽に斑

斑鳩小学校３年生及び能楽クラブが取り組み、１月１１日の日曜参観にも保護者の方々

に披露し、１１月２４日の国語力向上研究発表会に、平成１９年３月１７日開催の大和

猿楽サミットに出演し、学習の成果を発表したところでございます。 

また、学校図書の充実を図るとともに、町立図書館との連携を図り、児童の読書意欲

を高め、調べ学習に役立ててまいりました。さらに、経済的理由により就学が困難と認

められる児童の保護者に対しまして、学用品費、修学旅行費、給食費等の援助を行って
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まいりました。 

次に、２８３ページでございます。第３目保健体育費でございます。予算現額２，８

７６万２，０００円に対しまして、決算額２，８１６万８，１６４円で、執行率は９７．

９％となっています。児童の疾病の早期発見のため健診を実施するなど、児童の健康維

持に努めるとともに、児童の心身の健康増進及び管理に努めたところでございます。ま

た、学校給食の充実を図るために、安全で栄養バランスのとれた給食を実施しました。

給食実施に当たっては、磁気食器を使用し、またランチルームを活用して、異学年交流

や、食材について学習するなど、給食を通して食育の推進を図りました。さらに保護者

の負担軽減を図るために助成を行ったものでございます。 

２８５ページでございます。説明の前にちょっと訂正をさせていただきたいと思いま

す。施策の成果の２８５ページの施策の成果の下段、それの教育環境の充実の中の上か

ら枠内の３行目なんですが、各小学校にＡＥＤ、これが各中学校の、小と中の間違いで

ございますので、中学校に御訂正をお願いしたいと思います。申しわけありません。 

  ２８５ページでございます。中学校費でございます。第１目学校管理費でございます

が、予算現額６，５４３万９，０００円に対しまして、決算額６，３７０万１，８３０

円で執行率は９７．３％となっております。小学校と同様、新しいＪＩＳ規格によりま

す机、いすを順次導入することとし、平成１８年度は１年生で２５３セット導入いたし

ました。中学校におきましては、平成１８年度をもちまして全学年すべて更新をいたし

たところでございます。また、教師の資質向上を図るため、研修を実施、実践的な教育

指導の充実に努めたところでございます。 

  次に、２８７ページでございます。第２目教育振興費でございます。予算現額２，６

１５万円に対しまして、決算額２，５４５万３６７円で、執行率は９７．３％となって

います。中学校におきましては、職業感の育成、国際理解、情報処理、環境との共生、

福祉への理解等、時代の潮流に対応した教育を実施してまいりました。 

次に、２８８ページでございますが、生徒がみずから学びみずから考える能力や、社

会に主体的に対応できる能力の育成を図りますために特別活動の推進や、文化活動、部

活動等に対しての助成を行いました。特に部活動につきましては、生徒の健全な育成を

図る上で、重要な位置を占めておりまして、その活動を通しまして人間関係を深めてい

くことで、ひいては非行防止にも大きな効果があるものと考えております。 
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校外活動といたしましては、生徒に対しまして、自然や人とのふれあいなどの豊かな

体験活動を通しまして、自然体験や社会体験の不足を補う機会づくりに宿泊訓練事業を

実施いたしました。また、総合的な学習の時間においても助成を行い、保健体育や職業

体験、あるいはボランティア体験など、生徒の生きる力の育成に役立ててまいりました。 

続いて、２９０ページでございますが、小学校と同様、経済的理由によりまして就学

困難な生徒の保護者に対しまして、就学援助を行ったところでございます。 

次に、２９１ページ、第３目保健体育費でございますが、予算現額１，６９３万６，

０００円に対しまして、決算額は１，５４１万２，１８９円で、執行率は９１．０％と

なっています。中学校におきましても、生徒が常に健康な状態で学校生活がおくれるよ

うにと健康管理に努めるとともに、学校給食につきましても、小学校と同様安全で栄養

バランスのとれた給食を磁気食器を使用して実施しております。また、給食にも補助を

実施し、保護者の負担軽減を図りました。なお、給食調理業務に従事する正職員の退職

が続いて、臨時職員の確保も年々困難となっておりますことから、より安定した人員を

確保する方策を検討した結果、経費節減を図るとともに、平成１９年度から学校給食の

調理洗浄業務について、民間委託を順次導入することといたしました。平成１９年度は

斑鳩南中学校において、調理洗浄業務の民間委託を導入したところでございます。 

次に、２９３ページでございますが、第４項幼稚園費でございます。まず第１目幼稚

園費でございますが、予算現額１億３，５９１万９，０００円に対しまして、決算額は

１億３，４３０万３，４２８円で、執行率は９８．８％となっています。幼稚園教育で

は幼稚園教育要領に基づきまして、遊びを中心とした生活を通じ、一人ひとりの個性に

応じた総合的な指導を行い、人間関係の基礎となる豊かな心情や、想像力、物事に自分

からかかわろうとする意欲を培うよう努めたところでございます。 

また、幼稚園におきましても、特別な支援を必要とする園児に対し講師を派遣し、

個々の教育ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善するため、

適切な指導、支援に努めたところでございます。 

続きまして、２９６ページからでございますが、第５項社会教育費でございます。予

算現額４億１，７０６万５，０００円に対しまして、決算額が３億９，５０１万５，３

１９円となっています。執行率は９４．７％となっています。 

まず、第１目社会教育総務費では、予算現額４，２８３万６，０００円に対しまして
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決算額４，１８７万７，２５０円となっています。執行率は９７．７％になっています。

人権教育の推進につきましては、これまで部落問題をはじめとするあらゆる人権問題に

対する正しい考え方への理解と、認識を深めていただくために人権問題特別懇談会を実

施してきたところでありますが、今年度からは人権問題地区別懇談会を廃止し、人権セ

ミナーの充実を図るため、平日だけでなく、土、日曜日にも人権セミナーを実施し、合

計８回の開催で７２６人の参加を得たところでございます。 

次に、２９７ページ、平和展の開催についてでございます。我が国が戦後６０年、世

界諸国に類を見ない、平和な年月をおくっています。戦争を知らない世代に戦争の悲惨

さを伝えるとともに、平和の大切をしっていただく機会として、町立図書館におきまし

て、８月の１カ月間、戦争と平和に関する図書の展示を行い、平和のとうとさについて

啓発したところでございます。 

次に家庭教育についてでございます。家庭は社会の基礎単位であり、すべての教育の

原点であるとともに、社会的存在としての子どもの社会性を伸ばしていくべく役割を担

っているものでございます。核家族化の進む現在社会において、子育てについて学ぶ余

裕のない親、子ども、子育てに不安や悩みを持ちながら孤立しがちな親が、いつでも、

どこでも手軽に学習したり、相談したり、親同士の連帯意識を高め、家庭教育の持つ主

体的責任について、認識をよく深めていただくため、親か主体となった家庭教育学級を

各校、園単位で開設いたしました。年間を通して延べ２９回の学習会を開催し、延べ３

３４人の参加を得たところでございます。今後もより一層、家庭教育の充実を図るため、

保護者の悩みや意見をくみあげ、ともに考え、関係機関との連携や、パイプ役として家

庭教育活動の支援をしてまいりたいと考えております。 

また、家庭教育は地域とのかかわりが非常に大切なことから、地域の教育力の向上を

目指した地域家庭教育講座を２回開催し、地域の人々にも家庭教育の重要性を認識して

いただいたところでございます。 

次に、２９９ページ、青少年教育についてでございます。心豊かな人間の育成を図る

ために、多様な体験活動の機会が少なくなってきている子どもたちに、集団での役割分

担を積極的に行えるよう自主性や、協調性と主体性をはぐくむ場として、小学校４年生

から６年生を対象としたホリデー学園を開校し、４３名の児童の参加を得る中、野外活

動センター等を中心に遺跡探検、スポーツ大会、和風鉄砲づくりといった体験学習等を
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延べ１１回実施いたしました。 

次に３００ページでございます。第２目公民館費でございます。予算現額６，６１６

万円に対しまして、決算額６，３０６万１，７４３円で執行率は９５．３％となってい

ます。公民館は住民の学習意欲にこたえる中核的な役割を果たす施設であることから、

住民の身近な学習、交流活動の場として親しまれる運営を行うとともに、施設の維持管

理に努めているところでございます。昨年の中央、西、東公民館の利用状況は、利用回

数で７，３５３回、利用者数は１１万人となっております。その内訳は中央で４，４９

８回、東で１，６１３回、西で１，２４２回の利用回数となっております。また、利用

人数では、中央で８万９２１人、東で１万６，５５９人、西で１万２，５１４人となっ

ております。１日当たりの利用者数は平均で３５９人となっているところでございます。

公民館事業では、生きがいづくりや、知識、技術の習得を図るため、生涯学習の機会づ

くりの場として、１９の公民館教室を開催し、３１１人の受講生がございました。教養

講座では、生活経済講座、文学講座と、これまで実施してきました女性学級、高齢者学

級、歴史教室を女性講座、高齢者講座、歴史講座として本事業に統合し、５講座で延べ

８６１人の受講者がございました。 

また、これら公民館における学習成果の発表の場として、３月１６日から１８日の３

日間、中央公民館におきまして、公民館祭りを開催し、９７６人の参加者、見学者を得

たところでございます。そのほか、公民館を利用した学習等に伸１５３団体、２，３２

２人が利用され、それぞれの資質の向上に努められているところでございます。 

次に、３０３ページでございます。第３目文化祭費でございます。予算現額１５７万

４，０００円に対しまして、決算額１３４万１，０８２円となっています。執行率は８

５．２％となっています。芸術、文化の振興と芸術、文化に接する機会と、知識の向上

を図ることを目的に、斑鳩町文化振興財団と連携し、斑鳩の里文化芸術祭を１１月３日

から６日の４日間、いかるがホールにおいて開催をいたしました。美術展覧会、文化財

の遺物展示などのイベントを開催したところ、９７１人の参加や見学者を得たところで

ございます。 

次に、３０４ページ、第４目文化財保存費でございます。予算現額２億２，７９９万

９，０００円に対しまして、決算額は２億１，２２３万２２１円となっております。執

行率は９３％となっています。まず、発掘調査についてでございます。町内遺跡発掘調
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査におきましては１件の個人住宅建設に伴う緊急発掘調査を実施するとともに、国庫補

助事業により実施した発掘調査の調査概要報告書２冊の取りまとめをしたところでござ

います。また、公共事業に伴う発掘調査として、都市計画道路法隆寺線建設及び（仮

称）総合福祉会館建設に伴います発掘調査を実施いたしました。 

次に、文化財啓発事業といたしまして、平成１６年度及び１７年度の発掘調査により

出土いたしました法隆寺の焼けた壁画等の調査成果をもとに、法隆寺若草伽藍跡歴史講

演会を開催し、約３００名の参加者を得たところでございます。 

また、先ほど説明させていただきました斑鳩の里文化芸術祭におきまして、平成１７

年度に実施した発掘調査により出土した主要な遺物を展示し、「町内遺跡出土遺物展」

を開催し、約５００名の見学者を得たところでございます。 

次に、史跡藤ノ木古墳の整備についてでございます。史跡整備工事の実施設計に基づ

きまして、石室及び墳丘の保存修理を含めた史跡整備工事に着手し、平成１８年度分に

つきましては、３月に竣工をいたしております。 

次に、史跡中宮寺跡につきましては、史跡公園として整備を行うため、史跡地の買い

上げを実施いたしました。平成１８年度には、１，３１８平米の史跡地の買い上げを行

い、これにより史跡指定地全域の公有化が完了したところでございます。（仮称）文化

財活用センターの整備につきましては、旧法務局建物及び用地及びその東側隣接地の利

用地の公有化をし、事前の発掘調査を実施するとともに、実施設計の作成を行ったとこ

ろでございます。 

次に、３１０ページでございます。第５目青少年野外活動センター管理運営費でござ

います。予算現額１１３万９，０００円に対しまして、決算額８９万４，２４５円とな

っています。執行率は７８．７％となっています。主にセンター内の維持管理と指導員

の配置を行い、７月１日から９月３０日までの利用期間内で９団体、３１１名の利用が

ございました。自然の中での体験学習に親しんでいただいたところでございます。 

次に、３１１ページ、第６目図書館管理運営費でございます。予算現額７，７３６万

円に対しまして、決算額７，５６１万７７８円となっています。執行率は９７．７％と

なっています。平成１８年度の図書館利用者は１８万９，２１６人となっており、開館

以来の利用者の累計は２００万２，１３２人となっています。図書館の業績評価になり

ます図書の貸し出す冊数は３７万６，８０３冊、予約受付件数が１万５，２６５件とな
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っております。全国平均を上回っているところでございます。 

次に、図書館行事でございますが、学齢前の子どもたちに行っています絵本の読み聞

かせや、小学生対象の１日図書館員。子ども工作教室。図書館で不用になった本を再利

用していただく、もらってください！リユースブックなどの事業を実施いたしました。 

また、平成１７年５月に作成しました斑鳩町子ども読書活動推進計画に基づきまして、

その実施計画を推進するとともに、学校との連絡を密にしているところでございます。 

次に、図書館の蔵書は、３月末現在１３万７，８３４冊で、一般書が１０万４，９４

２冊、児童書が３万２，８９２冊となっています。なお、図書収集については、主に斑

鳩町を中心とした地史類の収集に留意して行っているところでございます。 

次に、３１４ページでございます。第６項保健体育費でございます。予算現額６，７

１９万６，０００円に対しまして、決算額６，４４１万４，５２２円となっています。

執行率は９５．８％となっています。スポーツを生活に欠かせない文化として、生活に

根づかせ、だれもが人生のあらゆる場面で、いつでも、どこでもスポーツに親しむこと

ができ、また健康でゆとりある生活や、生きがいのある心豊かな社会の形成を実現する

ため、住民一人１スポーツを目標に体育施設の整備、充実を図るとともに、スポーツ大

会の開催、各スポーツプログラムの提供などに努めています。 

第１目の保健体育総務費では、予算現額２，３６０万７，０００円に対しまして、決

算額が２，２９６万４，８０９円となっています。執行率は９７．２％となっています。

住民の生涯スポーツの振興を図るため、スポーツ大会の開催や、各スポーツ種目の普及、

指導に努めている体育協会はじめとする競技団体に対し支援を行ってまいりました。 

次に、本年２月に実施いたしました三塔健康走ろう会並びにいかるがの里法隆寺マラ

ソンでは、町制６０周年を記念し「聖徳太子マラソン」として、法隆寺南大門前をスタ

ート、ゴール地点とする中、全国各地から２，１３７名の参加を得て、各関係機関、ボ

ランティアの協力のもと盛大に開催をいたしました。今後も引き続き、町の一大スポー

ツイベントとして、大会運営の充実発展を図ってまいりたいと考えております。 

次に、学校体育施設開放事業でございますが、地域住民にとって、最も身近に利用で

きるスポーツ施設として、また地域のスポーツ活動の拠点として、小学校体育施設を土

曜、日曜日及び平日の夜間に住民に開放し、年間を通じて協力スポーツクラブなど、２，

１８９回の利用がございました。今後も施設の有効利用を図ってまいりたいと考えてお
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ります。 

次に、３１５ページ、第２目町民体育大会費でございます。予算現額１１９万円に対

しまして決算額１１７万６，４６６円となっています。執行率は９８．８％となってい

ます。多くの住民が気軽に楽しいスポーツを通して交流を深め、住民相互の連携を図り、

地域の一体感や、活動を醸成することを目的に、町民に体育大会を開催いたしました。

町内各地区よる約３，５００人の参加を得たところでございます。今後も引き続き、町

民全員が一同に介する最大のスポーツイベントとして、また住民相互のコミュニティづ

くりの場としていただくために大会の運営充実に努めてまいりたいと考えております。 

次に、３１７ページ、第３目健民運動場費でございます。予算現額３２５万７，００

０円に対しまして、決算額が３０６万７，５４０円となっています。執行率は９４．

１％となっています。健民運動場は住民の屋外スポーツの中心的拠点として、常に良好

な状況で使用できるよう維持管理に努めてまいりました。年間の利用回数は５８４回、

２万４，２５０人の利用でございます。 

次に、３１８ページでございます。第４目町民プール運営費でございます。予算現額

８２９万９，０００円に対しまして、決算額７９２万６，７３１円となっています。執

行率は９５．５％となっています。７月１日から８月３１日までの２カ月間の開場期間

に対しまして６，１２４人の利用がございました。利用者の内容は、大人が２，０６５

人、子どもが小人が４，０５９人となっています。また、運営につきましては、安全確

保の徹底を行い、特に幼児をはじめとする子どもの安全を図るため、保護者同伴での来

場を徹底するためのチラシなどを配布し、事故防止に努めたところでございます。今後

も安心して利用していただくために、万全な体制で管理運営に努めてまいりたいと考え

ております。 

次に、３１９ページでございます。第５目生涯スポーツ推進事業費でございます。予

算現額４２万６，０００円に対しまして、決算額３４万７，４０３円となっています。

執行率は８１．５％でございます。子どもわんぱくスポーツ教室及び幼児とその保護者

を対象とした親子体操教室など、多様な世代を対象としたスポーツ教室を開催いたしま

したところ、３０１名の参加がございました。スポーツを通して楽しく体を動かすこと

により、体力の向上や、精神的なストレスの発散と、心身の両面にわたる健康の保持、

増進に努めたところでございます。 
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次に、３２０ページでございます。第６目すこやか斑鳩・スポーツセンター運営費で

ございます。予算現額３，０４１万７，０００円に対しまして、決算額２，８９３万１，

５７３円となっておりまして、執行率は９５．１％となっています。本町のスポーツ施

設の拠点として、住民の健康づくり、体力づくり及びレクリエーションの場として、ま

た、住民相互の交流の場として適正な管理運営に努めました。アリーナ、道場をはじめ

とするスポーツ施設の利用者は１０万９，３２９人となっております。今後も適切な管

理運営に努めるとともに、住民のニーズにこたえるようスポーツメニューの提供に努め

てまいりたいと考えております。 

以上が教育行政にかかります決算の状況でございます。よろしくお願いいたします。 

○里川委員長 ただいま説明が終わりましたので、第９款教育費について、主要な施策の

成果報告書２６８ページから３２１ページにわたりまして質疑をお受けしてまいりたい

と思います。委員の皆さんの方で、どうぞ、それぞれ質疑お受けいたします。 

  紀委員。 

○紀委員 ２８５ページのＡＥＤの配置なんですが、小学校にもあったように思うんです

けども、訂正で中学校とされましたけれども、小学校に置いてあったように思うんです

が、どうでしょうか。 

  野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 小学校にも各校１台ずつ設置させていただいています。 

○里川委員長 紀委員。 

○紀委員 その配置の件なんですけれども、小学校で日曜日にサッカーとか、野球もされ

ている青少年の方おられまして使っておられるわけなんですけども、そのＡＥＤが職員

室とか、かぎのかかる中に置かれているようなんですが、もし本当に使うとしたら、職

員室のかぎをやぶって入るような状況になると思うんですけども、その辺の配慮はどん

なもんかと思いまして。 

○里川委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 これにつきましては学校開放の事業の関連もございますんですけど、

学校に設置しておりますのは、あくまでも児童・生徒の安全管理という意味で、授業の

時間帯、学校に子どもおる間の時間帯ということで設置しておるんですけれども、後、

学校開放で使用されている場合、土日のまた夜間、体育館等での使用の場合のＡＥＤ設
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置につきましても、これにつきましての使用につきましては、おっしゃっていただけれ

ばいつでも貸し出しはできるという、体育館にも１台設置しておりますので、そちらの

方も利用していただければというふうに考えております。 

○里川委員長 紀委員。 

○紀委員 ただ、かぎのかかったところに置かれてあるんで、いざ使おうとなったときに

使えないということで、あるのに使えないというのはもったいないような気がするんで

すけど。 

○里川委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 今、紀委員おっしゃるとおりだと思います。これについては、利用状況、

使用方法について、学校と利用団体と１回調整させていただいて、管理の問題もござい

ますので、その辺を調整させていただいて、活用できるようにしたいというように思い

ます。 

○里川委員長 紀委員。 

○紀委員 できるだけ活用できるように、そうなるようにお願いして終わっておきます。 

○里川委員長 ほかに委員の方で。 

  西谷委員。 

○西谷委員 ２９７ページの人権教育の推進なんですが、実際に今、人権教育の研修会や

っていてなかなか人が集まらないんで、各種団体に動員をされるんですが、午前中も同

僚議員からあったように動員というのは、行かされているという感覚の中で、余り教育

の成果は上がらないように思いますし、基本的にやっぱり動員をせんでもできるような

形で、私は企画をされるべきではないかなということを思います。実際にもうそれが例

えば、人権いうても人が例えば集まらんような状況やったら、それはそれでもう少し人

権教育というそういう冠を取って、住民がちょっと聞きたいなと思うような、そういう

タイトルの中で、実際にされて、実は講演の中では、人権教育の中にも入っているよう

な内容も含まれて、私は方向をかえた方がいいの違うかなというふうに思いますので、

その辺のところちょっと考え方を聞かせていただきたいのと。 

それと、３０６ページの中で古文書の保全整備ということで、安田家の古文書の調査

を実施されているんですが、斑鳩町でこういう古文書の講習会というんですか、そうい

うのをされているのかどうかということをお尋ねしたいんです。 
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○里川委員長 清水生涯学習課長。 

○清水生涯学習課長 まず、おっしゃいます人権教育の推進という中で人が集まらないと

いうことでございますが、以前、１６年、１７年までは地区別懇談会ということで、一

応、斑鳩町の地区を一通り回らせていただいて、なかなかこれも人が集まらないと、１

８年度からそれを踏まえた中で、それをやめて人権セミナーという形で年６回、１８年

８回ということで開催させていただいております。その中で、なかなか、以前は同和問

題、人権イコール同和問題ということでございましたが、１８年度からはいろいろな問

題の少子高齢化とか、女性の社会進出というふうな内容で開催いたしております。その

中でも冠に人権をなくしたらということでございますが、今のところまだ人権というこ

とで、内容は以前とはかわっております。 

  それと、あと人が集まらないという中でも、来ていただいたらやはりそういう話を聞

いていただいて、再認識していただくのか、そういう自分に意識を持っていただくとい

うことで、また地元へ帰ってそういうことの中で、それぞれいろいろな形で、自分のた

めになるというようなことだと思います。人権教育のこととか。 

○里川委員長 古文書の件、そしたら栗本教育長。 

○栗本教育長 町で整理の講習ですね、整理方法の講習してはるとこというのはちょっと

聞いてないんですが、ことしでしたか、県立情報館の方でそういった講習も実施されて

いるというふうに聞いております。古文書の読むとかなんとかいう学習をしておられる

団体は知っておりますけれども、そういう方が整理までしておられるかどうかというの

はわかりません。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 僕が言っているのは、古文書の今、自主グループで何かしてはるようなとこ

もあるんですが、そういうのを自主でやっているのは自主でやっているのですが、町と

して結構斑鳩町には地域、地域の古文書というのはまだまだいっぱいあって、それがそ

のままどっちか言うたらほうっているような感じの部分がまだあるんやないかと思うん

です。それで、今後、代がかわってきたら斑鳩町の古文書、その地域の古文書そのもの

を斑鳩町で保管、管理して、それで片方ではこういう古文書を読む住民のグループを育

成して、そういうことをもっと住民の手を借りて、その古文書を解読してもらって、古

代の歴史はあるんやけど、中世から近世にかけてのそういう斑鳩町の歴史みたいなもの
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を、住民の手で発掘してもらうような、何かそういうシステムってというのは僕は必要

かなと思うんです。たまたまこう安田家みたいわかってはる人はいてはって、その息子

さんがこういうのを寄附しますはという感じになればいいけど、まだまだ地域の古文書

というのは、興留にしても、目安とかいろいろなとこあるん違うか、それが実際に自治

会長がずうっとかわっていく間に、紛失はしないのかな、一遍そういうのを町の方で責

任持って保管させてもらう、あるいはちゃんと保管して残しますみたいな形で、地域に

手つかずで置いてある古文書を引き上げて、町の方で保全してというそういう計画のも

のをちょっと考えてもらえへんのかなと思うんですが、どうですか。 

○里川委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 古文書を読むということについては、今申し上げましたように、図書館の

職員が県の情報館の方に行って、そういう勉強を今もやっています。今、町内のそうい

う有識者の方がしていただくというのもいいのかもわかりませんが。 

  それともう一つは、古文書の自治会で持ってはるものについて、なかなか寄附という

のはしていただけないのが現状です。やっぱりその村、村の宝として、あるいは経緯と

してやっぱり保存しておきたいというのが非常に多いです。一部、龍田町の方でありま

した資料一部、個人で持っておられたものは寄附いただいて、公民館の方で整理して保

管をいたしております。なかなか各村、まちである資料というのはなかなか出てこない。

個人についても、調査に行かせていただきたいんですけど、なかなかいらわれるのがか

なわんいうのがあるんだろうと思うんです。そういう寄附していただきたいというのは

なかなか御理解いただけない。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 私は、昔の興留のところで話したときに、本当に段ボール箱どころやない、

ふとん箱ぐらいの大きなところに、そういう興留の古文書やねんという形であってとい

う話を聞いていて、実際に斑鳩町の町史を見ても、かなり近世の部分が抜けている。実

際、そういうところがある意味では、斑鳩町のずうっと庶民の歴史の営みやと思うんで

すが、そういうところ欠けている中世から近世にかけての部分を、やっぱり私はすると

したら、こういう古文書を通じてしか不可能やないか。今、教育長言われましたけど、

なかなか寄附してもらえない、寄附やのうても保管という形で、実際にその地域でそし

たら、宝物やからというてそういう扱いをされているかというたら、どうも自分とこの
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地域見ても、よその地域見てもそこまではいってないかな。仮にそういう呼びかけたら、

結構、地元で保管するよりは町で保管します言うたら、そんなんが逆に出てくるの違う

かなと、僕は素朴に思うので、ちょっと検討していただきたいと思います。結構です。 

○里川委員長 ほかに。 

  吉野委員。 

○吉野委員 今、古文書の話が出ていまして、実は私も古文書を読む会という会に所属し

ておりまして、確かに例えば法隆寺と太閤秀吉との関係の力関係とか、神南との関係と

か、大変興味深くて、しかも必要というか、そういう古文書を今、河野先生中心の講座

で読ませてもらっています。ところが、人数が５名でして、もっとたくさんの人に参加

してもらえたら、これ公民館活動の中の一つでありまして、たくさんの方に参加しても

らいたいなと私は思って、河野先生どうでしょうか、私、自分個人の新聞みたいなの出

すときに、こういう会がありますよといって出してもいいんでしょうかねって相談しま

したら、先生、慎重な方でして、公民館活動でそういう広告を出して人を集める、全体

に対していうんですか、ほかの公民館活動に対して集めるのはいいけども、私の分だけ

をこうして集めてもらうのは大変うれしいけども、ちょっとどうかなという話があった

んですけども、それはどうでしょうかね。個人の新聞みたいなもので公民館活動の募集

などをしていいものでしょうか。そしたらおまえに任せるといわれたらそれだけの話か

もしれないけど、どんなもんでしょうかね。公民館活動について。 

○里川委員長 清水生涯学習課長。 

○清水生涯学習課長 今おっしゃっておられる公民館活動、公民館教室、例えば、その中

で公民教室というのは、生きがいづくり、知識や技術の習得を図るためにと、趣味、そ

れから、団塊世代の方等がそれをきっかけづくりにするのが公民館教室ということで、

一応目的ということであげております。それを今おっしゃる中では、その後に卒業され

た方が自主学習グループという中で、今、１５０団体ぐらい学習、生徒さんが２，００

０人ほどおられます。そこらでそういう活動等をやっておられます。それに限っていた

だいたら思うんですけども。 

○里川委員長 吉野委員。 

○吉野委員 今、古文書を読む会は、公民館活動では２講座ありまして、同じ先生がやっ

ておられます。人数が大変少のうございまして、もったいないなと、公民館の広報みた
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いな形でもいいですから、募集できれば、また再募集、先生も望んでますのでお願いし

たいなと思います。以上です。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方でございますか。 

  伴委員。 

○伴委員 ２７５ページの分なんですが、この下の心の教室相談員ということで、先ほど

御説明、教育長からいただいたときに、これは今のところ南中学だけでやられていると、

平成１７年と１８年比べますと、ぐっと数字も相談件数伸びていますし、これ斑鳩中学

の方でもやられるような予定というか、これは試験的にやられているような感じになっ

とるわけでしょうか。ちょっとその辺よろしくお願いします。 

○里川委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 今御質問の心の相談員につきましては、南中学の方で配置させてい

ただいております。斑鳩中学校におきましては、スクールカウンセラー、臨床心理士の

資格を持っておりますスクールカウンセラーを配置しておりますので、南中学の方に心

の相談員を配置させていただきました。配置に関してはそういうことでございます。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方で。 

  辻委員。 

○辻委員 給食費全体ですねんけども、これは総務委員会でもいろいろあって、なかなか

人が寄らないということで、今、自校方式でいろいろされていますけれども、今後、自

校方式をこのままとっていくのか、今、洗浄とか、町に委託されています、全体的に委

託という、やっぱりこれからの財政状況見ながら考えますと、将来的にやっぱりそうい

う方法もええのではないかということも、ちょっと思っておりますので、その辺、研究

されたことがあるのかどうか。すべて自校方式でいくのか、これからそういうことも考

えるのかということを、一遍お考えを聞かせていただきたい。 

○里川委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 給食につきましては、今までから申し上げているように自校方式を続けて

いきたいというふうに考えています。その中で、安全で安心した給食を提供できるよう

にどうしたらいいのかということを考えまして、一部洗浄調理業務を委託しているとい

うことでございます。 

○里川委員長 辻委員。 
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○辻委員 今後将来的にやっぱり、経費面である程度その辺を精査してもらわんならんと

思いますねんけど、それが委託で、全体的に委託するのか、各学校で委託するのかとい

うことも、経費的には全体で委託する方がベターではないだろうかなというふうな気が

しますので、その辺も今後、いろいろ問題もあると思うんですけども、また勉強、研究

してほしいと思います。 

  それと、３１６、３１７ページ、町民体育大会と、健民運動場の関係ですけれども、

ことし健民町民体育大会、かなり盛大で天候もよかったし、盛況に終わっていただき、

毎年成功裏に終わっているということで、地元ではいろいろ選手集めて苦労されていま

すけれども、それは地域でいろいろな方とのふれあいということで、３，５００人いう

ことは、これはもう斑鳩町の最大のイベントということで思っております。その中で、

交通手段、来られる方について、桜池の北側、かなりの自転車で来られ、私も行くのに

ここを通るわけですけど、こっちの方が車もなく裏の方に入りますけれど、あの堤防沿

いといいますか、里道といいますか、その辺がかなり危険みたいな感じで、それと見ま

すと、柵が低くてそこで釣りもされている。子どもが魚釣りされているということで、

かなり危険、最近死亡事故が起きましたので、よそで、その辺の安全対策ということで、

これはもう教育委員会だけではかなり難しい問題もあろうと思いますけれど、土地改良

区との問題もありますし、隣地の所有者の関係もありますので、できましたらこの辺を

散策といいますか、その辺も合わせてテニスコートもありますので、もう少し整備でき

る方法を今後検討していただきたいということの、今までされていると思いますけど、

今後その辺の、かなりの人があそこ通られますので、その辺の整備をできるような格好

でしていただくように、これはもう要望だけでとどめておきます。よろしくお願いして

おきます。 

○里川委員長 今の要望で、私わかりにくかって申しわけないんですが、日常的に散策す

るのに桜池の周辺の整備ということになりますか。 

  辻委員。 

○辻委員 何かいろいろ催しがあるときに必ず裏の方から自転車等で行かれるということ

で。 

○里川委員長 そうしたら散策とかおっしゃっていたんですが、そういう催しのあるとき

にそこが駐輪されたりしてもきちっと、人が通れるようにという意味なのか、駐輪をさ
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せないようにするというのか、どういう意味なのかが、私も申しわけございません、ち

ょっとわかりにくい。 

  辻委員。 

○辻委員 まことに申しわけございません。今回で言いますと、町民体育大会のときに、

たまたまあそこへ裏から北口の桜池北の方を回って行く道あります。その辺のとこでか

なり自転車が置かれていますけれども、そこ通行するのにもかなり危険だということで、

曲がっているし、柵がかなり老朽化もしていますので、入り口が多分ガタガタとなって

あります。管理も、何か管が出たような感じがしていますので、その辺の整備、できた

ら散策道、あの辺ずうっとハイキングコースできて上ってきて、下流の方がちょっとこ

うかなり、多分所有者は調べておりませんけれども、里道でもないし、本来の通り道か

なと思いますけど、できましたら健民運動場とテニスコート行く道ぐらいまで何とか、

今後安全対策。それとまた、先ほど言いましたように魚釣りを柵の間から入れて、魚釣

りされている方が池のとこでおられます。これも危険かなと思いますので、その辺の安

全対策をよろしくお願いしたいと思うんです。これは要望で結構です。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方で、何かございますでしょうか。 

  すみません、私少し聞かせていただきたいんですが、２７３ページの方で、教職員の

健康管理ということであげていただいている中でね、給食調理員さんの特定業務健康診

断あげていただいています。これは多分Ｏ－１５７かなんかの対応なんかなと思ったり

ちょっとしておったんですが、この給食調理員さんにかかわる特定の健診というのは、

年間に何回とか、そういうＯ－１５７でよければそれでいいということでも結構です。

検査項目と年間何回するのかということについて、ちょっとまず教えていただきたいと

思います。 

  野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 今御質問の給食調理員の特定業務の健康診断でございます。これに

つきましては、職業病といいますか、指曲がり症の検査でございます。それと、健康診

断につきましては、町が行っている健康診断、職員の健康診断と合わせましてそちらの

方で受診をしていただいているということでございます。年１回、これで１回というこ

とでございます。 

○里川委員長 それと申しわけございません、Ｏ－１５７の検診というのかな、それは検
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査についてはどんなふうにされているんですか。 

  野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 Ｏ－１５７に対する検診でございますけれども、これは検便でござ

いまして毎月、検査ということで、県の栄養職員とともに調理員の検便の検査を実施し

ているということでございます。 

○里川委員長 毎月でいいんですね。 

  そうしますと、給食の方の調理洗浄業務を１８年度で委託契約をする中で、その契約

の中で、学校の給食に従事をしていただく関係者の方々に、Ｏ－１５７の検便というん

ですか、その検査を毎月やっていただくということについては、町の方から業者の方に

は言っていただいているんでしょうか。 

  野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 これも業務基準にございまして、その中でうたっております。実施

するようにということになっております。 

○里川委員長 それと、本年、放送教育、視聴覚教育の研究大会が奈良県、しかも斑鳩町

で行われるというふうに、昨年から私もお聞きしておりましたので、いろいろこの間に

どういうふうに準備というか、やはり会場になるということでは、一定その設備の充実

などに向けての調査や、また、補充、補修なども行われてきたのかなというふうにはち

ょっと感じておったんですが、１８年度の決算を見る中では、そういう部分については

よくわかりませんので、１８年度決算の中で、そういうことし行われる視聴覚放送教育

研究大会についての話し合いというんですか、斑鳩が会場になることから、どういうふ

うな斑鳩町としては、それを研究大会の会場となることを受け入れるための準備という

んですか、そういうのを考えられたのかということを少しお聞かせいただいておきたい

なと思います。 

  野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 これ関連、１９年の予算の関係にかかってくると思うんですけれど

も、本年１９年１１月１６日に町開催予定ということでございます。会場が全体会はい

かるがホール、あと保育所、それから、幼稚園、各小学校の方で分科会といろいろ行わ

れる予定でございますけれども、助成金と負担金という形で町の方から出させていただ

いております。あと、各幼稚園、それから、小学校につきましては、各々教材を持って、
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今ある視聴覚教材というのも持ち合わせて、中で研究してやっていこうということでご

ざいます。１台、ビデオか何か１台を買ったような記憶あるんですけど、何かそういう

形で用意はさせていただいております。各幼稚園ごとによりまして、そういった研究の

研修会がございますので、いろいろ研修にも参加していただいて準備を進めていただい

ているという状況でございます。 

○里川委員長 １９年度予算ということでしたが、実は１８年度から幼稚園なんかでも、

視聴覚教育の研究をもう既に実施されている状況を私も存じ上げておりましたものです

から、そういう点では、１８年度から一定の手当というのか、準備に向けての何かして

いただけておったのかなというのが、少し気になっておりましたので、お尋ねをさせて

いただきました。 

  それと、申しわけございません。先ほど、ＡＥＤの利用のことで他の委員さんからも

出ておったんですが、そのＡＥＤのことについて、私も一つだけちょっと気になること

がございまして、役場の１階にもＡＥＤ設置していただいておりますし、最近あっちこ

っちに置いてはいただいております。けれども、私自身もＡＥＤは今の段階ではいきな

りではよう使わない状況ですが、ごく一部の職員さんだけが体験したり、研修したりと

かいうことではなく、より多くの町民さんであったり、職員さんであったり、そういう

体験をするというようなことがもっと必要なのかなと、人間やっぱり急なときには慌て

ますし、やっぱり十分そういった訓練もしておく必要もあるのかなというふうに思って

いるんですが、それについては、ＡＥＤは設置していただきましたが、その後、どのよ

うに対応を、使い方とか、どういうのについて、どういうふうに対応していただいてい

るのかというのは、お尋ねしておきたいと思います。 

  小城町長。 

○小城町長 このＡＥＤは以前も総務委員会かどこかで発言がありましたが、斑鳩町では

まだ保育所とかには、まだ幼稚園には設置されていない。ただ問題は、今御質問された

ように、ＡＥＤを設置しても、使う関係の方がその中におられるのかということについ

て、これから大きな議論であろうと思います。この間もＰＬ学園の中学校で、ボールが

当たってＡＥＤの装置が置いてなかったら亡くなったとか、いろいろな議論はされてい

ますけれども、ＡＥＤをうまく使って助かったところもございますからね、やっぱりそ

れを今、現時点では、消防の各分団とかそういうとこで講習とかはやっております。で
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きるだけこれからやっぱりそういう点では、まず学校の関係者等についてＡＥＤを作動

する、もし万が一使う場合は、どういう対応をしたらいいのか、そういうことをまずマ

ニュアルをつくっていくことが大事だろうと思います。ただ設置だけしてかて、何も別

に使うときに果たしてそれが機能できるのかという問題がございますから、やっぱりこ

れからの訓練等においては、ＡＥＤの利用というのか、使う方の講習というのか、そう

いうものもこれからやってまいります。 

○里川委員長 せっかく設置をしていただいていますので、その設置していただいたこと

が有効になるように、そういう事故は起こらない方がいいんです。そういう案件が出て

こない方がいいんですけれども、万が一そういうことのために設置をしていただいてい

ますし、そのときに間に合わなければ非常に設置した効果というものがなくてってしま

うということになれば残念なことになりますので、より効果的にそれらが役に立つよう

にという観点で、今、町長も御答弁いただきましたが、今後も努力をしていただきたい

ということをお願いしておきます。 

  ほかに委員さんの方で、教育費についてございませんでしょうか。 

  西谷委員。 

○西谷委員 ３２０ページのテニスコートの利用なんですが、これは以前は健民とか、す

こやかスポーツセンターとか、神南とかって３つ分けられていたんですが、これ一括に

してここであがっている数字なんですか。 

○里川委員長 清水生涯学習課長。 

○清水生涯学習課長 ここにあげている数字は神南と健民と、中央体育館のこの３つを合

計でカウントさせていただいております。 

○里川委員長 ほかに、委員皆さんの方で御質疑はございませんでしょうか。よろしいで

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 それでは、これをもちまして、第９款教育費についての審査を終わらせて

いただきます。 

  次に、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予備費について、合わせて説

明を求めます。 

  池田総務部長。 
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○池田総務部長 それでは、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予備費につ

きまして、合わせて御説明を申し上げます。座って御説明させていただきます。 

  まず第１０款災害復旧費であります。３２２ページからであります。平成１８年度で

は災害を復旧要する災害が幸いにも発生しなかったことから、第１項農林水産業施設災

害復旧費以降の各項の費目において予算の執行は行っておりません。 

  次に、３２７ページの第１１款公債費、第１項公債費であります。歳入歳出決算書で

は１９０ページとなっております。予算現額１３億８，３４４万円に対し決算額は１３

億８，３０６万８，０１１円で、執行率は９９．９％であります。平成１８年度におけ

る町債の状況は、借入額は１１億２，８００万円、元金償還額が１２億１，５３５万４，

２０７円で、年度末の町債残高は８５億９，４２７万８，０００円となり、前年度と比

較して８，７３５万４，０００円減少をいたしております。町債の活用については、本

町は当面する政策課題を克服していくためには、いわゆる特例債の活用も含め、その活

用はやむを得ないものと考えておりますが、将来にわたる財政負担を十分に考慮して、

その対応を図ってまいりたいと考えております。平成１８年度においては、町民のまち

づくりへの参加意識高揚を財政面から図るため、また資金調達方法の多様化の観点から、

ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業にかかる資金について、昨年に引き続き、斑鳩町いきいきの

里債として住民参加型ミニ地方公募債を１億円発行しました。住民の皆様の関心は前回

よりやや低下したものの依然として非常に高く、公開抽選により購入者の決定をさせて

いただいたところであります。 

  なお、平成１８年度の斑鳩町いきいきの里債は、利率は１．１９％で、５年満期一括

償還とし、利払いは年２回となっています。 

  最後に３３０ページ、第１２款予備費であります。平成１８年度では大規模な災害、

緊急を要する施設の修繕等が発生しなかったことから、予備費の充用はしておりません。 

  以上をもちまして御説明とさせていただきます。 

○里川委員長 ただいま説明が終わりましたので、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、

第１２款予備費についての質疑をお受けいたします。委員の皆さんの方から何かござい

ましたらどうぞ。 

  いかがでしょうか。特にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○里川委員長 ないようですので、これをもって第１０款災害復旧費、第１１款公債費、

第１２款予備費についての審査を終わります。 

  これをもちまして、歳出に対する質疑を終結いたします。 

  続きまして、一般会計歳入全般についての説明を求めます。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 それでは、一般会計歳入全般についての御説明をさせていただきます。

これにつきましても座って御説明をさせていただきます。 

  主要な施策の成果報告書の７５ページをお願いしたいと思います。 

  第２表の平成１８年度一般会計歳入決算の内訳をお願いいたします。平成１８年度の

一般会計歳入決算額は第２表のとおり９２億１，７２２万円となりました。前年度の決

算額と比較して４億６，１８８万７，０００円、５．３％の増となっております。その

主な内容についてでありますが、町税が２９億１，９１４万１，０００円で、歳入決算

額の３１．７％を占めており、次に地方交付税は１９億６，９８４万６，０００円で、

決算額の構成比が２１．４％となっており、この二つの大きな柱で歳入の半分以上を占

めております。そのほかには、町債が１１億２，８００万円で、決算額の構成比１２．

２％、国庫支出金が６億７，６１８万１，０００円で、決算額の構成比で７．３％、繰

越金が６億８５３万２，０００円で、決算額の構成比は６．６％、繰入金が５億１５０

万６，０００円で、決算額の構成比は５．４％等となっております。 

  次に、これら歳入の状況についてでありますが、はじめに町税につきましては、恐れ

入りますが７６ページをお願いしたいと思います。第３表に、平成１８年度の町税決算

の状況をお示しいたしております。この表のとおり、町税につきましては、平成１８年

度評価替えにより代替分家屋が減価したことや、土地についても本町の地価が平均４．

７％下落していることなどにより、固定資産税が４，３６９万５，０００円、３．７％

の減少、都市計画税が５４７万５，０００円、４．２％減少したものの、景気の回復の

兆しが雇用所得環境に波及するとともに、定率減税の縮減、生計同一の夫婦内の本則課

税、老年者控除の廃止などの税制改正により町民税が９，１９９万円６．８％増収して

おります。この結果、町税収入全体で対前年度比４，１１９万６，０００円、１．４％

の増となっております。さらに、町税の徴収率につきましても、全体で９３．５％とな

り、前年度の９２．７％と比較して０．８ポイント改善されております。また、平成１
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８年度における町税の不納欠損処分につきましては、１６６件で２，０３１万２，５２

３円を処分したところでございます。 

  次に、地方交付税ですけれども、また７５ページをお願いしたいと思います。次に、

地方交付税につきましては、地方財政計画の圧縮などによりまして、国全体の地方交付

税が５．９％減額される中、本町におきましては、地域総合整備事業債償還費が引き続

き減少していること、及び町民税、所得割が増加しましたこと等により、対前年度比３

億３，１９５万９，０００円、１４．４％の減となっております。 

  次に、町債につきましては、中宮寺跡史跡用地購入事業債、臨時財政対策債、地方特

定道路整備事業債などが減額となったものの、総合福祉会館建設事業債、ＪＲ法隆寺駅

周辺整備事業債などが増額となりましたことにより、対前年度比６，５４０万円、６．

２％の増となっております。 

  次に、繰入金につきましては、本町の課題であります都市基盤整備の一層の推進を図

るため、昨年度に引き続き、公共施設整備基金で１億７，０００万円、都市計画事業整

備基金で１億７，０００万円の活用を図るとともに、本年度においては、なお不足する

財源、やむを得ず財政調整基金で１億４，０００万円を取崩しいたしましたことから、

対前年度比１億３，７４０万円、３７．７％増の５億１５０万６，０００円となってお

ります。 

  次に、国庫支出金につきましては、児童手当にかかる被用者児童手当負担金と、障害

福祉費補助金、国民年金事務取扱交付金などが減少したものの、交通安全施設等整備事

業費補助金、まちづくり交付金、文化財整備にかかる保存整備等補助金などが増加しま

したことから、対前年度比２億９，４６８万１，０００円、７７．２％の大幅な増とな

っております。 

  次に、これら歳入を町が自主的に調達できる自主財源と、その調達を国、県に依存す

る依存財源に分類してみますと、７５ページの第２表１８年度一般会計歳入決算の内訳

のとおり、町税や使用料及び手数料などの自主財源は４４億５，２６８万１，０００円

で、繰入金、繰越金、町税等の増加により対前年度比３億６，９５１万２，０００円、

９．０％の増となっております。 

  また、歳入全体に占める割合は４８．３％となり、前年度の４６．６％と比較して、

１．７ポイント増加をいたしております。一方、地方交付税や町債などの依存財源は４
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７億６，４５３万９，０００円で、対前年度比９，２３７万５，０００円、２．０％の

増となっております。 

  以上、簡単ではございますが、歳入全体についての概要説明とさせていただきます。

よろしくお願いを申し上げます。 

○里川委員長 ただいま説明が終わりましたので、一般会計歳入全般についての質疑をお

受けいたします。 

  辻委員。 

○辻委員 ７６ページのたばこ税書いてますけど、こんなきっちりした数字、従来から端

数、１本当たりなんぼということで言われていますけど、計算方法変わったからきっち

りした数字になるのか。１億８，０００万円、決算は去年は１億８，２９２万６，００

０円で、端数が出てますねんけど、これだけ端数出てないのは。 

  それと、予算額からちょうど１割みたいな感じが、これは減やいうことでわかります

けど、この端数だけこんなきっちりした数字出るのかな。 

○里川委員長 山﨑税務課長。 

○山﨑税務課長 端数の件でございますが、１８年度におきましては１億８，４３３円で

ございます。 

○里川委員長 １，０００円単位やから、１億とんで、えらいとんで、とんでになります

けど、８，４３３円なら、ただの４３３円ですか。ということで。 

  ほかに歳入全般につきまして、委員さんの方で御質問の方はございませんでしょうか。 

  私の方から少しお尋ねをしておきたいんですが、これまでいろいろな説明の中で基金

の取崩しはしない、しないと言いながらも、やはり基金の取崩しの金額はふえてきてお

るというふうに思っております。それでも他の市町村に比べましても、人口規模からい

きましても、現在、基金の残高、ちょっと結構取崩しをしていますので、１８年度末で

は２３億２，５００万円ぐらいのところにきているんですが、今後の歳入に関しまして、

見込みの中での基金の取崩しの考え方につきまして、少し現在の方針をもう一度確認を

させておいていただきたいなと思います。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 まず、財政方針ですけれども、第３次行政改革大綱を作成しております。

その中におきましても、また町の毎年度の町長施政方針の中身でも、町単独でやってい
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くために将来的に基金を取り崩さないでやっていく財政体質にやっていきたいというこ

とで、今日まで取り組んでおりまして、その目的は平成２７年度までには基金に頼らな

いで歳入歳出を均衡をさす、財政体質にもっていくということで取り組んでおりますの

で、そういう趣旨でやっております。この中長期財政指標も提出させていただいており

ます。今回資料といたしまして。その中におきましても、この中には基金の関係はない

んですけれども、平成２７年度には基金に頼らない財政体質にはもっていきたいと考え

ております。そのために経常収支も減らしていくというように取り組んでいきたいと考

えております。当面は、そこの下のこの財政指標の下にありますように、総合福祉会館、

またＪＲ駅前の周辺の整備、学校校舎耐震等、また文化財活動センターの整備がござい

ますので、それらの事業費も勘案しながら、平成２７年度にはそういう体質にもってい

きたいというぐあいに取り組んでいきたいと思っております。 

○里川委員長 平成２７年度まで、均衡させるまでは若干基金、ちょっとここのとこずう

っと取崩し続いていまして、１８年度も少し大きい、１９年度もそういうふうに続いて

きていますので、歳入に見合った歳出になるように計画はしていただいているというふ

うには思いますが、やはり慎重に対応していただきたいということと。 

  あと、都市計画事業整備基金ですね、ここら辺からも、これまで結構、いろいろ事業

行ってくる中で入れてたり、各事業ごとに事業に見合った基金の取崩しというのを行っ

ていただいて、歳入に補てんをしていただいているというふうには考えておりますが、

町長もいつも言われておりますように、単独の町制で後年度に響かないように、今後も

その方針を崩さず頑張っていっていただけたらというふうに思いますし、私たちもこの

基金につきましては、取り崩して歳入に入れている状況というのは、常々気にして見て

おりますので、それにつきましては、慎重にやっていっていただきたいということ、ま

た再度ここでお願いだけしておきたいなというふうに思います。 

  委員さんの方から、歳入全般について、何かございませんでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 ほかにないようですので、これをもって歳入全般に対する質疑を終結させ

ていただきます。 

  ただいまから１５時５分まで休憩とさせていただきます。 
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（午後 ２時４６分 休憩） 

（午後 ３時０５分 再開） 

○里川委員長 それでは再開をいたします。 

  次に、認定第３号 平成１８年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定についての審査に入ります。 

  これについて説明を求めます。 

  西本住民生活部長。 

○西本住民生活部長 それでは、御説明に入ります前に、まず議案書の方を朗読させてい

ただきます。 

  認定第３号 

平成１８度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の認定を求めます。 

  平成１９年９月３日提出 

斑鳩町長 小 城 利 重 

  それでは、平成１８年度の国民健康保険事業特別会計の決算の概要につきまして、御

説明を申し上げます。座らせていただきます。 

  国民健康保険事業につきましては、国民皆保険の理念のもと、自営業や農業従事者、

また被用者保険に加入していない方々が加入する地域保険制度でございます。この国民

健康保険は斑鳩町が保険者となり、法令に基づき特別会計を設けて医療保険を運営して

おります。 

  それでは、主要な施策の成果報告書３３２ページをごらんいただきたいと思います。 

  国民健康保険を取り巻く状況は、被保険者の高齢化や、医療技術の進捗等に伴い、医

療費は年々増加する傾向にある一方、その財源の一つである国の療養費負担金の負担割

合が減少し、また保険税収入に伸びがない中、非常に厳しい状況にあります。このよう

な状況の中、予算執行に当たりましては、歳入につきましては、税収の確保に努め、歳

出につきましては、経費の節減、合理化、運営の効率化に努めましたが、平成１８年度

国民健康保険事業特別会計決算は歳入決算額２３億３，５１１万３９１円、歳出決算額

２８億５，５００万８，８６１円で、歳入歳出差引５億１，９８９万８，４７０円の歳
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入不足となりました。この額からさらに繰り越すべき財源１，３７７万５，０００円を

差し引いた額５億３，３６７万３，４７０円が実質的な赤字となり、このため平成１９

年度会計におきまして、同額の繰上充用の予算措置を行い決算を終えております。なお、

平成１８年度療養給付費等国庫負担金において、５８２万６，８５４円、また療養給付

費交付金において９１４万１，６２０円が翌年度精算されることから、これを勘案いた

しますと、実質的な収支額は５億１，８７０万４，９９６円の赤字となります。 

  歳入歳出それぞれの決算額を前年度と比較いたしますと、歳入では５，８６０万５２

９円、２．６％の増、一方、歳出では２億３，６４０万１，７４８円、９％の増となり

ました。 

  それでは、決算の状況につきまして、歳出の部よりそれぞれ款ごとに御説明をいたし

ます。 

はじめに、３３４ページ、第１款総務費であります。総務費は款全体では予算現額６，

４９７万２，０００円に対しまして、決算額４，５４７万１，５５２円で、６９．９％

の執行率となっております。 

３３４ページから３３５ページまでの第１項総務費、第１目一般管理費では、予算現

額４，７１５万９，０００円に対しまして、決算額２，９４３万５，８８３円で執行率

は６２．２％であります。国民健康保険事業に携わります職員の人件費及び事務の執行

にかかります経常経費の支出が主なものであります。なお、予算現額の中には後期高齢

者医療対応等、電算システム改修にかかります委託料の繰越明許分１，６２７万５，０

００円が含まれております。 

次に、３３６ページから３３８ページまでの第２項徴税費、第１目賦課徴収費では予

算現額１，６４７万５，０００円に対まして、決算額は１，４８８万５６９円で執行率

が９０．３％であります。国民健康保険税の賦課徴収にかかります経費として、職員の

人件費、徴収嘱託員の賃金、賦課事務の委託料が主なものであります。 

次に、３３９ページの第３項運営費、第１目運営協議会費では、予算現額２９万９，

０００円に対しまして、決算額は２５万８，３００円で、執行率は８６．３％でありま

す。会議を４回開催し、国民健康保険税の税率改定などについて御審議をいただきまし

た。 

次に、３４０ページの第４項趣旨普及費、第１目趣旨普及費では、予算現額１０３万
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９，０００円に対しまして、決算額は８９万６，８００円で、執行率は８６．３％であ

ります。国民健康保険制度の周知用冊子を配布し、制度理解啓発に努めました。 

また、エイズについて正しい知識の啓発のための冊子の配布を行いました。 

続きまして、３４１ページから３４６ページにかけての第２款保険給付費であります。

保険給付費全体では予算現額１９億６，０４６万６，０００円に対しまして、決算額は

１６億８，９６３万７，３９４円で、執行率は８６．２％であります。この科目は、当

会計算出予算の過半を占める科目でありまして、国民健康保険事業の中核をなすもので

あります。 

それでは、３４１ページの第１項療養諸費であります。項全体ては予算現額１７億８，

３０９万５，０００円に対しまして、決算額は１５億４，２３４万５，８２８円で、執

行率は８６．４％てあります。療養諸費全体では前年度より６，０２５万７９８円、４．

１％の増となっております。診療報酬の引下げによる保険給付への影響が期待されまし

たが、被保険者増加による受診の増加、特に退職被保険者等にかかります療養給付費が

９．４％増加したことが保険給付全体を伸ばしたことになるものと考えられます。これ

からの数年は、団塊の世代が定年退職を迎える時期であることから、この傾向がさらに

強く出るものと予想されるところであります。 

次に、３４３ページ、第２項高額療養費であります。項全体では予算現額１億５，９

２７万１，０００円に対しまして、決算額は１億３，３１４万１，５６６円で、執行率

は８３．５％であります。前年度と比較して６０８万２，３３７円、４．４％の減とな

っております。しかし給付件数が今年度１，７３４件となっており、前年度と比較しま

すと１６３件、１０．４％の増となっております。 

次に、３４２ページの第３項移送費については、給付事案がありませんでした。 

次に、３４５ページ、第４項出産育児諸費であります。項全体としまして予算現額１，

３６０万円に対しまして、決算額は１，０７５万円で、執行率は７９％であります。給

付件数は３３件でありますが、給付金額は年度途中で変更があり、９月までは１件当た

り３０万円、１０月以降は１件当たり３５万円であります。前年度と比較いたしまして

９件、３５２万円の増となっております。 

次に、３４６ページの第５項葬祭諸費であります。項全体としまして予算現額４４０

万円に対しまして、決算額は３４２万円、執行率は７７．７％であります。給付額は１
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件当たり２万円で給付件数は１７１件となっております。前年度と比較いたしまして３

件６万円の減となっております。 

次に、３４７ページの第３款老人保健拠出金であります。款全体では予算現額４億５，

４８５万４，０００円に対しまして、決算額は４億５，４８５万３，３１８円で執行率

は９９．９％であります。老人保健制度への拠出金は各医療保険者が負担しあうことと

なっており、斑鳩町国民健康保険も、その一保険者として社会保険診療報酬支払基金に

拠出いたしました。前年度と比較いたしますと２，２８５万７，０５６円、４．８％の

減となっております。４年連続の減少であり、全国的に老人保健事業の給付規模が減少

していることと、また、同事業の公費の負担割合が増加したことによる医療保険者の負

担割合の減少が原因と考えられます。 

次に、３４８ページ、第４款介護納付金であります。款全体では予算現額１億６，４

５５万７，０００円に対しまして決算額は１億６，４５５万６，７５６円で、執行率は

９９．９％であります。 

介護保険の第２号被保険者にかかる介護給付費納付金として、社会保険診療報酬支払

基金へ納付いたしました。前年度と比較いたしまして４９万８，４９６円、０．３％の

増であり、近年では増加率が著しく低いものとなりました。 

次に、３４９ページの第５款共同事業拠出金であります。款全体で予算現額１億２，

８８９万４，０００円に対しまして、決算額１億２，７９３万６，９９８円で、執行率

は９９．２％であります。共同事業の主たるものは、高額医療費共同事業及び保険財政

共同安定化事業にかかる拠出であります。二つの事業とも高額な医療給付の発生による

国民健康保険財政の影響を緩和するため、奈良県下の市町村が共同で資金を拠出しあい、

高額医療費を支払った市町村に交付金を交付する事業で、財政にかかりますリスクを広

域的に負担するというものであります。これまでは１件７０万円、月額でありますが、

これを超える医療費が対象の高額医療費共同事業だけでありましたが、平成１８年１０

月からは、月額３０万円を超える医療費を対象とした保険財政共同安定化事業が導入さ

れました。それに伴い、高額医療費共同事業の対象は、１件、月額８０万円を超える医

療費に改められました。なお、高額医療費共同事業につきましては、国及び県がそれぞ

れ拠出金額の４分の１に相当する金額を負担することとなっております。 

次に、３５０ページの第６款保健施設費であります。款全体で予算現額３０９万５，
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０００円に対しまして、決算額は２８９万６，１４７円で、執行率は９３．５％であり

ます。被保険者に対する医療費の通知にかかる経費として１９３万１７９円、また人間

ドック検診・受診助成事業として９６万５，９６８円を執行いたしました。医療費につ

いては年６回実施、また人間ドック検診の助成受給者は５２人でありました。 

次に、３５１ページ、第７款公債費については未執行でございました。 

３５２ページ、第８款諸支出金であります。款全体では予算現額２，７７４万２，０

００円に対しまして、決算額は２，７５５万９，４４５円で、９９．３％の執行率でご

ざいます。平成１７年度に超過交付となりました国の負担金等の償還と、過年度収入分

の国民健康保険税の還付がその内容であります。 

次に、３５３ページの第９款予備費について、これは未執行でございます。 

次に、３５４ページの第１０款前年度繰上充用金であります。平成１７年度決算にお

いて、歳入不足が生じましたことから、その不足額３億４，２０９万７，２５１円を平

成１８年度におきまして措置いたしました。 

続きまして、歳入の決算状況について御説明をいたします。 

３３２ページにお戻りいただきたいと思います。 

第１款国民健康保険税でございます。予算現額８億１，８３０万円に対しまして、決

算額は７億２，０５４万１，４９２円であります。この表につきましては１，０００円

単位でございますので、説明は端数まで申し上げております。このうち、平成１８年度

課税の調定額７億４，５５４万９，７００円に対しまして、収入額は６億９，２６４万

２，６００円、収納率９２．９％であります。前年度と比較いたしますと調定額では７

９７万５，０００円、１.１％増、収入額では７７５万５，２６０円、１．１％の増で

あり、収納率はほぼ前年並でありました。滞納繰越分につきましては、調定額２億６，

４９２万５２４円に対しまして、収入額２，７８９万１，８９２円、収納率１０．５％

となっております。前年度と比較いたしますと、調定額では１，２１９万５，１７０円、

４．８％の増、収入額では１８６万５，７８９円、６．３％の減、収納率では１．３ポ

イントの減となりました。 

国民健康保険税の収納については、従来より特別徴収対策本部による対応や、口座振

替の推進等を行い、収納率の向上を目指してまいりましたが、著しい滞納額の解消には

至っておりません。滞納している被保険者の事情に配慮しつつ、できる限り面談による
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相談を行い、分割納付を進めるなど、納付意欲を減退させないよう努めていきたいと考

えております。 

また、国民健康保険税の税率改定については、国民健康保険運営協議会から税率改定

の答申をいただき、平成１８年１２月機会において、国民健康保険税条例を改正いたし

ました。平成１９年度から新たな税率による賦課を行っております。今回の改定税率で

は、ただちに赤字解消と図れるものとはなっていないことから、保険税収納や、医療費

抑制などに一層努力をいたします。 

次に、第２款国庫支出金であります。一般被保険者にかかる保険給付費、老人保健医

療費拠出金などにかかる国の負担金及び財政調整交付金として６億２，８３９万２，０

３１円を受け入れました。 

次に、第３款療養給付費交付金であります。退職被保険者等の保険給付費、また老人

保健拠出金に充当するために、社会保険診療報酬支払基金より、５億７，９０２万７，

０００円を受け入れました。 

次に、第４款県支出金であります。高額医療費共同事業拠出金にかかる県の負担金及

び財政調整交付金として９，６３２万３５１円を受け入れました。 

次に、第５款共同事業交付金であります。高額医療費共同事業及び保険財政共同安定

化事業の交付金として１億２，４６５万５６円を受け入れました。 

次に、第６款財産収入であります。国民健康保険財政調整基金の運用によりまして、

預金利子３万８，１５４円を受け入れました。また、同額を当基金に積み立てておりま

す。 

次に、第７款繰入金であります。保険基盤安定職員給与費等、事務経費、出産育児一

時金、財政安定化支援事業にかかります所要額、合わせて１億７，９８０万２，９８７

円を一般会計から繰り入れいたしました。 

次に、第９款諸収入であります。６３３万８，３２０円を受け入れました。被保険者

の保険給付にかかる第三者行為損害賠償納付金、高額医療費共同事業の積立金を精算し

た収入が主なものであります。 

以上で、平成１８年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計の御説明とさせていただきま

す。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○里川委員長 説明が終わりましたので、これに対しての質疑を委員の皆さんからお受け



－ 91 － 

していきたいと思います。 

  伴委員。 

○伴委員 ３５０ページの人間ドック検診の受診費用の助成費なんですが、これもう今年

度は５２人と、前年度は５３人、これは何か条件みたいなやつがこれ、私ちょっと制度

がわかりませんねんけど、そういうような形でこれを受けるには、条件か何かがあるわ

けでしょうか。 

○里川委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 条件といたしましては、国民健康保険の被保険者であること、それ

から、斑鳩町に１年以上住んでおられること。あるいは基本健康診査を受診されていな

いことなどでございます。なお、助成額でございますけれども、検診にかかった費用の

２分の１で、２万円を上限とさせていただいております。したがいまして、最高であれ

ば予算現額１００万円につきましては、その２万円の５０人分を見込ませていただいて

おったところですけれども、人間ドック検診で４万円かからなかった方もおられ、その

部分で今年は５２人助成をさせていただくことができたということでございます。 

○里川委員長 今の説明の中で、条件一つ抜けているの違うかな。町税の完了のあれがあ

ったん違いますかね。 

  植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 申しわけございません。町税、国保税に滞納がないということも条

件の一つであります。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方で質問はございませんでしょうか。 

  すみません、そしたらちょっと私お尋ねさせていただきたいと思うんですが、国民健

康保険につきましては、監査委員さんからもいろいろな御指摘があったと思うんですが、

国保会計そのものの仕組みの中で、私は非常に矛盾を感じている点がございます。それ

は、以前から申し上げてきましたけれども、介護納付金の問題なんです。この成果報告

書では３４８ページに介護納付金の納付ということで、１８年度１億６，４５５万７，

０００円とあげていただいております。ところが、国民健康保険税として２号被保険者

から介護分として徴収されているのは、３，９８５万８００円しかないんですよね。４，

０００万円にも足りないような介護分としての徴収をされている中で、介護納付金とし

ては、これだけの金額を出しているということに、そもそもの大きな国保の会計を圧迫
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する問題があるのではないかと。今、部長の説明の中で、増加率は今までになく低いと

おっしゃいましたけどね、今までがひど過ぎると私は逆に思っております。平成１４年

で８，０００万円代だったと思うんですよね、この介護納付金。確か、制度が始まった

のは平成１２年ですけれども、平成１２年当時は幾らだったのかわかりませんが、５年

間ということの中で平成１４年からでてたのが８，０００万円ほどでした。９，０００

万円近かったかもわかりません。でも、１７年度、１８年度では倍近くになっているわ

けですよね。この４年ぐらいの間にね。こんなふうに納付する金額はふえているという

状況の中で、それは国保会計圧迫されても当たり前ではないなと。介護納付分で、２号

被保険者から徴収している分で、とうていそれの数倍も出さんと納付できないという中

で、この累計されている赤字なんていうのは、介護保険始まってからこんなふうになっ

ているの違うんかなって、逆に私らそんなふうに見えてしまうんですね。ここのところ

につきまして、委員皆さんもそれらの資料についてはお持ちじゃないかもわからないん

ですが、介護納付分についてのこの間の変化がわかるように、数字をちょっと出してい

ただきたいということと。ここには、介護納付金が住民一人当たり幾らとかいうふうに

書かれているんですが、私としては、国保の２号被保険者一人当たりについて幾らかか

っているのかということが知りたいというふうに思いますので、１８年度２号被保険者

は何人おったのかということがわかれば教えていただきたいというふうに思います。 

  植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 委員長おっしゃいますように、平成１２年度から介護保険が始まり

まして、その平成１２年度納付金につきましては７，８９１万円でございました。今回、

平成１８年度になりますと、これが１億６，０００万円以上ということで、おっしゃっ

たように倍以上になっております。それに対しまして、保険税の収納額については、お

よそ平成１２年度から３，８００万円から４，０００万円ぐらいの間で推移はしており

ます。ただ、介護納付金に関します収入につきましては、保険税収入だけではございま

せんで、国庫補助金等も減っております。例えば、国庫負担金でありますと、療養費負

担金で、平成１８年度介護分でありますと５，６６７万円余が入っておりますとか、あ

と国庫補助金の財政調整交付金等々も入っておりますので、介護納付金と介護保険税と

の差が赤字であるということではございません。年々ということで、ちょっと今は平成

１７年度の数字しか持ってないんですけれども、介護納付金と国保税、それから、国庫
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補助金などの差引としましては約３，３００万円の赤字、介護納付金にかかる分だけで

３，３００万円程度の赤字になるということでございます。確かにこのことに３，３０

０万円ありますので、国民健康保険特別会計、平成１８年度につきましては、先ほど言

いました差引につきましては３，１６０万円余の赤字でございます。国民健康保険の特

別会計そのものの赤字につきましては、確かにこの３，０００万円の部分も一つの要素

でありますけれども、介護納付金のみならず保険料の未収分なども含めて複合的に赤字

を生んでいるということでございます。 

２号被保険者の数でございますけれども、施策の成果の３３５ページの、一番下段の

表でございますけれども、介護２号被保険者の異動状況ということでございます、その

表の右から２番目で平成１８年度末現在の世帯数、それから、被保険者数をそこに提示

させていただいておりますので、現在では総数としては３月末で２，９５４人というこ

とでございます。 

○里川委員長 今、詳細に課長の方から説明いただきましたので、実質的な赤字は１８年

度については、介護納付金の分では３，１６０万円ということですが、国民健康保険と

いうのは、脆弱な収入基盤の中での本当に比較的低所得者層が多く加入をされていて、

ほかの保険に入れない受け皿というような状況の中で、保険財政運営していただくとい

うことの中で、一方ではこういう苦しい状況が出てきているうえに、保険税の改定をし

ても赤字が埋まらないというような中において、じいっと考えてみたら、国民健康保険

税というのは、資産割やら保険税の算定方式が複雑ですので、ほかの健康保険と比較す

るのには、とても難しいんですけれども、例えば政府管掌保険であれば、収入に対しま

して８．２％の保険料率、そして、健保組合では平均したら７．４％、そして皆さん方

がお入りになっている共済組合でしたら平均６．９％というような健康保険の率があげ

られているわけなんですけれども、じゃあ実際、国保やったらどんな率になるのかなと

いうても計算方式としては非常に難しくて大変なんですが、私は、ほかの保険に比べて

も、保険料率が非常に所得が低い層についても、非常に高い料率になっているのではな

いかというふうに感じているんですが、そこのところは担当の方ではどんなふうに分析

をしていただいていますでしょうか。 

  植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 委員長もおっしゃいましたように、算定方法が全く違いますので、
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そのあたりで、例えば国保が仮に社会保険と同じであったというような想定の試算など

はしたことがないのでわかりません。ただ、国民健康保険につきましては、御承知のよ

うに、応益割というのがございまして、一人当たり幾らになるとか、１世帯当たり幾ら

になるという定額の部分があります。もちろん低所得者の方につきましては、その部分

については軽減措置も講じさせてはいただいておりますけれども、基本的には非課税と

いうものがないということがありますのでその部分につきましては、例えば他の町税に

比べますと、ひとつ負担感というのは被保険者にはあるかもしれません。ただ先ほど言

いましたような社会保険と比べてということになりますと、これについてはやっていな

いということでございます。 

○里川委員長 比較は大変しにくいかもわかりませんが、幾つかでもサンプルをとってで

もですね、保険料率が一体どのぐらいあるのか、今後やっぱり国保運協の中でいろいろ

な議論をしていただくにおきましても、所得が余りないのに、その割に保険税が非常に

高いと思う層がやっぱりかなりあるのではないか。それでさらに今後、保険税率の改定

を進めていかなあかんということにつきましては、保険税が収入のどの程度を占めるの

かというような感覚というのは、担当としても持っていただきまして、今後もこの改定

に向けて、１９年度の改定のとき、１８年度、大分私いろいろ言いましたけれども、ま

たにさらなる改定が待っていますので、その辺の担当は認識を持ってほしいなと。もと

もとの構造上に問題があるという問題意識を私は持っておりますので、担当におかれま

しても、そういうふうに町民の中にもそういうふうに、この国保会計の仕組みについて

疑問を持っているという状況があるということもご認識いただきまして、いろいろな機

会に、このあり方についての声をいろいろあげていっていただきたいなというふうにお

願いをしておきたいと思います。 

  あと、委員の皆さん、国民健康保険につきまして、この際ですので、質疑がございま

したら、いかがでしょうか。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 ほかにないようですので、これをもちまして国民健康保険事業特別会計に

対する質疑を終結いたします。 

  続きまして、認定第４号 平成１８年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定

についての審査に入ります。 
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  説明を求めます。 

  西本住民生活部長。 

○西本住民生活部長 それでは、老人保健特別会計の関係です。まず、議案書を朗読させ

ていただきます。 

  認定第４号 

平成１８年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

  標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の認定を求めます。 

  平成１９年９月３日提出 

斑鳩町長 小 城 利 重 

  それでは、平成１８年度の老人保健特別会計の決算概要につきましてご説明を申し上

げます。座らせていただきます。 

  まず、主要な施策の成果報告書３５５ページをお開きいただきたいと思います。 

  この特別会計では、高齢者の疾病や負傷に対しまして医療等の給付を行うことにより、

住民の皆さんの老後におけます健康の保持と福祉の向上に努めているところであります。

平成１８年度の収支状況は歳入決算額２１億２９７万４，４３１円、歳出決算額は２１

億１，８１０万５，４１４円で、差引１，５１３万９８３円の歳入不足となりました。

このため、平成１９年度のこの会計におきましては、同じ額の繰上充用の予算措置を行

い、決算を終えております。この歳入不足でありますが、支払基金からの交付金は超過

交付となりましたものの、国及び県の負担金の交付に不足が生じるため全体として不足

となったものでありまして、平成１９年度予算でそれぞれ精算することとなっておりま

す。 

それでは、決算の状況につきまして、歳出により各それぞれ款ごとに御説明をいたし

ます。 

まず、３５８ページであります。第１款総務費であります。この款は、第１項総務管

理費、第１目一般管理費のみで予算現額１，０９２万９，０００円に対しまして決算額

は１，００８万７，３４８円で、執行率は９２．２％であります。老人保健業務にかか

わります事務経費がその内容であります。 

次に、３５９ページ、第２款医療諸費であります。款全体で予算現額２１億６，０２
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５万９，０００円に対しまして、決算額は２０億８，１９１万２６４円で、執行率は９

６．３％であります。平成１７年度の２１億１，３０９万４，９２２円に比較しまして

３，１１８万４，６５８円、１．５％の減となっております。この制度の給付の対象年

齢の引き上げに伴います経過的措置により対象者が減少していることが支出額の減少の

要因となっているものと考えられます。 

第１目医療給付費でありますが、決算額２０億１，５０７万６，５２２円で、前年比

１．８％減であります。診療の種類別では、外来、歯科、調剤が前年度より減少してい

る一方、入院については２．８％の増加となりました。高齢者一人当たりの医療費につ

いても１カ月５万８，３６７円で、前年比２．６％の増加となっております。 

また、第２目の医療費支給費でありますが、決算額５，８０７万５，０３８円で、前

年比１３．５％の増加となっております。増加の主な原因は高額医療費、按摩、鍼灸の

増加であります。 

次に、３６１ページ、第３款諸支出金であります。款全体では予算現額２，６１０万

９，０００円に対しまして、決算額は２，６１０万７，８０２円で執行率は９９．９％

であります。平成１７年度で超過交付された支払基金の医療費交付金、国及び県の負担

金の償還を行ったものであります。 

次に、３６２ページの第４款予備費については未執行でございます。 

続きまして、歳入の決算状況につきまして御説明申し上げます。 

３５６ページをおあけいただきたいと思います。 

まず、第１款支払基金交付金であります。１１億９，８２６万６，０００円を受け入

れいたしました。各医療保険の拠出金が再分配されたもので、医療費の法定負担分と審

査支払手数料交付金であります。 

次に、国庫支出金であります。５億６，８２６万８円を受け入れしました。国が負担

する医療費の法定分が主なものであります。 

次に県支出金であります。１億４，９０４万７１２円を受け入れしました。県が負担

する医療費の法定分であります。 

次に繰入金であります。１億６，０８５万７，３１６円を受け入れしました。町が負

担する医療費の法定分を一般会計から繰り入れたものが主なものであります。 

次に、繰入金であります。２，６１０万７，８０２円を受け入れしました。平成１７
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年度決算で歳入超過となった支払基金の交付金等を平成１８年度で精算するために繰り

越ししたものであります。 

次に諸収入であります。４４万２，５９３円を受け入れいたしました。第三者行為損

害賠償納付金が主なものであります。 

以上で、平成１８年度斑鳩町老人保健特別会計の御説明とさせていただきます。よろ

しく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○里川委員長 老人保健特別会計について、説明が終わりましたので、これに対する質疑

をお受けいたします。 

  質疑の方はございませんでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 特に質疑がないようですので、これをもちまして老人保健特別会計に対す

る質疑を終結いたします。 

  続きまして、認定第５号 平成１８年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算

の認定についての審査に入ります。 

  説明を求めます。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 まず、議案書の朗読をさせていただきます。 

  認定第５号 

平成１８年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

  標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の認定を求めます。 

  平成１９年９月３日提出 

斑鳩町長 小 城 利 重 

  それでは、座って御説明させていただきます。 

  成果報告書の３６３ページをお願いします。 

  本特別会計の歳入総額は５４８万６，０００円で、歳出総額は８３万円となり、歳入

歳出差引額は４６５万５，０００円であります。 

  次に、主要な施策の予算科目の順に各事項別に御説明を申し上げます。 
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３６５ページをお願いをいたします。 

第１款総務費、第１項総務管理費の第１目財産管理費であります。予算現額９５万円

に対し決算額は８３万４１１円で執行率は８７．４％であります。財産区財産（下司田

池）の適正な管理に努めるとともに、ため池の水環境の悪化が懸念され、住民の方から

の悪臭の苦情もあったことから、生活環境の良好を保つため、水中曝気ポンプ２基を設

置をいたしました。 

次に、第２款予備費につきましては、先ほどの曝気ポンプ設置工事８０万円を充用い

たしております。 

以上で平成１８年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計決算の御説明とさせていただきま

す。何とぞ原案どおり御認定いただくようお願い申し上げまして、御説明とさせていた

だきます。 

○里川委員長 説明が終わりましたので、これに対しましての質疑を委員の皆さんからお

受けしたいと思います。 

  どんなことでも結構ですので、質疑をしていただいたら。 

  西谷委員。 

○西谷委員 これはまだ水利で使っておられる方がおられるということですか、その辺ち

ょっと確認しておきます。 

○里川委員長 西巻企画財政課長。 

○西巻企画財政課長 現在も水利として使っておられる方はおられます。水利組合も存在

しております。 

○里川委員長 西谷委員。 

○西谷委員 ということは水利組合が存在していて水利を使われる。その水が悪くなった

からということで、それは町がせないかんもんなんですか。水利を、水を使われる方が

されるんではないですか。 

○里川委員長 西巻企画財政課長。 

○西巻企画財政課長 今回の曝気ポンプの設置の件なんですけれども、水質の悪化に伴い

まして、悪臭等が出てくるということで、周辺住民のための措置を講じたということで

ございます。 

○里川委員長 西谷委員。 
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○西谷委員 それはわかります。水を単純に考えて、水利組合が去年から財産区の池の水

を使って水利組合の方が耕作されているでしょ。その水が悪化したということになった

ら、その周辺から苦情が出たとなったら、その水利組合の方がその水質悪化をどないし

ょうかというのをされるんじゃないですかということを素朴に思うんですが。 

○里川委員長 池田総務部長。 

○池田総務部長 まず、龍田財産区の財産区財産になっております。そうした中で、水利

権といわれておりますけれども、そもそも下司田池の財産区、池の財産区というのは当

然水もあります。水の管理は当然、この下司田池の管理費からやっていくということに

なってこようと思います。水利に出されるのは、いわゆる自分たちの水利権を守るため

にするのについては、当然、自分たちの水利のためにされますので、それは水利で出さ

れますけど、西谷委員の議論でしたら、そもそもこの財産自体が必要でなくなってくる

というわけなんですが、そうではなくて、共有地であるために財産区になっておる。そ

の財産区を維持するための費用ですので、ここから捻出するという理論になっておりま

す。 

○里川委員長 よろしいですか。 

  ほかに委員さんの方で。私も一つお尋ねしたいんですが、龍田財産区財産としての特

別会計を立ち上げたときに、既に議会におりましたけれども、ずうっとそのときから思

っていたんですが、これもあったお金をもとにこの会計を立ち上げてしてきましたが、

何かがあれば出ていく一方で入ってこない会計なものですから、これはどのように今後、

展開していくのかなと、出ていく、お金はなんぼかずつでもいろいろ出ていくこともあ

ると思います。前も草刈とか、管理にお金をここから出したりとか、いろいろあったと

思うんですけれども、そういう状況の中で、出が続いていった場合に、このお金が底を

ついたときというのはどうなるんだろうということで、前からちょっと考えていたんで

すが、そこのところについては、私たちはどういう認識を持っておけばいいのか、町の

お考えを示していただけたらと思います。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 まず、今の現金がなくなった場合に想定されておりますけれども、もと

もとこの財産区については、土地という財産ございます。ですから、何らかの事業が発

生して、下司田池を管理するのに必要な資金を捻出する場合には、財産を処分して捻出
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するということしか考えられない。今のところは。 

○里川委員長 ほかに委員さんの方で、お尋ねになりたいことはございませんでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○里川委員長 ほかにないようですので、これをもちまして、大字龍田財産区特別会計に

対する質疑を終結いたします。 

  本日の会議はこれをもって終了とさせていただきます。なお、明後日、１３日に９時

に御参集をいただいて、改めて引き続きまして、決算審査特別委員会を再開させていた

だきたいと思います。 

  本日はどうも御苦労さまでございました。 

（午後 ３時５７分 散会） 

 

 


